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東京女子医科大学設立の精神 

 

Ⅰ. 建学の精神 

東京女子医科大学は、1900 年（明治 33 年）に創立された東京女醫學校を母体として

設立された。東京女子医科大学の創立者である吉岡彌生は、1952 年（昭和 27 年）新制

大学設立に際し、東京女醫學校創立の主意をもって建学の精神とした。その主旨は、高

い知識・技能と病者を癒す心を持った医師の育成を通じて、精神的・経済的に自立し社

会に貢献する女性を輩出することであった。新制大学設立時の学則には「医学の蘊奥を

究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する。」と記されている。 

建学の精神に基づく医療人育成の場として、1998 年（平成 10 年）度より新たに看護

学部が新設された。医療を行うものが学ぶ学府として、現在の東京女子医科大学の使命

は、最良の医療を実践する知識・技能を修め高い人格を陶冶した医療人および医学・看

護学研究者を育成する教育を行うことである。大学建学の精神に基づき、大学教育では

社会に貢献する女性の医療人を育成する。 

 

Ⅱ. 大学の理念 

東京女子医科大学の使命を達成するための教育・研究・診療の基盤となる理念は、「至

誠と愛」である。至誠は、「常住不断私が患者に接するときの根本的な心構えを短い二

つの文字のなかに言い現したもの（吉岡彌生傅）」という創立者吉岡彌生の座右の銘で

あり、「きわめて誠実であること」「慈しむ心（愛）」は教育・研究・診療の総ての場に

おいて求められる。大学およびそこに学び働くものは本学の理念である「至誠と愛」に

従って活動しなくてはならない。 
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序  言 

学 長 

 

東京女子医科大学は、社会的に自立する女性医療者の育成を建学の精神とし

て、「至誠と愛」を理念に創立され、100 年以上に渡り医学生を育ててきた。良

い医師を育てるために、良い教育を行い、優れた医療を行い、医学に係わる高い

水準の研究を行ってきた。本学は医学生が学ぶために最良の環境と教育プログ

ラムを用意している。学生にはこの環境とプログラムを最も有効に活用して学

んでもらいたい。 

本学の最新の教育プログラムは 2017 年度に改訂された MD プログラム 2011

（2011 年度 1年生より導入）であるが、その原形は 1990 年に日本で初めてのテ

ュートリアル教育、インタビュー教育（その後、『ヒューマンリレーションズ』、

『人間関係教育』、そして 2018 年度には『「至誠と愛」の実践学修』に発展）、そ

して関連領域全体を理解して学ぶ統合カリキュラムである。 

 MD プログラム 2011 では、学生が学ぶ目標、すなわち自分が卒業するときに達

成すべき知識・技能・態度の専門的実践力をアウトカム、アウトカムに到る途中

の目標をロードマップで示した教育プログラムが導入された。2017 年度の改訂

では、医師としての実践力の基本を学部卒業時に達成するための臨床教育の改

善が行われた。2018 年度には医師の態度、振る舞い、倫理、コミュニケーショ

ン力、女性医師キャリアなどを、創立者が臨床で常に実践した信念である「至誠

と愛」の理念で現代の医療に実践するカリキュラムとして、従来の『人間関係教

育カリキュラム』を改訂し『「至誠と愛」の実践学修』と改称した。本学の教育

は、至誠と愛を実践する良い医師となるための教育であるが、学生は本学で学ぶ

その意義を認識し、本学の卒業生となる自覚を持って学修してもらいたい。 

 どのように学修するかが示されているのが、この「学修の手引き」である。学

生、教員がともに学修の目標、方法、内容、評価を共通に理解することが、良い

教育が行われる一つの要素である、この手引きが有効に活用されることを望む。 
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東京女子医科大学の目的 

 

 本学は、教育基本法および学校教育法に基づき、女子に医学の理論と実際を教授し、 

創造的な知性と豊かな人間性を備え、社会に貢献する医人を育成するとともに、深く 

学術を研究し、広く文化の発展に寄与することを目的とする。『学則第 1 条』 

 

 

医学部の教育目標 

 
 将来医師が活躍しうる様々な分野で必要な基本的知識、技能および態度を身に体し、 

生涯にわたって学修しうる基礎を固める。 

 すなわち、自主的に課題に取り組み、問題点を把握しかつ追求する姿勢を養い、医 

学のみならず広く関連する諸科学を照覧して理論を構築し、問題を解決できる能力お 

よび継続的に自己学修する態度を開発する。さらに、医学・医療・健康に関する諸問 

題に取り組むにあたっては、自然科学にとどまらず、心理的、社会的、論理的問題等 

も含め、包括的にかつ創造的に論理を展開でき、様々な人々と対応できる全人的医人 

としての素養を涵養する。 
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東京女子医科大学医学部における４つのポリシー 

 

ディプロマ・ポリシー (卒業認定・学位授与の方針) 

 

卒業時には定められた授業科目を修了し、学修成果（アウトカム）に示す「医の実践力」と「慈

しむ心の姿勢」を修得して以下の能力を備えることが求められます。 

 

1. 医師としての基本的診療能力を持ち、考え、行動することができる。  

2. 自ら問題を発見し解決する能力を持つ。  

3. 医学の発展、変化する地域や国際的な医療に適応する科学的および臨床的思考力を持つ。  

4. 安全な医療を行える能力を有する。  

5. 生涯にわたり女性医師として「至誠と愛」の理念を持ち、振る舞い、自立して社会に貢献する

意思を持つ。  

 

 要件を満たした者には卒業を認め、学士（医学）を授与します。 

 

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) 

 

卒業時に達成すべき医師として必要な基本知識、技能および態度を「医の実践力」および「慈し

む心の姿勢」として示した学修成果（アウトカム）を達成し、建学の精神に沿って自立して社会に

貢献する医療者となる基礎を体得し、大学の理念である「至誠と愛」を生涯に亘り実践するカリキ

ュラムが構築されています。アウトカムを達成するための段階的な目標はロードマップとして示さ

れ、様々なカリキュラム、学修法によりロードマップとアウトカムを達成します。 

 

「医の実践力」の学修は、1年次から 6年次まで関連した専門領域が統合（水平的統合）された

セグメントとして 10に区分されたカリキュラム、および縦断的カリキュラムとして「情報処理・統

計」、「国際コミュニケーション」および「基本的・医学的表現技術」を 6学年通して統合（垂直的

統合）し学修します。「医の実践力」に含まれる、自主的に課題に取り組み、問題点を把握しかつ追

求する姿勢を養い、医学のみならず広く関連する諸科学を照覧して理論を構築し、問題を解決でき

る能力および継続的に自己学修する力を、テュートリアル、チーム基盤型学修、研究プロジェクト

等の能動学修プログラムおよび各セグメントにおける実習を通じて学びます。 

 

「慈しむ心の姿勢」の学修は、専門職としての使命感、倫理感、態度、女性医師としての特徴、

キャリア、リーダーシップとパートナーシップ、コミュニケーション、医療安全、チーム医療等を

体得する「『至誠と愛』の実践学修」が水平的ならびに垂直的に統合され 6年間を通して学びます。

一部は、セグメント科目やテュートリアルでも学びます。 

 

医師となる訓練として、1年次から段階的に患者さんと接する実践の場やシミュレーション等で

学ぶ機会が設けられ、4年次修了までに「医の実践力」および「慈しむ心の姿勢」の学修を含め、

医師としての基本的知識、技能、態度の修得が求められ、さらに 5年次から 6年次では指導者の下

で診療に参画して学修する診療参加型臨床実習を行い、卒業までに医師としての基本的診療能力を

持ち、考え、行動できるように学修します。 

 

医師としての素養、国際的医療実践、組織・社会の先導力を涵養するために、選択科目、国外で

の臨床実習、リーダーシップ学修の機会が提供され、学生が自分の個性を伸ばすため、医療者の新

しい役割を認識するために活用できます。 
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セグメント、縦断的カリキュラム、テュートリアル、「『至誠と愛』の実践学修」の学修成果は、

それぞれの学修目標に照らして、筆記試験、レポート、技能試験、態度・姿勢の観察評価により総

合的に評価され、学年毎に定められた科目・単位の修了により、次学年に進級します。また、各科

目の評価を GPA (Grade Point Average)として評価し進級の要件とします。さらに、共用試験とし

て行われる 4年次の CBT (Computer Based Testing)、 OSCE (Objective Structured Clinical 

Examination)、P-SAT（Problem-solving Ability Test）、ならびに 6年次の Post-CC (Clinical 

Clerkship) OSCE は、進級の要件となります。進級の認定が得られなかった場合は、翌年に限り同

一学年の全必修科目を再履修し、再度評価を受けます。 

 

アウトカム・ロードマップの評価は、それぞれの科目試験、「『至誠と愛』の実践学修」評価、テ

ュートリアルおよび実習の観察評価、臨床実習のポートフォリオ評価等から、関係する評価を統合

して学修成果（アウトカム）に沿って評価を行います。 

 

アドミッション・ポリシー (入学者受入れの方針) 

 

自らの能力を磨き、医学の知識・技能を修得して自立し、「至誠と愛」を実践する女性医師および

女性研究者となるために、学修者自身が問題意識をもち、自らの力で知識と技能を発展させていく

教育を行います。 

医師を生涯続ける意志を持ち、幅広い視野を身につけ、自ら能力を高め、問題を解決していこう

とする意欲に燃えた向学者で、以下のような人材を求めます。  

医学部が求める入学者像 

1.きわめて誠実で慈しむ心を持つ人  

2.礼節をわきまえ、情操豊かな人   

3.独立心に富み、自ら医師となる堅い決意を持つ人  

4.医師として活動するために適した能力を有する人 

 

本学で学修しようとする者には、本学の建学の精神と大学の理念を理解して学ぶことを求めま

す。その上で、本学のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）に沿って学修して､学

修成果（アウトカム）を達成し、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）を満たし、

生涯に亘り医師として、女性医療者として自立して多方面で活躍する人材を、多様な方法により選

抜します。 

一般入学試験においては、高等学校等における学修成果の評価を筆記試験で、また医師となる適

性、使命感、将来継続して女性医師として社会に貢献する心構え、そして「至誠と愛」の理念の下

に本学で学びディプロマ・ポリシーを達成する意思を面接、小論文、適性試験により評価します。 

一般推薦入学試験では、高等学校等における知識・技能・態度の学修成果や医師となる適性を高

等学校の推薦書等に基づき評価し、さらに医師としての使命感、将来継続して女性医師として社会

に貢献する心構え、そして問題を発見し、学修し、解決する自ら学ぶ力、「至誠と愛」の理念とカリ

キュラム・ポリシーを理解して学びディプロマ・ポリシーを達成する意思を面接、小グループ討

論、小論文、適性試験により評価します。 

「至誠と愛」の推薦入学試験では、本学の建学の精神、大学の理念を継承し、生涯医療者として

社会に貢献する意志をもつ優秀な者を受け入れるため、3親等以内の親族に本学医学部同窓会至誠

会の会員または準会員がおり、高等学校等の推薦に加えて、至誠会の推薦を受けた者を対象とし

て、面接、受験生の建学の精神についての理解を問う小論文、適性試験により評価します。 

指定校推薦入学試験では、指定校からの推薦書から本学の建学の精神と理念を理解しカリキュラ

ム・ポリシーおよびディプロマ・ポリシーに適性の高い志望者であることを確認し、さらに志望者

に対して医師となる使命感、適性、将来継続して女性医師として社会に貢献する心構え、「至誠と
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愛」の理念の下に本学のカリキュラム・ポリシーを理解して学びディプロマ・ポリシーを達成しよ

うとする強い意思を、面接、小グループ討論、小論文、適性試験により評価します。 

入学までに期待する学修項目は、社会、医療を先導する女性医療者となる確固たる意思の醸成、

専門職に求められる自らの学修を振り返りながら新たな課題を発見し問題解決する学び方、考え方

の学修、ひと、特に病めるひとに相対する医療者が持つべき態度、心配り、倫理観を学ぶ基盤とな

る、人と交わる力の醸成です。 

 

アセスメントポリシー 

 

入学時にはアドミッション・ポリシーを満たす人材か、在学中はカリキュラム・ポリシーに則っ

て学修が進められているか、卒業時はディプロマ・ポリシーを満たす人材となったかを以下の基準

で評価します。 

 入学時 在学中 卒業時 

大学 

（機関レベル） 

 

入学試験  

入学時調査 

休学率・退学率・学生

調査・課外活動状況 

学士授与（卒業）

率・国家試験合格

率・大学院進学率・

就職率・学生調査・

アンケート調査  

医学部 

（課程レベル） 

 

入学試験  

入学時調査 

進級率・休学率 

退学率・試験結果 

GPA・ポートフォリオ・

共用試験 CBT・共用試

験 OSCE・Mini-CEX・

実習評価・学生調査・課

外活動状況  

卒業試験・Post CC-

OSCE・学士授与

（卒業）率・国家試

験合格率・ストレー

ト卒業率・大学院進

学率・就職率・アン

ケート調査  

学部科目レベル 入学試験  単位認定・定期試験・

レポート評価・実習評

価・小テスト 

出席率・至誠と愛の体

得度・ポートフォリオ・

授業評価アンケート 

 

大学院医学研究科 

（課程レベル） 

 

入学試験  

入学時調査 

進級率・休学率・退学

率・単位認定・レポー

ト評価・研究計画書・

研究指導状況報告書・

中間発表会評価 

学位授与率・修了

率・学位論文の IF・

就職率・学生調査・

アンケート調査  

大学院科目レベル 入学試験  単位認定・レポート評

価・研究計画書・研究

指導状況報告書・中間

発表会評価 

 

 

学部学生では、科目等では合格基準として詳細は学修の手引きに示し、進級については、及落判定基

準として学生便覧に示します。大学院生に関しては大学院便覧に示します。継続的に形成的評価を行

い、学生への指導に使用します。また、その結果の学修成果（達成度）を評価するために、決まった

時期と数の総括的評価を実施します。これらの評価は、教学 IR 室での解析等によって評価そのもの

の事後評価を行い、信頼性と妥当性を最大化します。  
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MD プログラム 2011 改訂版について 

 

東京女子医科大学医学部で医学を学ぶことは、大学の理念を受け継ぎ、社会に貢献する

力を持った医師を目指して学修することである。医学部は 110 年を超える歴史の中で女性

医師を育てるための教育に力を入れてきたが、平成 29 年度新入生から新たなカリキュラム

を導入した。新カリキュラムは、それまでのカリキュラム MD プログラム 2011 の良い点を

踏襲しつつ、現代社会のニーズあるいは日本と世界で求められる、医師像を「至誠と愛」

の理念のもとに達成することを目指す。 

 

MD プログラム 2011 改訂版は４個の包括的目標を持つ。 

1） 卒業時に基本的知識を持ち、医師として考え行動し、振る舞うことができる実践力を

持つこと。 

2） 学生が自分の目標を知り、自ら実践力を高められる教育となること。 

3） 科学的思考力と臨床的思考力を持つこと。 

4） 女性医師としての特徴をもち、基本的診療能力を備え、地域や国際を含めた現代の医

療および医療ニーズに即した実践力を獲得すること。 

 

MD プログラム 2011 改訂版は、以下の特徴を持つ。 

1） 知識だけでなく技能と態度を備えた実践力の最終目標をアウトカム、途中の目標をロ

ードマップとして具体的に示し、学生が入学時から最終目標に向けてどのように自己

開発をしたらよいかを明示し、またその達成度を評価する事により学生が長い学修期

間の中で目標と動機を失わないようにする。 

2） 臨床的能力を高めるため、高学年の臨床実習開始前に臨床的思考力、技能、態度の学

修を充実させ、実践的臨床実習を行う。 

3） 基礎と臨床、知識と技能を統合して学ぶ統合カリキュラムを前カリキュラムから引き

継ぎ、自ら問題を見つけ、科学的・医学的に且つ人間性を持ち、問題解決のための思

考力を講義・実習・テュートリアル教育を通じて学ぶ。 

4） 医師としての人間性・倫理・使命感・態度を育成する「至誠と愛」の実践学修を行う。 

5） 医の実践力の一部となる基本的・医学的表現技術、情報処理・統計、国際コミュニケ

ーションを 4 ないし 6 年間継続して積み上げる縦断教育を行う。 

6） 医療を支える科学に自ら触れる機会を通じて、研究の面白さを知るとともに医師が持

つべき研究的視点を学ぶ。 

7） 女性の特性を意識した医療者となるための学修を行う。 
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地域医療 
プライマリケア 
専門医療 

医学研究 

未知の問題
に取組み解
決する力 

自己開発 

至誠と愛 

女性医師 

キャリア形成

医の 実践 力

（知 識・ 技

能・臨床的思

考力・科学的

思考力） 

慈しむ心の 
姿勢 
（医師として

の姿 勢・ 態

度・使命感・

人間愛・協働） 

学部教育を通じて達成する医師としての実践力 

 

医学部の学修を通じて修得する実践力は、医の実践力と慈

しむ心の姿勢に分かれる。医の実践力は主として知識・技

術とその応用に関する 6 個の中項目、慈しむ心の姿勢は医

人としての態度・情報と意志を疎通する能力・使命感・倫

理感・専門職意識などに関する 5 個の中項目に分かれ、そ

れぞれに数個のアウトカムが定められている。アウトカム

は卒業時までに達成すべき目標の包括的目標であるが、低

学年（1/2 年）、中学年（3/4 年）、高学年（5/6 年） 

で達成すべき具体的目標をロードマップとして表してあ

る。 

アウトカム・ロードマップは各教科の目標ではなく、学修の積み重ねにより修得すべき実際に自分で

できる力、実践力、を示したものである。学生は、最終目標を見据えて学修段階に応じた目標を持ち、

教員はそれぞれ担当する教育の中で、全体像のどの段階を学生が学ぶべきかを理解して教育にあたる

ために全体が示されている。学生の評価も、科目として受ける試験などによる評価と共に、様々な評

価情報を組み合わせたロードマップ評価を行い、学生の到達度を認識できるようになる。 

 

以下にアウトカムを示す。 

Ⅰ 医の実践力 

1. 知識と技能を正しく使う力 

A. 医学的知識を医療に活用できる。 

B. 診断・治療・予防を実践できる。 

C. 基本的技能を実践できる。 

2. 問題を見つけ追求する力 

A. 解決すべき問題を発見できる。 

B. 問題を深く追求できる。 

C. 未知の問題に取り組むことができる。 

3. 問題解決に向け考え実行する力 

A. 適切な情報を集め有効に活用できる。 

B. 解決方法を選び実行できる。 

C. 結果を評価できる。 

4. 情報を伝える力 

A. 患者に情報を伝えることができる。 

B. 医療情報を記録できる。 

C. 医療者と情報交換ができる。 

全人的医人としての実践力と姿勢
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5. 根拠に基づいた判断を行う力 

A. 臨床・基礎医学の根拠を発見できる。 

B. 根拠に基づいて診療を行える。 

6. 法と倫理に基づいて医療を行う力 

A. 医療者としての法的義務を理解し守れる。 

B. 医療倫理を理解し実践できる。 

C. 研究倫理を理解し実践できる。 

D. 社会の制度に沿った診療を行える。 

 

Ⅱ 慈しむ心の姿勢 

1. 患者を理解し支持する姿勢 

A. 患者の意志と尊厳に配慮できる。 

B. 家族・患者周囲に配慮できる。 

C. 社会の患者支援機構を活用できる。 

2. 生涯を通じて研鑽する姿勢 

A. 目標を設定し達成するために行動できる。 

B. 社会のニーズに応えて研鑽できる。 

C. 自分のライフサイクルのなかでキャリアを構築できる。 

D. 自分の特性を活かした医療を行うために研鑽する。 

E. 専門職として目標を持つ 

3. 社会に奉仕する姿勢 

A. 社会・地域で求められる医療を実践できる。 

B. 医学研究を通じた社会貢献ができる。 

4. 先導と協働する姿勢 

A. 自分の判断を説明できる。 

B. グループを先導できる。 

C. 医療チームのなかで協働できる。 

5. ひとの人生へ貢献する姿勢 

A. 患者に希望を与えられる。 

B. 後輩を育てることができる。 

 

次にそれぞれのアウトカムを達成するためのロードマップ（中間目標）を示す。 
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カリキュラムの構造 

 カリキュラム（教育計画）は、学生が実践力を持つ医師になるために限られた時間のなかで最大の学

修を得られるように構築されている。学生には、全てのカリキュラムに参加して最終目標を達成する

ことが求められる。 
 
 医学部カリキュラムの全体構造は、初めに人体の基本構造と機能を 2 年前期までに学び、次に医療

を行うために必要な臓器・器官系の正常と異常、臓器系をまたいでおこる全身的異常、人の発生・出

産・出生・成長・発育・成熟・加齢の正常と異常を 3年後期までに学ぶ。4年前期は、全身的な変化と、

社会・法律・衛生・公衆衛生と医学の関わりを学び、医療を取り巻く環境を理解する。そして 4 年後期

は、5年の臨床実習に備えた臨床入門を学ぶ。臨床入門は、基本的臨床技能を学ぶだけでなく、画像・

検査などの臨床的理解、臨床推論の進め方などの臨床的思考力、麻酔・救急などの全身管理に係わる医

学を学び、5年の初めから医療の中に入って臨床実習を行えるようになるための仕上げとなる。臨床実

習への準備は、総合試験（共用試験 CBT および問題解決能力試験）、共用試験 OSCE などで評価される。

5年から 6年前半の臨床実習では、見学するのではなく参加する意識で実習を行って欲しい。臨床実習

では、地域医療・プライマリケアなど現代の日本の医療に求められる領域、国外留学など国際的医療に

係わる機会、基礎医学を学ぶ機会などが設けられ、且つ学生が自分のキャリアを考えて学修の場を選

べるようになっている。6年後期は、6年間の学修の総括と卒業認定のための評価に充てられる。 

 

 学年毎に進むカリキュラムとは別に縦断的カリキュラムがある。これは、学生が 4 もしくは 6 年間

で継続して自己開発する必要のある科目で、縦断教育科目と呼ぶ。 

 

６年間のカリキュラム全体図 

前期

(4月～7月)

後期

（9月～3月）

臨床診断総論/循環器系

呼吸器系/腎尿路系/生殖器系/妊娠と分娩

消化器系/内分泌系/栄養・代謝系

新生児・小児・思春期/加齢と老化、臨終

脳神経系/精神系/運動器系/

皮膚粘膜系/聴覚・耳鼻咽喉系/眼・視覚系

診療参加型臨床実習（研究実習）
後期

6年

前期

セグメント10
全体統合・

総合達成度評価
卒業試験

後期

研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

3年

前期 セグメント5

後期 セグメント6

4年

前期 セグメント7 全身的な変化/医学と社会

基
本
的
・
医
学
的
表
現
技
術

国
際
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

情
報
処
理
・
統
計

選
択
科
目

セグメント2

前期

「
至
誠
と
愛

」
の
実
践
学
修

2年

前期

後期

後期

セグメント3
人体の発生と全体構造/

疾患の成り立ちと治療の基礎

セグメント4

1年

セグメント1

セグメント8 臨床入門 臨床入門

5年
セグメント9

医療と医学の
実践

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常１

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常２／

人の一生

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常３／

医学研究

全身的な変化と医学
／医療と社会

テ

ュ
ー

ト
リ
ア
ル

人体の構造と
疾患の基礎

人体の基礎

人体の機能と
微細構造

人体の基本的構造と機能/
人体の防御機構
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週間の授業予定 

 学生は全ての授業に出席し能動的に学ぶ事が求められる。 

 医学部の時間割の特徴は、テュートリアルを中心に十分な自己学修の時間が確保されているこ

とである。自ら目標を定め能動的に学ぶことで医師となっても使い続けることのできる知識の活

用を修得するように、授業・実習のない学修時間が確保されている。 

 

Segment8 時間割 

5 6

曜 9：00～10：10 10：25～11：35 12：30～13：40 13：55～15：05 15：15～16：25 16：35～17：45

時限 1 2 3 4

月 講　義 講　義 講義/実習 講義/実習 講義/実習

自己学修火 自己学修
TBL

（10:00～11：40）

水 講　義 講　義 講義/実習 講義/実習

講義/実習 講義/実習

講義/実習

選択科目 選択科目

(15：20～16：30) (16：45～17：55)

講義/実習 講義/実習木 講　義 講　義

金 自己学修 講義/実習 講義/実習自己学修
TBL

（10:00～11：40）
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セグメント 8 

 

 

「医学・医療と社会／臨床入門」 

 

 

2020年 8月 31日～2021年 3月 5日 
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Ⅰ 学 修 内 容 

 

 

セグメント 8 の基幹科目は、セグメント７までの科目で修得した知識を統合

して臨床に応用する『臨床入門』となっている。 

『臨床入門』では、「麻酔・周術期管理」「救命救急医療」「基本的治療法」「診

療の基礎」「臨床基礎実習」および新設された「入門型臨床実習」の各科目を通

して、全身管理に関わる医学を学び、5 年生からの診療参加型臨床実習に向けて

の知識を修得する。なかでも「臨床基礎実習」は、臨床実習で実際に必要な検

査の基本的知識を各科で学び、放射線診断演習や CPC 実習で診断に必要な症候

から疾患を考える知識を修得する。「診療の基礎」では講義および実習で症候か

らの臨床判断や臨床技能を修得する。 

また、セグメント 8 では、セグメント７に引き続き、臨場感を持って問題解

決能力を身につけるための学修法である Team-based learning (TBL)および「入

門型臨床実習」では、症例を基盤として医師の基本能力ともいえる患者に合わ

せた診断・治療の実際を学ぶ。 

以上のように、セグメント 8 は、5 年生から始まる医療現場における診療参加

型臨床実習を学生自らが積極的に行うための仕上げのカリキュラムである。 
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Ⅱ 到達目標 

 

Ａ．包括的到達目標 

 

1. 麻酔につき基本的知識を述べることができる。麻酔の諸手技法と周術期管理等につき

論じることができる。 

1) 全身麻酔（吸入、静脈） 

2) 神経筋遮断 (筋弛緩) 

3) 局所麻酔（脊椎、硬膜外、神経ブロック） 

4) 周術期管理 (呼吸循環系を中心とした合併症管理) 

 

2. 救命救急医療についてその概念および主たる治療・処置について説明することができ

る。 

1) 患者の現場処置と移送 

2) 心肺蘇生その他の救急処置 

3) 集中治療医学 

4) 外傷、臓器不全、ショック状態、中毒等の患者管理 

5) 災害医療 

6) 救急医療に関わる法的問題 

 

3. 基本的な治療法である手術療法、化学療法、放射線、支持・緩和療法について、腫瘍

を対象として説明することができる。併せて、腫瘍についてその病理・病態、発生病

因・疫学・予防、主要症候、診断・治療と診療の基本事項を説明することができる。 

1) 腫瘍の病理・病態、発生要因、疫学 

2) 腫瘍患者の症候と関連する検査 

3) 腫瘍の組織・細胞診断、画像診断、遺伝子診断、病期。予後因子 

4) 腫瘍と関連する基本的治療：手術療法、化学療法、放射線療法、支持・緩和療法、

集学的治療 

5) 腫瘍の診療におけるチーム医療 

6) 腫瘍の診療における生命倫理 

 

4. 診療参加型臨床実習を行う前の準備状態を完成するため、基本的臨床技能（医療面接法、

身体診察法）の手技および態度を身につけ、診断に必要な情報を収集することができ、問

題志向型システムに基づいた診療録に記載することができる。また、これまで臓器系・疾

患別に学修してきた内容を、症候から患者情報、身体診察、鑑別のための検査などを経て

診断にいたるプロセスを習得できるようにする。Evidence-based Medicine (EBM)を理解し、
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エビデンスを探して吟味したうえで正しく利用できるようにする．さらに、病院内のチー

ム医療のあり方、リスクマネージメントについても理解し、適切に行動できるようにする。 

1) 症候と病態・疾患 

2) 問題志向型システム（POS）とそれに基づいた診療録（POMR） 

3) 医療面接 

4) 身体診察法 

5) Evidence-based Medicine (EBM) 

6) 臨床推論・臨床判断 

7) チーム医療 

8) 患者安全・リスクマネージメント 
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B. 科目別シラバス 
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[麻酔・周術期管理] 

 

大 項 目 中 項 目 小 項 目 備 考 

Ⅰ.麻酔総論 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ.全身麻酔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ.神経筋遮断 

 

 

 

 

Ⅳ.局所麻酔 

 

1.麻酔の機序 

 

 

2.麻酔と自律神経 

 

 

 

 

 

1.吸入麻酔 

 

 

 

 

 

2.静脈麻酔 

 

 

 

 

1.筋弛緩薬 

 

 

 

 

1.脊椎麻酔 

 

1)全身麻酔の機序 

2)局所麻酔の機序  

3)痛みの生理 

1)麻酔時の自律神経機能変化の各臓

器に及ぼす影響  

a.呼吸 

b.循環 

c.代謝  

d.その他  

1)気道  

2)吸入麻酔法 

3)循環式麻酔器  

4)気管麻酔 

5)麻酔深度と MAC  

6)吸入麻酔薬の吸収と排泄  

1)呼吸管理  

2)循環管理  

3)静脈麻酔法  

4)バランス麻酔  

5)各種麻酔法の適応  

1)神経筋遮断の種類  

2)筋弛緩の機序 

3)筋弛緩薬の薬理作用  

4)筋弛緩薬の適応 

5)作用効果に影響を与える因子・疾患 

1)局所麻酔の種類  

2)局所麻酔の適応  

3)脊椎麻酔の解剖と生理  

4)麻酔域 

5)脊椎麻酔の適応  
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大 項 目 中 項 目 小 項 目 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ.麻酔のリスクと

安全な管理 

 

 

2.硬膜外麻酔 

 

 

 

 

3.各種神経ブロック 

 

1.麻酔のリスク 

2.麻酔の安全な管理 

3.麻酔の目的 

6)脊椎麻酔の利点と欠点  

7)脊椎麻酔の合併症 

1)硬膜外麻酔の解剖と生理  

2)麻酔効果に影響を及ぼす因子  

3)硬膜外麻酔の適応 

4)硬膜外麻酔の利点と欠点 

5)硬膜外麻酔の合併症 

1)ペインクリニック 

2)在宅ケアー 

1)術前回診 

2) ASA 分類 

3)前投薬 

4)麻酔法の選択 
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ÈÆÉ�Æ¾	Ê��Sf¿À�ËIÌu�}ÍÎa�ÏÐ3�ÑÒÓ¢;ij!�ÌÔf6Õ�/0v1�;�Ö\=	 ÅÆ×ÆØÆ
ÈÆÉ�ÆÙ	ÚÛ�;Ü[\56vÝÞ¥wx���SWX;Ãß�Ä\=/�àµ³�ká !"����?âã�Ä\=	 ÅÆÇÆäÆ
ÈÆÉ�Æ¾	Ú9:��I9:åræ������çè�9:éê��àµ³
Lëìíìîïð	ñïòëóíôJììëìîíõóï	öïí÷	øLñJöù��9:éêúû��àµ³
Lëìíìîïð	üìýóþëíîðëó	Jììëìîíõóïöïí÷	øLüJöù�������9:��àµ³
�í�íõ	ñïòëóíô	Jìì�óëíîë�õ	öïí÷ø�ñJöù��9:�Ó5���	+µ
¡¢;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆØÆ
ÈÆÉ�ÆÙ	Ù��
6��Á��OÁ���Á��;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ�	¾�
Á¥�
Á��g��� Á���;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆäÆ
ÈÆÉ�ÆÊ	ÊÁ�/0� Á����;���Ä\=	 ÅÆ×ÆäÆ
ÈÆÉ�ÆÊ	Ê��̧  IA!"#�$B��̧  I+%&'()�µ�*+BI@A3B¢�û,-B¢�.�A/012B��̧  I3AB��/45¢��-B��̧  I�6B�78B�Q9:¢�;<B��̧  I�(�=%µ>�?<@3�ÛABoB¢¢;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ�	COPQRINOPQR�NOPD:
÷Eôîë�ôï	�ðFíõ	òýìGEõóîë�õ	ìýõòð�÷ï	øñHLMù�¢;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ�	¾�BCDI
E�F3GH
íóEîï	ðïì�ëðíî�ðý	òëìîðïìì	ìýõòð�÷ï	øJKLMù��5J�3G 1�;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ�	Ù@A3�3G /0 1�;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ�	Ù��̧  	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ�	¾+%&'()�µ�3G�/0 1�;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ�	Ù8£Þ���K LJ�M�"N;ÂÃ�Ä\=	 ÅÆ×ÆäÆ
ÈÆÉ�Æ¾	Ê�7	�O��7PQO �7RO?S\8£�7T�/0 1�;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆäÆ
ÈÆÉ�Æ¾	�2U��VW�XQ�Y(Zµ��[\£?S\8£;ÂÃ�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ¾	C+)Zµ)�]^O¥_`¥a_fb�cd`�?S\8£;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ¾	Ú�`e?S\8£;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ¾	Ù��?S\D:I�83¢;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ¾	¾fg?S\D:;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ¾	�o ?S\D:�-Jvhm;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ¾	¾��
6 �Á�i�;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ�	ÊjJÁ wJÁ?k�"i� jl;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ¾	C/�_mÁ;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ¾	Ù��̧  �-J 56ªi;Ãß�Ä\=	 ÅÆ×ÆJÆ
ÈÆÉ�Æ�	
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［救命救急医療］ 

 

〔総 論〕 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅰ . 救急治療、処    

   置 

1. 救急医療の概念 

 

 

2. 心肺蘇生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 疾患別の救急治療・処置 

4. 急性中毒の治療・処置 

5. 症状別の救急処置 

1） 救急医療 

2） 集中治療 

3） 救急医療に関わる法的問題 

1） 気道確保 

2） 気道内異物 

3） 人工呼吸 

4） 心停止とその処置 

5） 静脈確保 

6） 除細動 

7） 酸素療法 

8） 脳蘇生 

9） 薬物 

10） 急性血液浄化法 

 

 

1） 意識障害 

2） ショック 

3） 呼吸困難 

4） 食道・気道異物 

5） 急性腹症 

6） 吐下血 

7） 嘔土 

8） 下痢 

9） 咬傷、他 

10） 誤飲、誤嚥 

 

 

法医学 

Ⅱ . 損傷の治療、

処置 

1. 多発外傷の治療、管理の基礎   

Ⅲ . 重症患者の管

理の基礎 

1. ショック、出血、凝固・線溶

系異常 

1） ショック 

2） 敗血症 

3） MOF 

4） DIC 

 

Ⅳ . 臓器不全    

Ⅴ . 中毒 1. 発生要因 

2. 病態生理 
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〔各 論〕 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅰ . 損傷 1. 胸部外傷 flail chest 

2. 気管・気管支異物 

3. 機械的窒息 

4. 腹部外傷 

5. 四肢・骨盤外傷 

 

 

 

1） 消化管、肝、脾、他 

 

Ⅱ . 物理的原因に

よる疾患 

1. 低温、高温環境による疾患 

2. 事故による障害 

1） 熱中症、異常低温による障害 

1） 誤嚥、溺水、墜落 

 

Ⅲ . 薬物中毒 1. 睡眠薬・向精神薬 

2. 麻薬 

3. 覚醒剤 

  

Ⅳ . その他の中毒 1. 金属中毒 

2. ガス中毒 

3. 有機溶剤中毒 

4. 有機化合物中毒 

5. 無機化合物中毒 

6. 農薬中毒 

7. 酸・アルカリ中毒 

8. 家庭用品による中毒 

  

Ⅴ . 臓器障害 1. 急性腎不全 

2. 急性肝不全 

3. ARDS 

4. 脳死と植物状態 

5. 凝固・線溶異常 

  

Ⅵ . 災害医療 1. 災害医療 

2. トリアージ 
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［基本的治療法］ 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 備考 

Ⅰ．腫瘍の基礎と

臨床 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．腫瘍の治療 

 

1. 病理・病態 

 

 

 

 

2. 発生要因 

 

 

 

 

 

 

3. 疫学 

 

 

4. 症候・診断 

 

 

 

 

 

 

 

1. 治療 

 

 

 

 

 

 

 

2. 診療 

 

 

3．医用機器と血液製剤 

1） 腫瘍の定義・概念 

2） 良性腫瘍・悪性腫瘍 

3） 上皮性腫瘍・非上皮性腫瘍 

4） 転移・浸潤 

 

1） 遺伝的要因 

2） 外的要因 

3） がん遺伝子とがん抑制遺伝子 

4） シグナル伝達 

5） アポトーシス 

6） 染色体異常 

 

1） 癌の疫学 

2） 臨床試験 

 

1） 症状 

2）検査 

3） 組織診断・細胞診断 

4） 画像診断 

5） 遺伝子診断 

6） 腫瘍マーカー 

7） 病期分類 

8） 予後因子 

1） 手術療法 

2） 化学療法 

3） 放射線療法 

4） 緩和療法 

5） 支持療法 

6） 集学的治療 

7）リハビリテーション 

 

1） チーム医療 

2） 生命倫理 

 

1）医療機器の種類と原理 

2）人工臓器の種類と原理 

3）輸血 

4）血液製剤 
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¹$�iô �\ô	ÇÈJD���$qæLM�\	 ¼���¾�
¿�À��Á¼���¾�
¿�À��³¼���¾�
¿�À��ô	Á	��Ô�����T$ê�IJKLM�\	 ¼�����
¿�À��Á	Á	2f��2¦�� $¹ºLM�\³	2�5b2�5��C$¹ºLM�\	 ¼���¾�
¿�À��Á¼���¾�
¿�À��³	fg1��9�5 ��b��	ÚÛ�5
½���,ÚÛ�� !"#$1%Z#$9�&'$���ÚÛ&J'�\	ÚÛ�5
Ø�ÚÛ°� ½�	(>�)Xlmno**¶JD��#bcd$ìíi¹ºLM�\	 +�½�½�,+�½�¿��*+�Ø�½�*+�¿�À�	Ø�	NOPQRSTUV1��-9��WX(��Y1����9$Z[LM�\	 +�¿�¿�	
45



��������	
��
������������������� !"#$� %&�&'��(��)*+,�-.�/0�12!"#$� %&�&3��3��456�78��9:;<=�>�?@A!"#$� %&'&'��B��CDE���FGH�78�IJ!"#$� K&L&L�&ML��N����OP�Q�R�78��S=TUVDWX<Y
Z�[\]
�^!"#$� K&L&L�&ML��_`HaM��_`-b cd�_`ef
Z�[ghij
[Lkklml
[lno�����pq�rstklucv5q�wsNkluctklxmvyqzsBklucNklxmv{q�|zsBklxmv��}~���[�g��yuc�����#$�����������������������������������1/����������_`��������Aij��y4!���_`�������#$����e +��-�1/!���
�����
Z�[���_`�� ���!�¡¢�£<Y
�[��¤"��$�¥¦§ ©̈ª«§ ¬­ §®¯ °�¯ c±²³´µ¶±²³´· �̧5¬Lq ¹�����-.º� »¼½°� ¾¿5Àµ� (t''''B�3'�'kkk�'q ¹ÁD=Â¦5��Ã�²Ä��~Å!"#OP�ÆÇº� ÈÉ�¦Ê¡�ËÆÇÌOPÍÎÏÐÑÒ¢�9= 9̈E 9̈=MÓ<ÔÕ=�� ÖNt(Ö�tÖ�BB(t�'kk3��q ¹���OP!×#�Ø
²¬{À�ÙØ#��OP�ÚGÛÜ�Ý­Þq�ßàáâ��a²Ããä�3�º� å¼æç� å¼æçèé� �'kkB�(q ¹+�©êëìí1/
©ê�#¡î
���ï~#�����
ð�#¡¢_`efº� ��ñÊ¡ò�Aij1ó_`ôõ� � �'kLN�3q ¹+,�ö��Ü÷#�ø­ÞqL�ø­Þq'º� ùúûüý � 6þ����6þ���� (tÖB�'L�'(ÖNt(tÖB�'�'�t�'kkN�Bq ¹+,+�¡º� �.��	�
��
ý � �¡§Ë� ('BkL�t�t��LÖÖt�Nq ¹�¦+�¡º� 
��
	��w��ý � �¡§Ë� ÖNt('Bkkk'tN3�'kkt�tq ¹-.�)*+,a�L�P)����,��Ó�� �̈Ó<����c��+,º� ������8I� X; !�"#$<�D� �LÖÖÖ�Öq ¹-.�)*+,a�'�%&Ì�+,º� ������8I� X; !�"#$<�D� �LÖÖÖ�Lkq ¹-.�)*+,a���'Ì�+,º� ������8I� X; !�"#$<�D� �LÖÖÖ�LLq ¹-.�)*+,a�(�(Ì�¶��+,º� ������8I� X; !�"#$<�D� �LÖÖÖ�
46



��� �����	
��
�
����
��
 ��������
 ���� !"#$%&
 
�'''
�(� �)*+,-./0&1$23&�
 456��7
 )89:
 ';<=�>??�'(;<
�?�=
�=� �)*@AB&CDEC�
 FGHI7
 )89:
 ';<=�>???>�='
�??<
JKL$CMNOPQ 
RSTUVWXOPQ +TYZ[\UVW]^OPQ _̀abcdefg hij kl abmn op qrstku�� �?�?v?<v(�wix
 ykl
 z{
 z{p
�?(
 �?|��}��|(�
%Q~ 

 ������������L2$�&��$����
�������

 ��
�I
���L�03�v��?����� 

 ¡}>}(x}w�x¢£¤}�}�(x¥¦§
�� �?�?v?<v(�wix
 Skl
 z{
 z{p
�?(
 ��|(?}�(|=?
%Q~ 

 �����������̈ ©
�������

 ª«
¬
���L�03�v��?����� 

 ¡}�}(x¢











£¤}�}((x¥¦§
(� �?�?v?'v?�w­x
 Xkl
 z{
 z{p
�?(
 ?'|??}�?|�?
%Q~ 

 ���������(�-®¯°
�������

 ±²
³´
���L�03�v��?����� 

 ¡}�}(x¥
=� �?�?v?'v?�w­x
 ykl
 z{
 z{p
�?(
 �?|��}��|(�
%Q~ 

 ���������=�µ¶�·¶
�������

 ¸¹º
»
���L�03�v��?����� 

 ¡}<}(x§£¡}'}(x§£¤}�}�'x¥¦§
�� �?�?v?'v?�w¼x
 Skl
 z{
 z{p
�?(
 ��|(?}�(|=?
%Q~ 

 �����������½¼

47



��������� 	
����
������������������� � ! "# $"#%�&' (�(���)��($*#� +,-� ./� ./0�(�"� �"122 �21�2�3456�� 789:;<=>�&�?@���������� AB�CD�
������������������� E � �#%FGHE ( �#% I�J' (�(���)��($*#� K,-� ./� ./0�(�"� �21�2 �&1(2�3456�� 789:;<=>�J�LM<NO���������� PQ�RS�
������������������� � J "# $(#TH� J U# $�#%FGH� J U# $(#%H� J U# $"#GVTWXYZH� J U# $!#TW�!' (�(���)��"$[#� +,-� ./� ./0�(�"� �"122 �21�2�3456�� 789:;<=>�!�\]^_<\]`a���������� bcd�efg�
������������������� h " �#%FGiHj U "#TH� 2 "#VH� �( "# $"#%HE � U#%FGHE ( �#FHE " �#GHE " (#GHE " 2# $(#%�)' (�(���)��"$[#� K,-� ./� ./0�(�"� �21�2 �&1(2�3456�� 789:;<=>�)�kl���������� AB�CD�
������������������� � � �#%FGTH� � (#%FH� � "#VH� � U#% iHE � (&#%FG���' (�(���)��U$m#� n,-� ./� ./0�(�"� �)1�� ��1���3456�� 789:;<=>����opqr�o*stu�<vw���������� PQ�RS�
������������������� � J "# $�#%FH� J "# $(#WH� J U# $"#FH� J U# $!#TWH� ) "# $U#GH� �� �#%FGVH� �� (#G���' (�(���)��U$m#� x,-� ./� ./0�(�"� ��1(2 ��1"2�3456�� 789:;<=>����yl<Nl���������� PQ�RS�
������������������� � J "# $(#TH� J U# $�#%FGH� J U# $(#%H� J U# $"#GVTWXYZH� J U# $!#TW��(' (�(���)��U$m#� z,-� ./� ./0�(�"� �(1"� �"1U��3456�� 789:;<=>��(�{v���������� |}�~g�
������������������� � 2 �#IX������������ 2 "#���������������� ! "#F�������������� ( "#�������������� U (#W�������������E � ��#%FG��"' (�(���)��J$�#� n,-� ./� ./0�(�"� �)1�� ��1���3456�� 789:;<=>��"�?����������� ����g�
48



��������	
��
������� ������������������������������������������������������������������ ����������� ������������ �������!�����" ����	�#	���$�� %&'� ()� ()*����� ��+�!���+�!�,-./�� 012345678��9:;5<=�>?@8AB9�� CD�EF���������	
��
������� ����������G���������������������G� �����H� �!���I�J��������G��!" ����	�#	�K�L�� M&'� ()� ()*����� ��+�����+���,-./�� 012345678�!9$NOP�>?@8AB9�� QR�S���������	
��
������� ��#��������G���#����������T" ����	�#	�K�L�� U&'� ()� ()*����� ��+!!��!+�!�,-./�� 012345678�T9VW8X9YZ�>?@8AB9�� [\�]F���������	
��
������� ������̂ �J����������" ����	�#	�K�L�� _&'� ()� ()*����� �!+�!��T+�!�,-./�� 012345678��9̀ abcd�>?@8AB9�� [\�]F���������	
��
������� ��������J���������K" ����	�#	�#�D�� M&'� ()� ()*����� ��+�����+���,-./�� 012345678�K9efgh5ij�>?@8AB9�� kl�mnF���������	
��
������� o���������!���p�������q��������̂ ���������������#" ����	�#	�#�D�� U&'� ()� ()*����� ��+!!��!+�!�,-./�� 012345678�#9Yr5stu�>?@8AB9�� vw�xy���������	
��
������� ���!��������!����z{�J��������G�|���������" ����	�#	���}�� ~&'� ()� ()*����� �#+�����+���,-./�� 012345678��9�����>?@8AB9�� ��������������	
��
������� ����������������!�����J��������G�|���������" ����	�#	���}�� %&'� ()� ()*����� ��+�!���+�!�,-./�� 012345678��9��ij5���>?@8AB9�� ������
49



��������	
��
������� ��������������� ����	��	������ � !� "#� "#$���%� ��&%���%&���'()*�� +,-./0123��456075�89:3;<4�� =>�?@���������	
��
������� ��A�%�����B��%� ����	��	������ C !� "#� "#$���%� �%&DD��D&�D�'()*�� +,-./0123�%4EFGH�89:3;<4�� IJ�KL���������	
��
������� ��A�%�����M���� ����	��	�D�N�� O !� "#� "#$���%� ��&�����&���'()*�� +,-./0123��4�PQRST�89:3;<4�� UV�WX���������	
��
������� ����%�YZ����������[Z\�������]M��D� ����	��	�A�̂ �� C !� "#� "#$���%� �%&DD��D&�D�'()*�� +,-./0123�D4_`ab��89:3;<4�� c^�dL���������	
��
������� ����%�MZ��D�%�eZf���%gZ\���%D�]��A� ����	��	���>�� O !� "#� "#$���%� ��&�����&���'()*�� +,-./0123�A4hijk0lmno�89:3;<4�� pq�rU���������	
��
������� �����������Z�����������Z��������D��Z����%�B���� ����	��	���>�� s !� "#� "#$���%� ��&�D���&%D�'()*�� +,-./0123��4tb�89:3;<4�� uJ�vwL���������	
��
������� ��D�%�Zf���%�Z\����A�Zx����A���y� ����	��	�%�̂ �� s !� "#� "#$���%� ��&�D���&%D�'()*�� +,-./0123�y4t^�89:3;<4�� IJ�KL���������	
��
������� ��A�%���������� ����	��	���>�� � !� "#� "#$���%� ��&%���%&���'()*�� +,-./0123��4z{0|z}~��89:3;<4�� ��������������	
�� ��y�%���%����Z\����y��]M�
50



���������	
 �	�	�	
������� ���� ��� �����	�� ���������	��������  !"#$%&'(�	)*+�,-.(/0)�� 12�34�56789:;<�=�	�������� >�����?���
 �	�	�	
������� @��� ��� �����	�� �������A����������  !"#$%&'(��)BCD%BCEF�,-.(/0)�� 2G�H4�56789:;<�=�	�������� I������JK>������L���
 �	�	�	
��M�N�� @��� ��� �����	�� �������A���������� OPQR(�)OPQR"ST<OP�,-.(/0)�� UV�W�56789:;<�=�	�������� X�����YZ[KX�����Y�[KX�\���[���
 �	�	�	
��
�]�� �̂�� ��� �����	�� ����	�����	�������  !"#$%&'(��)_`%�abc̀ �,-.(/0)�� de�fg�56789:;<�=�	�������� >�M���ZK>�
���ZKh����
�YLZ���
 �	�	�	
��
�]�� ���� ��� �����	�� ���������	��������  !"#$%&'(��)ijkc�,-.(/0)�� lG�mn�56789:;<�=�	�������� o�����Y�pKh�����YLZ���
 �	�	�	
��
�]�� @��� ��� �����	�� �������A���������� OPQR(�)�aiqa�%6ciqa�8rT�"stuv�,-.(/0)�� UV�W�56789:;<�=�	�������� X�A���Y�wKX�A���YL[��A
 �	�	�	
��	�x�� y��� ��� �����	�� 	
�		��	��	������� OPQR(�)za{c|7�}9�~���������=�I��=�,-.(/0)�� �����g�56789:;<�=�	�������� X�����YKZKX�A���Y��\
 �	�	�	
��	�x�� �̂�� ��� �����	�� ����	�����	������� OPQR(�)�:T�a�;T�,-.(/0)�� �����g�56789:;<�=�	�������� X�A���L�
51



��� �����������	
� �
�� ��� �������� ������������������ ������ !"�#$%&'()�*+,"-.$�� /0�1�23456789�:��;<=>?@�� A�#��
BC���� �����������D
� E
�� ��� �������� ���������#�������� ������ !"��$FG�*+,"-.$�� HI�JK�23456789�:��;<=>?@�� L����#
B)CMN����#
�#�� �����������D
� �
�� ��� �������� ������������������ ������ !"�O$P(�*+,"-.$�� HI�JK�23456789�:��;<=>?@�� L�����
B)CML�����
B)C�#�� �����������Q
� R
�� ��� �������� ������������������ ������ !"�S$TUV�*+,"-.$�� WX�Y�23456789�:��;<=>?@�� A����
CML����
B)C�#�� �����������Q
� Z
�� ��� �������� ������������������ ������ !"��$[\]�*+,"-.$�� ^_�̀ a�23456789�:��;<=>?@�� A�O�#
���
B�#�� �����������D
� R
�� <b� cd���� ������������������ efg?h"�����������$�*+,"-.$�� ij�kl�23456789�:��;<=>?@�� �##� �����������D
� Z
�� <b� cd���� ������������������ efg?h"�����������$�*+,"-.$�� ij�kl�23456789�:��;<=>?@�� �#�� �����������	
� R
�� ��� �������� ������������������ emn�eon"�$p5qrstuvr�cwxy�*+,"-.$�� ij�kl�23456789�:��;<=>?@�� L����
B�zML����
B){ML����
B�{�
52



��� ����������	
�� 
��� ��� �������� ������������������ ��������� !"#$�%���&�'�()*�+, �� -./�012�3456789:�;��<=>?@A�� B�����CDEB�����FEB�����FEG���H�IEJ������	��KEL�����MKNEL�����NEL������	��CEL������	��K�I��H� ����������	
�� O��� ��� �������� ������������������ ��������� @PQRSTUM�()*�+, �� VW�XY�3456789:�;��<=>?@A�� L���Z��M�IE[�����M�I��\� ����������	]�� �̂�� ��� �������� �Z���������������� ��������� _`a�()*�+, �� bc�de�3456789:�;��<=>?@A�� [�����N��Z� ����������	]�� 
��� ��� �������� ������������������ ��������� fa�g �()*�+, �� h]�ij�3456789:�;��<=>?@A�� L������	��MK���� ���������H	k�� �̂�� ��� �������� �Z���������������� ��������� lmnoM�()*�+, �� pq�r2�3456789:�;��<=>?@A�� L�����M�s���� ���������H	k�� 
��� ��� �������� ������������������ ��������H lmnoK�()*�+, �� pq�r2�3456789:�;��<=>?@A�� G�����K���� ���������H	k�� O��� ��� �������� ������������������ ��������\ @PQRSTUK�()*�+, �� -./�012�3456789:�;��<=>?@A�� B�����CDEB�����FEB�����FEB�����KEG���H�IEJ������	��KEL���Z��	��MEL������	��MKC���� ����������	t�� �̂�� ��� �������� �Z���������������� ��������Z uvwx�()*�+, �� by�z{|�3456789:�;��<=>?@A�� L������	H�MKC���� ����������	t�� 
��� ��� �������� ������������
53



������ ���	�
���
����������������� ���������� !"#$�
%&'()*�� +,-,./012�..3 4
4
#��#-
56/� 789� :;� :;<�4
-� �4=-
,�-=>
������� ���	�
�����?@AB���������� CDE�F������ !"#$�
%&'()*�� G,.,4/02HIJ�.K3 4
4
#��#-
56/� L89� :;� :;<�4
-� �-=..,�.=
.������� ���	�
���4�)MNOPQR2���������� ST�UV������ !"#$�
%&'()*�� +,4,W/,0,XYZ,-,-/0,X�.[3 4
4
#�4#
�5\/� ]89� ^_� à<��� 
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[診療の基礎] 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅰ . 症候と病態・

疾患 

1.  ショック 

2． 発熱 

3． けいれん 

4． 意識障害・失神 

5． チアノーゼ 

6． 脱水 

7． 全身倦怠感 

8． 肥満・やせ 

9． 黄疸 

10．発疹 

11. 貧血 

12. 出血傾向 

13．リンパ節腫脹 

14．浮腫 

15．動悸 

16．胸水 

17．胸痛 

18． 呼吸困難 

19．咳・痰 

20．血痰・喀血 

21．めまい 

22．頭痛 

23．運動麻痺・筋力低下 

24．腹痛 

25．悪心・嘔吐 

26．嚥下困難・障害 

27．食思（欲）不振 

28．便秘・下痢 

29．吐血・下血 

30．腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤 

31．蛋白尿 

32．血尿 

33．尿量・排尿の異常 

34．月経異常 

35．関節痛・関節腫脹 

36．腰背部痛 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅱ . 問題志向型シ

ステム（POS） 

1. POMR 1） 基礎データ 

2） 問題リスト 

3） 初期計画 

4） 経過記録 

5） 退院時要約 

 

Ⅲ . 医療面接 1. 面接のマナー 

 

 

 

2. 医療面接の意義 

 

 

3. 話しの進め方 

 

 

4. 面接者の態度 

 

 

 

 

 

 

5. 感情面への対応 

 

 

 

 

6. 病歴 

 

 

 

 

 

7. 患者・家族の考え方・希望 

 

8. 患者教育と治療への動機づけ 

1） 身だしなみ 

2） 挨拶、自己紹介 

3） 言葉づかい 

4） プライバシーの保護 

1） 医療情報の収集 

2） 医師患者関係の確立 

3） 教育、調整、動機付け 

1） 質問法の選択 

2） 傾聴の仕方 

3） 非言語的コミュニケーション 

1） 共感的態度 

2） 理解的態度 

3） 支持的態度 

4） 評価的態度 

5） 解釈的態度 

6） 調査的態度 

7） 逃避的態度 

1） 反映 

2） 正当化 

3） 個人的支援 

4） 協力関係 

5） 尊重 

1） 主訴 

2） 現病歴 

3） 既往歴 

4） 家族歴 

5） 社会歴・患者背景 

6） システム・レビュー 

1） 解釈モデル 

2） 患者・家族の価値観 

1） インフォームド・コンセント 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅳ . 身体診察およ

び基本手技 

1. 診察の基本手技 

 

 

 

 

 

2. 全身状態 

 

 

 

 

3. 頭頸部 

 

 

 

 

4. 胸部 

 

 

 

 

 

5. 腹部 

 

 

 

 

 

6. 四肢と脊柱 

 

 

 

 

7. 性器（診察の要点と手順を理

解する） 

8. 神経系 

1） 診察のあり方、診察時の配慮、医

療安全 

2） 視診 

3） 触診 

4） 打診 

5） 聴診 

1） バイタルサイン：血圧測定、脈拍、

呼吸数、呼吸パターン、体温 

2） 精神状態、意識状態 

3） 全身の外観体型、栄養、姿勢、歩

行、顔貌、皮膚 

1） 顔面、頚部 

2） 眼 

3） 耳、鼻 

4） 舌、咽頭、扁桃 

5） 甲状腺、頚静脈、リンパ節 

1） 胸郭 

2） 肺： 打診、聴診（呼吸音、副雑

音） 

3） 心臓： 心尖拍動、振戦、心音、

心雑音 

4） 乳房 

1） 形、表面 

2） 肝、脾、腎、リンパ節 

3） 筋性防御、圧痛、Blumberg徴候 

4） 腹水 

5） 腸雑音、血管雑音 

6） 直腸診 

1） 浮腫 

2） 動、静脈の触診 

3） 肢位 

4） 関節 

5） リンパ節 

1） 男性 

2） 女性 

1） 意識状態 

2） 脳神経 

3） 上肢の運動系 

4） 起立と歩行 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

  

 

 

 

 

9. 基本的臨床手技 

 

 

 

 

10. 救急 

5） 下肢の運動系 

6） 徒手筋力検査 

7） 感覚系 

8） 反射 

9） 髄膜刺激徴候 

1） 手洗い 

2） 滅菌手袋の装着 

3） ガウンテクニック 

4） 縫合 

5） 採血 

1）心肺蘇生法 

 

Ⅴ．医療安全 1. 医療安全の基礎 

 

 

 

2. ヒューマンエラー 

3. 危険予知 

1) 医療安全の歴史 

2) 社会で必要とされる医療安全 

3) 医療安全と法律 

4) ノン・テクニカル・スキル 

1) エラーの構造 

1) 危険予知トレーニング（ＫＹＴ） 

 

VI. 

Evidence-based 

Medicine (EBM) 

 

 

 

 

 

 

1. EBMを理解する 

 

 

2. エビデンスを探す 

 

3. エビデンスを吟味する 

 

4. エビデンスを利用する 

1） 疫学を利用した臨床判断 

2） アウトカム指標 

3） 「医は仁術」におけるエビデンス 

1） 文献データベース 

2） 文献検索式 

1） 批判的吟味 

2） 内的・外的妥当性 

1） 集団と個 

2） 医療倫理 
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[入門型臨床実習] 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅰ.医師のプロフェ 

ッショナルリズム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ.診療情報と諸証 

明書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ.医療面接 

 

1. 医の倫理 

 

 

2. 患者の権利と義務 

 

 

 

 

3. 患者医師関係 

 

 

 

 

 

 

1. 診療録、医療記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 診療に関する諸記録 

 

 

 

3. 診断書、検案書、証明書 

 

 

 

 

 

 

1. 医療面接の意義 

 

1）生と死にかかわる倫理的問題 

2）医師の職業倫理指針 

3）利他主義 

1）患者の権利と義務 

2）自己決定権 

3）インフォームド・コンセント

とセカンドオピニオン 

4）個人情報の保護 

1）ジュネーブ宣言、リスボン宣

言 

2）患者の意向の尊重（患者中心

医療） 

3）患者・家族の医療への参加（相

互参加治療） 

 

1）診療録・医療記録の管理と保

存（電子カルテを含む） 

2）診療録の内容 

3）診療情報の開示 

4）プライバシー保護、セキュリ

ティー 

5）問題志向型医療記録〈POMR〉 

6） SOAP(主観的所見、客観的所

見、評価、計画) 

1）処方箋 

2）入院診療計画書 

3）検査・画像・手術の記録 

4）退院時要約 

1）診断書 

2）出生証明書 

3）死産証書 

4）死胎検案書 

5）死亡診断書 

6）死体検案書 

 

1） 患者医師関係の構築 

2） 医療情報の収集 
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2. マナー、オープニング 

 

 

 

 

 

 

3. 良好なコミュニケーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 病歴情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 心理・社会的情報 

 

 

3） 病状説明 

4） 患者の教育、動機付け、調整 

1） 身だしなみ 

2） 椅子の配置、座り方 

3） 礼儀、振舞い 

4） 挨拶、自己紹介 

5） 患者本人であることの確認 

6） プライバシー・体調・環境へ

の配慮 

1） 言語的コミュニケーション 

2） 準言語的コミュニケーショ

ン 

3） 非言語的コミュニケーショ

ン 

4） 傾聴の仕方 

5） 質問法 

6） 面接者の態度（共感的態度、

理解的態度、指示的態度、問

題解決への援助的態度、評価

的態度、解釈的態度、調査的

態度、逃避的態度） 

7） 感情面への対応（共感、支持、

反映、肯定、尊重、支援、探

索） 

1） 主訴 

2） 現病歴 

3） 常用薬、アレルギー歴 

4） 既往歴 

5） 家族歴 

6） 嗜好 

7） 生活習慣 

8） 社会歴 

9） 生活環境、家庭環境 

10）海外渡航歴 

11）システムレビュー（review of 

systems） 

12）プロブレムリスト 

1）解釈モデル 

2）心理・社会的状況 

3）検査や治療に対する希望・望
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Ⅳ.一般的な身体診

療 

 

 

 

6. 話の伝え方 

 

 

 

7. 治療への動機付け 

 

 

 

8. 説明と報告 

 

 

 

1. 診察のあり方 

 

 

 

 

 

2. 診察の基本的手段 

 

 

 

3. 診察時の患者の体位 

 

 

 

 

4. 全身の診察 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 頭頚部の診察 

み 

4）受療行動、対処行動、他医受

診、処方内容 

1）平易な表現、理解の確認、

質問の有無の確認 

2）告知、悪い知らせの伝え方

（SPIKES モデル） 

1）患者の理解度 

2）コンプライアンス、アドヒ

アランス 

3）意識啓発とその継続 

1）上級医への説明と報告 

2）カンファレンスでのプレゼ

ンテーション 

 

1） 診察前後の標準予防策  

〈standard precautions〉 

2） 安全への配慮 

3） 患者への配慮（プライバシ

ー・羞恥心・苦痛への配慮） 

4） 患者への声掛けと例示 

1） 視診 

2） 聴診 

3） 打診 

4） 触診 

1） 立位 

2） 座位、半座位 

3） 臥位（仰臥位、腹臥位、側

臥位） 

4） 砕石位 

1） 意識レベル、精神状態の評

価 

2） 体格の評価（身長、体重） 

3） バイタルサイン（体温、呼

吸、脈拍、血圧） 

4） 全身の外観（体型、栄養、

姿勢、歩行、顔貌、皮膚、

発声） 

5） リンパ節の触診 

1） 頭部 
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6. 胸部の診察 

 

 

 

 

 

7. 腹部の診察 

 

 

 

 

 

8. 肛門と直腸の診察 

9. 生殖器の診察 

 

 

10. 筋骨格系の診察 

 

 

 

 

11. 神経系の診察 

 

 

 

 

 

 

 

12. 四肢の診察 

2） 眼瞼、眼球 

3） 耳、鼻 

4） 口唇、口腔、咽頭、扁桃 

5） 甲状腺、頸部血管、気管、

唾液腺 

6） 聴力の検査 

1） 胸部 

2） 呼吸音（気管、気管支、肺

胞）、副雑音 

3） 心音、心雑音 

4） 背部の叩打痛 

5） 乳房 

1） 形状 

2） 肝臓、脾臓、腎臓 

3） 圧痛、腹膜刺激徴候、筋性

防御 

4） 腹水 

5） 腸雑音、血管雑音 

 

1） 男性 

2） 女性 

3） 妊婦 

1） 四肢、脊柱（弯曲、疼痛、

叩打痛） 

2） 関節（可動域、腫脹、疼痛、

変形） 

3） 徒手筋力テスト 

1） 脳神経 

2） 髄膜刺激症候（項部硬直、

Kernig 徴候） 

3） 運動系 

4） 腱反射、病的反射 

5） 感覚（痛覚、温度覚、触覚、

深部感覚） 

6） 小脳機能 

1） 浮腫 

2） 動脈、静脈 
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臨床基礎実習 

生化学・免疫 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 人体の臓器・器官系の機能と構造、正常と異常を説明できる。 

 Ⅰ-1-A-(3-4)-① 

2) データ・結果の根拠を批判的に説明できる。Ⅰ-5-A-(3-4)-① 

3) 結果・情報をもとに新たな仮説を立てられる。Ⅰ-5-A-(3-4)-② 

4) 疾患･症候の病態を説明できる。Ⅰ-1-A-(3-4)-④ 

5) 診断の過程を説明し実践できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-① 

6) 基本的医療技能を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-① 

7) 医療安全に必要な配慮を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-② 

8) 医師として必要な知識、技能、態度を述べることができる。 

Ⅱ-2-A-(3-4)-② 

 

2. 具体的到達目標 

1) 血漿タンパク質の基準値とその変化の意義を説明できる。D-1-2)③ 

2) 自己抗体の種類と臨床的意義を説明できる。E-4-1)① 

3) 臨床検査の目的と意義を説明でき、必要最小限の検査項目を選択できる。

F-2-3) ① 

4) 臨床検査の正しい検体採取方法と検体保存方法を説明できる。   

F-2-3) ② 

5) 臨床検査の安全な実施方法（患者確認と検体確認、検査の合併症、感染

症予防、精度管理）を説明できる。F-2-3) ③ 

6) 臨床検査の特性（感度、特異度、偽陽性、偽陰性、検査前確率（事前確

率）・検査後確率（事後確率）、尤度比、receiver operating 

characteristic <ROC>曲線）と判定基準（基準値・基準範囲、カットオ

フ値、パニック値）を説明できる。F-2-3) ④ 

7) 臨床検査の生理的変動、測定誤差、精度管理、ヒューマンエラーを説明

できる。F-2-3) ⑤ 

8) 小児、高齢者、妊産婦の検査値特性を説明し、結果を解釈できる。 

F-2-3) ⑥ 

9) 病態を推察する基本的検査と確定診断のための検査の意義・相違点を理

解・説明できる。F-2-3) ⑦ 

10) 血算、凝固・線溶検査、尿・糞便検査、生化学検査の目的と適応を説明

し、結果を解釈できる。F-2-3) ⑧ 

11) 免疫血清学検査、輸血検査の目的と適応を説明し、結果を解釈できる。

F-2-3) ⑪ 
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3. 評価方法 

1) Reversed CPR を行い、試問により評価する。 

 

4. 参考図書 

1) 金井正光 編著 臨床検査法提要改訂第 34 版 金原出版 2015 

2) 高木康・山田俊幸 編集 標準臨床検査医学(第四版) 医学書院 2013 

3) 矢富裕 編集 臨床検査医学総論 医学書院 2012 

4) 日本臨床検査医学会ガイドライン作成委員会編 臨床検査のガイドラ  

イン JSLM 検査値アプローチ/症候/疾患 2015 

5) 日本臨床衛生検査技師会編 臨床検査精度管理教本 2010 

 

実習表 

 

【本院】 【東医療センター】 

実習係   友田雅己（PHS 29325） 実習係  坂本輝彦（PHS 8729） 

連絡係  佐藤麻子（PHS 28769） 連絡係  加藤博之（PHS 8728） 

集合場所 臨床検査科 学生実習室  集合場所 4 号館（事務棟）4階会議室 

 

実習内容 
実習場所／実習担当者 

本院 東 

 

1. 臨床検査値の読み方総論。 

1)基準範囲、臨床判断値 

2)検査結果に影響を及ぼす因子 

3)測定法 

2. 生化学分析の実習（比色分析など）。 

3. 免疫血清学測定の原理の説明。EIA 法

(CLEIA, ECLIA, FAIA 等)の説明。 

4. 患者資料を用いた免疫血清検査（イン

フルエンザなど）の実習。 

5. Reversed CPC による検査結果の解釈と

評価。 

6. 検査室を見学し、採血から検査結果報

告までの流れを理解する。 

 

 

 

中央病棟 

地下 1階 

臨床検査科 

学生実習室 

 

佐藤麻子 

菅野宙子 

友田雅己 

小林葉子 

古屋実 

 

4 号館 2階 

総合研究所東

医療センター

分室 

 

検査科： 

加藤 博之、 

 

佐藤浩一郎 

木原貴美子 

浅野 直仁 

 

岩田 好隆 

武田 孝太 

大坪 蘭菜 

 

病理診断科： 

増永 敦子 

 

持参すべき物品：白衣、名札 
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臨床基礎実習 

血液 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 人体の臓器・器官系の機能と構造、正常と異常を説明できる。 

Ⅰ-1-A-(3-4)-① 

2) データ・結果の根拠を批判的に説明できる。Ⅰ-5-A-(3-4)-① 

3) 結果・情報をもとに新たな仮説を立てられる。Ⅰ-5-A-(3-4)-② 

4) 疾患･症候の病態を説明できる。Ⅰ-1-A-(3-4)-④ 

5) 診断の過程を説明し実践できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-① 

6) 基本的医療技能を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-① 

7) 医療安全に必要な配慮を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-② 

8) 医師として必要な知識、技能、態度を述べることができる。 

Ⅱ-2-A-(3-4)-② 

 

2. 具体的到達目標 

1) 赤血球とヘモグロビンの構造と機能を説明できる。D-1-1)⑥ 

2) 白血球の種類と機能を説明できる。D-1-1)⑦ 

3) 血小板の機能と止血や凝固・線溶の機序を説明できる。D-1-1)⑧ 

4) 末梢血の血球数の基準値とその変化の意義を説明できる。D-1-2)① 

5) 骨髄検査（骨髄穿刺、骨髄生検）を説明できる。D-1-2)② 

6) 血算、凝固・線溶検査、尿・糞便検査、生化学検査の目的と適応を説明

し、結果を解釈できる。F-2-3)⑧ 

 

3. 評価方法 

1) 末梢血塗抹標本で末梢血白血球 5分類ができる。 

2) 末梢血・骨髄塗抹標本で特徴的疾患を類推できる。 

3) 凝固異常について説明し、異常データから疾患を類推できる。 

 

4. 参考図書 

1) 矢冨裕・通山薫 標準臨床検査学 血液検査学 第 1 版  医学書院 

2012 年  

2) 医療情報科学研究所「病気がみえる」Vol.5 血液 メディックメディア 

2008 年  

3) 月刊誌「治療」 Vol.92 No.10 血液疾患の診かた 南山堂 2010 年 
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実習表 

 

【本院】 

実習係  田村孝子（内線 21059） 

連絡係  佐藤麻子（PHS 28769） 

集合場所 臨床検査科 学生実習室  

 

【東医療センター】 

実習係  佐藤浩一郎（PHS  6895） 

連絡係  加藤博之（PHS  8728） 

集合場所 ４号館（事務棟）4階会議室  

 

 

実習内容 
実習場所／実習担当者 

本院 東 

 

1. 血算・凝固検査の基礎と疾患について総

論。 

2. 用手法により APTT を実習し、凝固の仕組

みを理解する。 

3. 正常白血球分類についてセルバイセルで

説明。 

4. 特徴的な血液疾患について顕鏡にて説

明。 

 

 

 

 

中央病棟 

地下 1階 

臨床検査科 

学生実習室 

 

佐藤麻子 

菅野宙子 

田村孝子 

菊地千絵 

金子有希 

 

4 号館２階 

総合研究所東

医療センター

分室 

 

検査科： 

加藤 博之、 

 

佐藤浩一郎 

木原貴美子 

浅野 直仁 

 

岩田 好隆 

武田 孝太 

大坪 蘭菜 

 

病理診断科： 

増永 敦子、 

 

 

持参すべき物品：白衣、名札 
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臨床基礎実習 

輸血療法 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 適切な治療法とその根拠を説明できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-② 

2) 医療安全に必要な配慮を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-② 

 

2. 具体的到達目標 

1) 血液製剤及び血漿分画製剤の種類と適応を説明できる。F-2-13)① 

2) 血液型(ABO、RhD)検査、血液交差適合（クロスマッチ）試験、不規則抗

体検査を説明できる。F-2-13)② 

3) 輸血副反応、輸血使用記録保管義務、不適合輸血の防止手順を説明でき

る。F-2-13)③ 

4) 輸血の適正使用、成分輸血、自己血輸血、緊急時の輸血を説明できる。

F-2-13)④ 

5) 臓器移植、造血幹細胞移植の種類と適応を説明できる。F-2-13)⑤ 

6) 移植と組織適合性の関係を説明できる。F-2-13)⑥ 

7) 移植後の拒絶反応、移植片対宿主病の病態生理と発症時の対応を説明で

きる。F-2-13)⑦ 

8) 免疫抑制薬の種類、適応と副作用を説明できる。F-2-13)⑧ 

 

3. 評価方法 

1) 上記到達目標に達しているか否かを判断する口頭試問 

 

4. 参考図書 

1) 図解臨床輸血ガイド―イラストでわかる、輸血の基本戦略 山本晃士 

編（文光堂） 

2) 輸血学 （改訂第４版）前田平生、大戸 斉、岡崎 仁 編（中外医学

社） 

3) Mollison's Blood Transfusion in Clinical Medicine, 11th ed. Klein 

HG, Anstee DJ. Oxford: Blackwell Publishing, 2006. 
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実習表 

 

 

実習係 槍澤大樹（PHS 28928） 

連絡係 緒方康貴（PHS 23021） 

集合場所 西病棟地下 1F 輸血・細胞プロセシング部 

 

 

実習内容 
実習場所 

実習担当者 

 

輸血検査と患者確認の方法 

1. ABO 血液型、Rh 血液型の判定 

2. 血液製剤取り扱いの基本 

3. 検体採血時・輸血開始時の三点チェック 

 

輸血療法の基本 

1. インフォームド・コンセント 

2. 輸血療法の適応と適正輸血 

3. 副作用発生時の対応 

 

実習場所： 

西病棟地下 1F 

輸血・細胞プロセシ

ング部 

レストラン前の自

己血採血室からは

入室しないようお

願いします。（自動

扉側より入室） 

 

実習担当者： 

菅野 

小林 

槍澤 

川上 

中原 

 

持参すべき物品：白衣、筆記用具 
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臨床基礎実習 

病理診断 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 診断の過程を説明し実践できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-① 

2) 診療上のエビデンスを選ぶことができる。Ⅰ-5-B-(3-4)-① 

3) 患者情報が含まれる文書・電子媒体を適切に使用できる。 

Ⅰ-6-B-(3-4)-③ 

4) 医師として必要な知識、技能、態度を述べることができる。 

Ⅱ-2-A-(3-4)-② 

5) 相手の知識・技能に合わせて質問に答えることができる。 

Ⅱ-5-B-(3-4)-② 

 

2. 具体的到達目標 

1) 病理診断、細胞診の適切な検体の取扱い、標本作製及び診断過程が説明

できる。F-2-4)-① 

2) 診断に必要な臨床情報の適切な提供法を説明できる。F-2-4)-② 

3) 術中迅速診断の利点、欠点を説明できる。F-2-4)-③ 

4) デジタル画像を用いた病理診断（遠隔診断を含む）の利点、欠点を説明

できる。F-2-4)-④ 

5) 病理解剖の医療における位置付けと法的事項、手続等を説明 

6) できる。F-2-4)-⑤ 

 

3. 評価方法 

フリーデイスカッションの内容による指導医の評価 

 

4. 参考図書 

1) Basic Pathology 10th ed. Kumar et al. Elsevier 2017 

2) 解明病理学(第 3版) 青笹克之編 医歯薬出版 2017 

3) 器官病理学 笠原正典、石倉 浩、佐藤昇志 編 南山堂 2013 

4) Robbins and Cotran Atlas of Pathology.Klatt eds. Saunders 2008 

5) 日本病理学会 病理コア画像  

http:pathology.or.jp/corepicture2010/index.html 

6) 正常画像と比べてわかる病理アトラス（改訂版）  

下 正宗、長嶋洋治 編 羊土社 2015 
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実習表 

 

【本院】 

実習係  長嶋洋治 （PHS 29611） 

連絡係  長嶋洋治 （PHS 29611） 

集合場所 西病棟 A2 階病理診断科ｾﾐﾅｰ室 

 

【八千代医療センター】 

実習係  中澤匡男 PHS 7912 

連絡係  中澤匡男 PHS 7912 

集合場所 外来棟 4階図書館前    

 

 

実習内容 
実習場所／実習担当者 

本院 八千代 

 

病理診断学実習 

1. 症例の臨床情報の検討 

2. 基本的な標本作製過程の見学と理解 

3. 病理診断システムの操作と診断の実践 

 

 

西病棟 A2 階 

病理診断科・病

理検査室 

 

長嶋洋治 

 

入院棟 2階 

病理診断科 

 

 

中澤匡男  

 

持参すべき物品：白衣、筆記用具 
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臨床基礎実習 

微生物 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 診断の過程を説明し実践できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-① 

2) 適切な治療法とその根拠を説明できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-② 

3) 適切な診療ガイドラインを選択できる。Ⅰ-3-A-(3-4)-② 

4) 医療チームでの情報共有について説明できる。Ⅰ-4-C-(3-4)-② 

5) 診療上のエビデンスを選ぶことができる。Ⅰ-5-B-(3-4)-① 

6) 医師として必要な知識、技能、態度を述べることができる。 

Ⅱ-2-A-(3-4)-② 

7) 相手の知識・技能に合わせて質問に答えることができる。 

Ⅱ-5-B-(3-4)-② 

 

2. 具体的到達目標 

1) 微生物迅速検査、特にグラム染色の有用性、限界について説明でき、手

技を実際に施行できる。E-2-2)②③④、F-2-3)⑬ 

2) 大まかな病原菌を挙げられ、その形態的特徴を述べることができる。

E-2-2)① 

3) 常在菌の意義と病院感染、耐性菌選択との関係を説明できる。E-2-1)②

③④⑤ 

4) 微生物同定方法と結果の解釈について説明できる。E-2-2)③④⑤、

F-2-3)⑬ 

5) 微生物感受性検査方法の原理、解釈、治療への反映について説明できる。 

E-2-1)①、E-2-2)⑤⑥、F-2-3)⑬ 

6) 適切な微生物検査提出の方法、タイミングについて説明できる。E-2-1)

①、E-2-2)②③④、F-2-3)⑬ 

7) 微生物検査の特殊性と限界について理解できる。E-2-2)②③④、F-2-3)

⑬ 

8) 病院感染で問題となる微生物とその感染対策について説明できる。

E-2-1)②③④ 

 

3. 評価方法 

1) 常在菌の培養、同定実習と微生物検査室での感染症検査の流れを、レポ

ートで提出。 

 

4. 参考図書 

1) 臨床微生物検査ハンドブック第 4版 小栗豊子編 三輪書店  

2) 新・カラーアトラス微生物検査 山中喜代治編 医歯薬出版株式会社  
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実習表 

 

実習係  菊池 賢 （PHS 28921） 

連絡係  吉田 敦 （PHS 29686） 

集合場所 中央校舎 7階微生物免疫学実習室 

 

 

実習内容 
実習場所 

実習担当者 

 

1. 常在菌のコロニー観察とグラム染色実習 

 

 

2. MALDI-TOF MS を用いた微生物の同定実習 

 

 

3. 微生物検査室にて培養検査の流れを見学し、実際の感

染症患者から分離された微生物のコロニー、同定パネ

ル、感受性試験を観察し、病原菌と常在菌の違い、意

義について討論する。 

 

中央校舎 7階 

微生物実習室 

 

総合研究所 2階 

共用実験室 

 

中央病棟地下 1階 

微生物検査室 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床基礎実習オリエンテーション時に各人の常在菌採取（咽頭、口腔ないし鼻

腔）用の滅菌綿棒（保存用寒天入り）を配布する。実習 2 日前に感染症科医局

まで各グループでまとめて、提出すること。 

 

当日持参すべき物品：白衣、筆記用具 
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臨床基礎実習 

気道管理/FIRST AID 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 疾患･症候の病態を説明できる。Ⅰ-1-A-(3-4)-④ 

2) 診断の過程を説明し実践できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-① 

3) 基本的医療技能を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-① 

 

2. 具体的到達目標 

1) 基本的医療技能を実践できる。A-3-1)⑥ 

2) 安全に配慮して、医療を実践できる。A-6-1)⑤ 

3) 患者に合わせた診断・治療ができる。F-3-6)-(4)-② 

4) 救命救急処置が必要な患者を判断できる。G-3-4)① 

5) 気道の確保と管理ができる。F-2-10)⑤ 

6) 応急手当ができる。D-4-4)-(1)-① 

 

3. 評価方法 

1) 実習時の態度と理解度評価（最後に確認テストを行う） 

 

4. 参考図書 

1) 「改訂５版 救急蘇生法の指針（市民用）」、「改訂５版 救急蘇生法の

指針（市民用・解説編）」監修：日本救急医療財団心肺蘇生法委員会 編

著：日本版救急蘇生ガイドライン策定小委員会 発行所：株式会社へる

す出版 

2) BLS インストラクターガイド 東京法令出版 

3) 日本赤十字 救急法講習本 日赤サービス出版 

4) Practical First Aid  British Red Cross 

5) 「改訂５版 外傷初期診療ガイドライン JATEC」監修：日本外傷学会・

日本救急医学会 編集：日本外傷学会初期診療ガイドライン改訂第５版

編集委員会 
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実習表 

 

 

実習係  武田宗和 （PHS 28911） 

連絡係  市丸秀章（PHS 29787） 

集合場所 女性生涯教育支援センター／本部棟 医療人統合教育学修センター 

 

 

 

実習内容 
実習場所 

実習担当者 

 

気道管理 

1. 気道の確保 

2. 用手換気 

3. 気管挿管 

 

 

 

 

 

 

FIRST AID 

外傷と急病の応急手当 

1. 外傷の手当て：包帯法と固定法 

2. 急病の手当て 

 

女性生涯教育支援セン

ター／医療人統合教育

学修センター 

 

武田宗和、貞廣智仁 

 

 

 

 

 

女性生涯教育支援セン

ター／医療人統合教育

学修センター 

 

市丸秀章 

 

 

 

 

 

 

 

持参すべき物品：特になし 
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臨床基礎実習 

法医（中毒学） 
 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 診断の過程を説明し実践できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-① 

 

2. 具体的到達目標 

1) 中毒患者の検査と起因物質の分析を概説できる。E-5-1)① 

2) 一酸化炭素中毒の発生機序、症候、診断と治療法を説明できる。

E-5-3)-(1)② 

3) 有機リン剤と有機溶剤による中毒の機序、診断と治療を説明できる。

E-5-3)-(1)③ 

4) 重金属、青酸、ヒ素、パラコート、自然毒による中毒を概説できる。

E-5-3)-(1)④ 

5) アルコール、覚醒剤・麻薬・大麻などの乱用薬物による中毒を説明でき

る。E-5-3)-(1)⑤ 

6) 医薬品による中毒を説明できる。E-5-3)-(1)⑥ 

 

3. 評価方法 

1) 実習への参加 

2) 検査結果の判定・レポートの作成 

 

4. 参考図書 

1) 鈴木修、屋敷幹雄、編．薬毒物分析実践ハンドブック、じほう、2002 年 

2) 上條吉人．臨床中毒学、医学書院、2009 年 

 

5. 注意事項 

1) 遅刻、私語、居眠りはご遠慮下さい。 

2) 白衣を着用し、白衣のボタンを全て合わせて下さい。 

3) 頭髪の肩にかかる人は頭髪をゴムで束ねておいて下さい。頭髪があまり

長くない人も束ねて頂くことがあるためゴムを持参して下さい。 

4) 運動靴を履いてきて下さい。 

5) 持参物は筆記具のみとし、荷物は各自ロッカーに置いてきて下さい。 

6) 携帯電話やスマートホンの使用はできません。 

7) 試料を取り扱うときはマスク、ゴーグル及び手袋を着用して下さい。 

8) レポートは実習当日中に提出して下さい。 

9) 遅刻、私語、居眠りをする方、白衣のボタンを全て合わせない方、長い

頭髪をゴムで束ねない方、運動靴以外の靴を履く方、荷物を持参する方、

携帯電話やスマートホンを使用する方は受講ができません。 

10) 当教室への連絡にはメールをお送り下さい。電話はご遠慮下さい。 

11) 欠席は当方で把握しますので、欠席の連絡は不要です。 
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実習表 

 

 

   実習係  中尾賢一朗（nakao.kenichiro@twmu.ac.jp） 

   連絡係  森 裕美 （mori.hiromi_1@twmu.ac.jp）  

   集合場所 巴研究教育棟１階関係者控室             

 

 

実習内容 
実習場所 

実習担当者 

 

 

 

 

 

 

中毒学 

1. 急性中毒に関する知識の確認 

2. 検体の採取、保管、提出の方法 

 

 

薬物の定性・定量検査 

1. 分光光度計を用いた一酸化炭素ヘモグロビンの

定量検査 

2. ガスクロマトグラフ分析計（GC）を用いたアルコ

ールの定性・定量検査 

3. ガスクロマトグラフ・質量分析計（GC-MS）を用

いた乱用薬物の定性・定量検査 

4. 高速液体クロマトグラフ・タンデム質量分析計

（LC-MS･MS）を用いた医薬品の定性・定量検査 

5. 検査結果の判定 

 

全員が巴研究教育

棟 1階関係者控室

に集合する。その後

２組に分かれる。 

 

 

巴研究教育棟 1階

法医検査室 

 

 

 

巴研究教育棟 1階

法医検査室 

 

教授 木林和彦 

講師 島田 亮 

講師 多木 崇 

准講師 中尾賢一朗 

助教 町田光代 

特任助教 多々良有紀 

 

持参すべき物品：白衣と筆記用具（その他は持参しないで下さい） 
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臨床基礎実習 

心電図 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 基本的医療技術を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-① 

2) 医療安全に必要な配慮を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-② 

3) 医師として必要な知識、技能、態度を述べることができる。 

Ⅱ-2-A-(3-4)-② 

 

2. 具体的到達目標 

1) 心筋細胞の電気現象と心臓の興奮（刺激）伝導系を説明できる。D-5-1)-

③ 

2) 興奮収縮連関を概説できる。D-5-1)-④ 

3) 心電図の主な所見を説明できる。D-5-2)-① 

4) 生体機能検査（心電図）の目的と適応を説明し、結果を解釈できる。

F-2-3)-⑫ 

 

3. 評価方法 

1) 正しい位置に電極を装着し 12 誘導心電図記録ができる。 

2) 基本的心電図所見を述べることができる。 

 

4. 参考図書 

1) 図解心電図テキスト Dale Dubin 著 文光堂 

2) わかりやすい心電図の読み方 Ken Grauer 著 Medical View 
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実習表 

 

 

実習係     関口治樹 （PHS 28418）         

連絡係    鶴野晃代 （内線 23111）      

集合場所  本部/女性生涯教育支援センター1階 

医療人統合教育学修センター  

 

実習内容 
実習場所 

実習担当者 

 

心電図の記録法 

1. 知識の再確認 

2. 心電図記録スキルの習得 

シミュレータで確認した後、お互いで実際に心

電図をとる 

 

 

心電図所見 

1. 知識の再確認 

2. 心電図所見の読影と解釈 

 

 

医療人統合教育学修

センター 

（スキルズラボ 2） 

 

山口淳一・佐藤加代子・

江島浩一郎・渡辺絵里・

上野敦子・鈴木真由美・

芦原京美・鈴木 豪・坂

井晶子・南雄一郎・鈴木 

敦・関口治樹・柳下大悟・

中尾 優・春木伸太郎・

大槻尚男・菊池規子・斎

藤千紘・服部英敏・谷野

紗恵・田中一樹・今村泰

崇・沼田まどか・伊谷 亮

介・稲垣 裕介・後藤 雅

之・中澤 まゆい・野村 

秀仁・矢崎 恭一郎・小

木曽 正隆 

持参すべき物品：筆記用具 
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臨床基礎実習 

心エコー 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 基本的医療技術を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-① 

2) 医療安全に必要な配慮を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-② 

3) 医師として必要な知識、技能、態度を述べることができる。 

Ⅱ-2-A-(3-4)-② 

 

2. 具体的到達目標 

1) 心臓超音波検査の主な所見を説明できる。D-5-2)-② 

2) 生体機能検査（超音波検査）の目的と適応を説明し、結果を解釈できる。

F-2-3)-⑫ 

3) 超音波機器の種類と原理を説明できる。F-2-7)-① 

4) 超音波検査法の種類を列挙し、概説できる。F-2-7)-② 

5) 主な疾患、病態のエコー像を概説できる。F-2-7)-③ 

 

3. 評価方法 

1) 基本的断面を描出することができる。 

2) 描出された心臓の部位を説明できる。 

 

4. 参考図書 

1) 心臓超音波テキスト 日本超音波検査学会 医歯薬出版 

2) 心エコーハンドブック 基礎と撮り方 竹中 克ら 金芳堂 

3) 新・心臓病診療プラクティス〈1〉心エコー図で診る 中谷 敏ら    

文光堂 
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実習表 

 

 

実習係     関口治樹 （PHS 28418）         

連絡係    鶴野晃代 （内線 23111）       

集合場所  本部/女性生涯教育支援センター1階 

医療人統合教育学修センター        

 

実習内容 
実習場所 

実習担当者 

 

心エコー検査 

1. 知識の再確認 

2. 各エコーウィンドウから観察される断面を観

察する。 

3. カラードップラー画像を観察する。 

4. パルスドップラーや連続波ドップラーによる

血流パターンを観察する。 

5. シミュレータを用いた後、お互いで実際に描出

する。 

 

医療人統合教育学修

センター 

（スキルズラボ 1） 

 

山口淳一・佐藤加代子・

江島浩一郎・渡辺絵里・

上野敦子・鈴木真由美・

芦原京美・鈴木 豪・坂

井晶子・南雄一郎・鈴木 

敦・関口治樹・柳下大悟・

中尾 優・春木伸太郎・

大槻尚男・菊池規子・斎

藤千紘・服部英敏・谷野

紗恵・田中一樹・今村泰

崇・沼田まどか・伊谷 亮

介・稲垣 裕介・後藤 雅

之・中澤 まゆい・野村 

秀仁・矢崎 恭一郎・小

木曽 正隆 

持参すべき物品：筆記用具 
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臨床基礎実習 

腹部エコー 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 基本的医療技能を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-① 

2) 医療安全に必要な配慮を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-② 

3) 他者の気持ちに配慮して意志を交わすことができる。Ⅱ-1-B-(3-4)-① 

 

2. 具体的到達目標 

1) 超音波機器の種類と原理を説明できる。F-2-7) ① 

2) 超音波検査法の種類を列挙し、概説できる。F-2-7) ② 

3) 主な疾患、病態のエコー像を概説できる。F-2-7) ③ 

4) 超音波を用いる治療を概説できる。F-2-7) ④ 

5) 超音波の生体作用と安全性を説明できる。F-2-7) ⑤ 

6) 超音波造影法を説明できる。F-2-7) ⑥ 

7) 検査に際して患者の状態に応じた配慮ができる。A-4-2) ① 

8) 超音波検査シミュレータを用いた反復練習をすることで臨床技能を磨

く。G-4-4) ① 

 

3. 評価方法 

1) 超音波検査の施行意義、原理、種類、代表疾患の画像、治療、安全性に

ついて説明できる。 

2) 超音波検査を行う過程でのシミュレーションを行なうことができる。 

3) 患者に配慮した超音波検査を行なうことが出来る。 

 

4. 参考図書 

1) チャレンジ！超音波走査(上巻, 下巻). CareNet DVD 
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実習表 

 

 

実習係   片桐 聡  （ PHS 28556 ）       

連絡係    髙山敬子  ( PHS 28500 ）       

集合場所  本部/女性生涯教育支援センター1階 

医療人統合教育学修センター       

 

 

実習内容 
実習場所 

実習担当者 

 

1. 知識の再確認 

2. 患者への対応 

3. 超音波検査における基本的な走査 

4. 超音波検査の実際 

 

 

   

 

医療人統合教育学

修センター 

 

片桐 聡 

高山敬子 

山下信吾 

谷澤武久 

五十嵐悠一 

小林亜也子 

 

 

 

 

持参すべき物品： 
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臨床基礎実習 

内視鏡 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 人体の臓器・器官系の機能と構造、正常と異常を説明できる。 

Ⅰ-1-A-(3-4)-① 

2) 疾患・症候の病態を説明できる。Ⅰ-1-A-(3-4)-④ 

3) 診断の過程を説明し実践できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-① 

4) 適切な治療法とその根拠を説明できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-② 

5) 基本的医療技能を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-① 

6) 医療安全に必要な配慮を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-② 

7) 医学的情報をわかりやすく伝えることができる。Ⅰ-4-A-(3-4)-① 

8) 医師として必要な知識、技能、態度を述べることができる。 

Ⅱ-2-A-(3-4)-② 

 

2. 具体的到達目標 

1) 基本的な臨床技能（適応、実施方法、合併症、注意点）を理解し、適切

な態度で診断や治療を行える。A-3-1-③ 

2) 消化器系疾患の画像検査を列挙し、その適応と異常所見を説明し、結果

を解釈できる。D-7-2-③ 

3) 消化器内視鏡検査から得られる情報を説明できる。D-7-2-④ 

4) 内視鏡機器の種類と原理を説明できる。F-2-6-① 

5) 内視鏡検査法の種類を列挙し、概説できる。F-2-6-② 

6) 内視鏡を用いる治療を概説できる。F-2-6-③ 

7) シミュレータを用いて反復練習をすることで、臨床技能を磨く。

G-4-4-① 

 

3. 評価方法 

1) 出席状況、実習の態度 

2) 内視鏡像を用いた試問 

 

4. 参考図書 

1) 藤城光弘編：消化管内視鏡診断テキスト（1）食道・胃・十二指腸 第 4

版、文光堂 2017 

2) 多賀須幸男、櫻井幸弘：上部消化管内視鏡スタンダードテキスト、医学

書院 2010 

3) 芳野純治、川口 実、浜田 勉編：内視鏡所見のよみ方と鑑別診断 上

部消化管 第 2版、医学書院 2007 
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実習表 

 

【本院】 

実習係  中村 真一 （PHS 28513） 

連絡係  岸野 真衣子（PHS 28524） / 太田 正穂（PHS 28566） 

集合場所  本部/女性生涯教育支援センター1階 

医療人統合教育学修センター 

 

【八千代医療センター】 

実習係  西野 隆義（PHS 7010） 

連絡係  太田 正穂（PHS 7911） 濱野 徹也（PHS  7575） 

集合場所  外来棟２階内視鏡室モニタールーム  

 

 

実習内容 
実習場所／実習担当者 

本院 八千代 

 

内視鏡 

1. 実際の内視鏡、視覚素材を用い

て、その構造を学修する。 

2. 内視鏡シミュレータもしくは

胃モデルを用いて、内視鏡の操

作、検査法を体験する。 

3. 系統解剖の知識を復習し、内視

鏡像からみた臨床解剖（臓器や

部位）と対比する。 

4. 内視鏡像、動画により、代表的

疾患や治療内視鏡を学修する。 

 

 

女性生涯教育支

援センター1階 

医療人統合教育

学修センター 

 

中村 真一 

岸野 真衣子 

高山 敬子 

大森 鉄平 

太田 正穂 

谷口 清章 

 

 

 

 

外来棟 2階内視鏡

室モニタールーム 

 

外来棟 4階第 4会

議室 

 

西野 隆義 

太田 正穂 

濱野徹也 

新村 秀樹 

 

 

 

持参すべき物品： 
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臨床基礎実習 

東洋医学 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 疾患・症候の病態を説明できる。Ⅰ-1-A-(3-4)-④ 

2) 診断の過程を説明し実践できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-① 

3) 適切な治療法とその根拠を説明できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-② 

4) 傾聴できる。Ⅱ-1-A-(3-4)-① 

5) 医師として必要な知識、技能、態度を述べることができる。 

Ⅱ-2-A-(3-4)-② 

6) 医療を通じた社会・地域への貢献を説明できる。Ⅱ-3-A-(3-4)-① 

7) 相手の知識・技能に合わせて質問に答えることができる。 

Ⅱ-5-B-(3-4)-② 

 

2. 具体的到達目標 

1) 漢方医学の特徴や、主な和漢薬（漢方薬）の適応、薬理作用を概説でき

る。F-2-8)⑬ 

2) 当該診療科の基本的な診察技能について学ぶ。G-4-2)④ 

 

3. 評価方法 

1) 診察実技、口頭試問など 

 

4. 参考図書 

本 題 名 著者・編者 出版社 出版年 

やさしい東洋医学 伊藤 隆、木村容子、

蛯子慶三 

ナツメ社 2016 年 

学生のための漢方医学テキスト 日本東洋医学会 

学術教育委員会編 

南江堂 2007 年 

呼吸器症状漢方治療マニュアル（疾患別臨

床シリーズ；25） 

伊藤 隆 現代出版プ

ランニング 

2006 年 

漢方治療ハンドブック 佐藤 弘 南江堂 1999 年 

漢方治療のファーストステップ 松田邦夫、稲木一元 南山堂 1999 年 

はじめての漢方診療ノート 三潴忠道 医学書院 2007 年 

東洋医学概説 22 刷 長濱善夫 創元社 1992 年 
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実習表 

 

 

実習係  麻生悠子 （TEL 6709-9024） 

連絡係  二木友香 （TEL 6709-9024） 

集合場所 東洋医学研究所 医局     

 

 

実習内容 
実習場所 

実習担当者 

 

1. 診察実習 

東洋医学の診察法 

 「四診」 

   望診：視診、舌診 

   聞診：聴診、嗅診 

   問診：問診 

   切診：触診、脈診、腹診 

 

2. 鍼灸実習 

 経穴の探り方 

 鍼の刺し方、お灸のすえ方 

 

 

 

3. 生薬実習 

1）主な生薬について 

2）生薬に触れてみる 

3）生薬を味わってみる 

4）漢方薬を見てみる 

 

 

南館 1階 

東洋医学研究所 

診察室 

（大谷かほり） 

 

 

 

 

南館 1階 

東洋医学研究所 

鍼灸室 

（蛯子慶三） 

 

 

南館 1階 

東洋医学研究所 

休憩室 

（麻生悠子） 

 

持参すべき物品：白衣・実習書 
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臨床基礎実習 

医療安全 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 医療安全に必要な配慮を示すことができる。Ⅰ-1-C-(3-4)-② 

 

2. 具体的到達目標 

1) 医療上の事故等を防止するためには、個人の注意（ヒューマンエラーの防

止）はもとより、組織的なリスク管理（制度・組織エラーの防止）が重要である

ことを説明できる。A-6-1)② 

2) 医療現場における報告・連絡・相談と記録の重要性や、診療録（カルテ）改竄

の違法性を説明できる。A-6-1)③ 

3) 実際の医療には、多職種が多段階の医療業務内容に関与していることを具

体的に説明できる。A-6-1)① 

4) 医療の安全性確保のため、職種・段階に応じた能力向上の必要性を説明で

きる。A-6-1)⑤ 

5) 医療の安全性に関する情報（薬剤等の副作用、薬害、医療過誤（事例や経

緯を含む）、やってはいけないこと、優れた取組事例等）を共有し、事後に役

立てるための分析の重要性を説明できる。A-6-1)④ 

6) 基本的予防策（ダブルチェック、チェックリスト法、薬品名称の改善、フェイル

セイフ・フールプルーフの考え方等）を概説し、指導医の指導の下に実践でき

る。A-6-2)④ 

 

3. 評価方法 

1) グループワークへの積極的な参加を評価する。 

2) グループワークで与えられた役割を適切に発揮するために努力していること

を評価する。 

3) グループワークにおいて他の人に良い影響を与えるような態度や行動を実

践できるかどうかを評価する。 

 

4. 参考図書 

1) 患者安全推進ジャーナル別冊 危険予知トレーニングブック 

 財団法人日本医療機能評価機構編集 認定病院患者安全推進協議会発行 

2) 医療安全ワークブック 川村治子著 医学書院発行 

3) ナース専科 BOOKS こうすればできる安全な看護［改訂版］ 

 東京医科大学病院看護部安全対策委員会 監修ディジットブレーン 発行 
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実習表 

 

 

実習係   寺崎 仁 （PHS 28120） 

連絡係  岡部英明 （PHS 28976） 

集合場所   第 1 病棟 3 階      

 

 

実習内容 
実習場所 

実習担当者 

 

医療安全 

1. 日常生活に潜む危険予知 

2. 医療行為に潜む危険予知 

3. 察知した危険を共有するためのコミュニケーション 

 

 

 

第 1 病棟３階 

会議室（予定） 

寺崎 仁 

  松村剛毅 

  井出理沙 

 

 

 

持参すべき物品：筆記用具 
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臨床基礎実習 

臨床研究推進センター 臨床研究 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 医療を通じた社会・地域への貢献を説明できる。Ⅱ-3-A-(3-4)-① 

2) 相手の知識・技能に合わせて質問に答えることができる。 

Ⅱ-5-B-(3-4)-② 

 

2. 具体的到達目標 

1) 医学研究と倫理（それぞれの研究に対応した倫理指針と法律）を説明で

きる。B-3-1)① 

2) 臨床研究、臨床試験、治験と市販後臨床試験の違いを概説できる。 

B-3-1)② 

3) 臨床試験・治験と倫理性（ヘルシンキ宣言、第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ相試験、

医薬品の臨床試験の実施の基準（(Good Clinical Practice <GCP>)、治

験審査委員会・倫理審査委員会(institutional review board <IRB>)）

を説明できる。B-3-1)③ 

4) 模擬患者の協力を得て、臨床技能（コミュニケーションスキルを含む）

や医療者に求められる態度を身につける。G-4-4)② 

 

3. 評価方法 

1) 模擬被験者を用いた同意取得技能の評価 

 

4. 参考図書 

1) 臨床試験の進め方 大橋 靖雄 (編集), 荒川 義弘 (編集) 南江堂 

2) IRB ハンドブック 第 2版―臨床研究の倫理性確保、被験者保護のために  

ロバート J.アムダー (著), エリザベス・A・バンカード (著), 栗原 千

絵子 (翻訳), 斉尾武郎 (翻訳) 中山書店 
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実習表 

 

 

 実習係   臨床研究推進センター 

センター長・教授 時田 大輔  

 連絡係    小早川 直美  （内線 38276） 

 集合場所  第 1 病棟第 3会議室        

 

 

実習内容 
実習場所 

実習担当者 

 

1. 被験者同意取得のロールプレイ 

 

第1病棟第3会議室 

(予定) 

 

時田 大輔 

村垣 善浩 

佐藤 康仁 

浜田 幸宏 

 

持参すべき物品：配布資料（治験実施計画書、同意説明文書）、筆記用具、白衣 
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臨床基礎実習 

CPC 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 必要な課題を自ら発見できる A-2-1)① 

2) 自分に必要な課題を、重要性、必要性に照らして順位付けできる。 

A-2-1)② 

3) 課題を解決する具体的な方法を発見し、課題を解決できる A-2-1)③ 

4)適切な自己評価ができ、改善御為具体的方策を立てることが出来る 

A-2-1)④ 

2. 具体的到達目標 

1) 病理解剖症例（剖検例）の臨床経過を説明できる。 

2) 剖検例の臨床診断を理解できる。 

3) 剖検例の臨床上の問題点を抽出できる。 

4) 剖検例の諸臓器の肉眼所見を説明できる。 

5) 剖検例の組織学的所見を説明できる。 

6) 剖検例の病理診断を理解できる。 

7) 臨床上の問題点について病理形態学的な説明が出来る。 

8) 剖検例の病因と病態について説明できる。 

 

3. 評価方法 

1) 実習に対する取り組みの態度。 

 

4. 参考図書 

1) Robbins and Cotran Pathologic Basis of Disease. 9th ed. Kumar et al.   

Saunders 2014 

2) NEW エッセンシャル病理学第 6版 医歯薬出版 2009 

3) 臨床に対する参考図書は症例ごとに提示します。 
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実習表 

 

 

実習係   柴田亮行 （内線 31426） 

連絡係    柴田亮行          

集合場所    大実習室 3           

 

 

実習内容 
実習場所 

実習担当者 

 

PC 上の提示される症例に関して、問題に解答する

事で、以下の項目を学修する。 

 

1. 症例の臨床経過のまとめ 

2. 症例の臨床上の問題点の抽出 

3. 症例の病理所見のまとめ 

4. 症例の臨床上の問題点に対する病理学的回答 

 

通常、PC 上で回答を行うが、例外的に筆記による

考察作成を行う場合がある 

 

 

 

 

大実習室 3 

 

病理学（病態神経科

学分野）：柴田・ 

新井田・増井 

 

病理学（実験病理学

分野）：小田・種田・

宇都・吉澤・廣瀬・

井藤 

 

病理診断科： 

山本 

 

 

 

 

持参すべき物品：白衣、筆記用具 
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臨床基礎実習 

放射線診断演習 

 

1. 一般到達目標（ロードマップ） 

1) 疾患･症候の病態を説明できる。Ⅰ-1-A-(3-4)-④ 

2) 診断の過程を説明し実践できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-① 

3) 適切な治療法とその根拠を説明できる。Ⅰ-1-B-(3-4)-② 

4) 適切な診療ガイドラインを選択できる。Ⅰ-3-A-(3-4)-② 

5) 診療上のエビデンスを選ぶことができる。Ⅰ-5-B-(3-4)-① 

 

2. 具体的到達目標 

1) 基本的な臨床技能（適応、実施方法、合併症、注意点）を理解し、適切

な態度で診断や治療を行える。A-3-1)-③ 

2) 問題の同定から治療やマネジメントに至るプロセスを列挙できる。

F-2-1)-① 

3) 診断仮説を検証するために、診断仮説に基づいた情報収集を実施できる。

F-2-1)-④ 

4) 状況に応じ、診断プロセスと治療やマネジメントが並行して行われるこ

とが説明できる。F-2-1)-⑥ 

5) エックス線撮影、コンピュータ断層撮影<CT>、磁気共鳴画像法<MRI>と

核医学検査の原理を説明できる。F-2-5)-① 

6) エックス線撮影、コンピュータ断層撮影<CT>、磁気共鳴画像法<MRI>と

核医学検査の読影の基本を説明できる。F-2-5)-② 

7) 放射線診断・治療による利益と不利益を説明できる。F-2-5)-④ 

8) インターベンショナルラジオロジー（画像誘導下治療）を概説できる。

F-2-5)-⑤ 

9) 超音波機器の種類と原理を説明できる。F-2-7)-① 

10) 超音波検査法の種類を列挙し、概説できる。F-2-7)-② 

11) 主な疾患、病態のエコー像を概説できる。F-2-7)-③ 

12) 超音波の生体作用と安全性を説明できる。F-2-7)-⑤ 

13) 基本的診療知識に基づき、症例に関する情報を収集・分析できる。

F-3-1)-① 

14) 得られた情報を基に、その症例の問題点を抽出できる。F-3-1)-② 

15) 病歴と身体所見等の情報を統合して、鑑別診断ができる。F-3-1)-③ 

16) 主要疾患の症例に関して、診断・治療計画を立案できる。F-3-1)-④ 

17) 主訴からの診断推論を組み立てる、又はたどる。G-4-2)-① 

18) 疾患の病態や疫学を理解する。G-4-2)-② 

19) 該当診療科の基本的な診察技能について学ぶ。G-4-2)-④ 

 

3. 評価方法 

1) E-learning による設問に解答し、コースに設定された採点方法で評価。 

2) 実習の理解度や到達度を総合的に評価。 
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4. 参考図書 

1) CT/MRI画像解剖ポケットアトラス（第4版）第Ⅰ巻 町田徹 監訳 MEDSi 

2015  

2) CT/MRI画像解剖ポケットアトラス（第4版）第Ⅱ巻 町田徹 監訳 MEDSi 

2015  

3) CT/MRI画像解剖ポケットアトラス（第4版）第Ⅲ巻 町田徹 監訳 MEDSi 

2018  

4) 標準放射線医学（第 7版）西谷弘・他 編集 医学書院 2011 

5) 画像診断ガイドライン 2016 年版 日本医学放射線学会、日本放射線専

門医会・医会 編 金原出版 2016 

6) Radiology Review Manual（8th Edition）W.Daehnert WOLTERS KLUWER 

2017 

7) 核医学テキスト 絹谷清剛 編 中外医学社 2013 

8) 最新臨床核医学 (第３版) 久田 欣一 監修 金原出版 1999 

9) TNM 悪性腫瘍の分類 日本語版（第 8版） UICC 日本委員会 TNM 委員会 

訳 金原出版 2017 

10) 脳 MRI 1 正常解剖（第 2 版） 高橋昭喜 編著 学研メディカル秀潤社 

2005 

11) 脳 MRI 2 代謝・脱髄・変性・外傷・他 高橋昭喜 編著 学研メディカ

ル秀潤社 2008 

12) 脳 MRI 3 血管障害・腫瘍・感染症・他 高橋昭喜 編著 学研メディカ

ル秀潤社 2010 

13) 脳脊髄の MRI（第 2 版）細矢貴亮 他編 MEDSi 2009 

14) 新版胸部単純Ｘ線診断 画像の成り立ちと読影の進め方（第 2版） 林

邦昭、中田肇 編著 学研メディカル秀潤社 2000 

15) 胸部の CT（第 4版） 村田喜代史・他 編著 MEDSi 2018 

16) 腹部の CT（第 3版） 陣崎雅弘 監修 MEDSi 2017 

17) 腹部の MRI（第 3版） 荒木力 編集 MEDSi 2014 

18) 関節の MRI（第 2版） 福田国彦・他 編集 MEDSi 2013 

19) IVR マニュアル（第 2版） 栗林幸夫・他 編集 医学書院 2011 

20) 新 乳房画像診断の勘ドコロ 高橋雅士 監修 メジカルビュー社 

2016 

実習係 坂井修二  （ PHS  28258 ） 

連絡係 市山 貴子 （ 内線 37526 ） 

集合場所 彌生記念教育棟 大実習室３  

 

実習内容 実習場所 

1. PC を用いた e-learning 彌生記念教育棟 大実習室３ 

実習担当者 

坂井修二・長尾充展・阿部香代子・森田 賢・早野敏郎・鈴木一史・松尾有香

仁品 祐・坂井鈴子・鴨志田久美・遠藤健二・春日紀子・須崎真悟・薄井貴美 

矢崎倫世 

持参すべき物品：筆記用具 
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〔「至誠と愛」の実践学修〕 

 

 

東京女子医科大学医学部 

「至誠と愛」の実践学修到達目標 

 

医学生の人間関係（態度・習慣・マナー・コミュニケーションおよび人間関係に関連する技能） 

の到達目標を示す。 

卒前教育の中で卒後の目標として俯瞰すべき到達目標は、＊印を付して示す。 

 

到達目標の概略（構造）を以下に示す。次ページに示すのが全文で、具体的到達目標が述べら 

れている。 

 

概略（構造） 

Ⅰ 習慣・マナー・こころ 

A 人として・医学生として 

1. 人間性 

2. 態度 

3. 人間関係 

4. 一般社会・科学に於ける倫理 

B 医師（医人）として 

1. 医人としての人間性 

2. 医人としての態度 

3. 医人としての人間関係 

4. 医療の実践における倫理 

5. 女性医師の資質 

Ⅱ 技能・工夫・努力 

A 人と人との信頼 

1. 人としての基本的コミュニケーション 

2. 医人としての基本的コミュニケーション 

3. 医療面接におけるコミュニケーション 

4. 身体診察・検査におけるコミュニケーション 

5. 医療における説明・情報提供 

B 信頼できる情報の発信と交換 

1. 診療情報 

2. 医療安全管理 
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「至誠と愛」の実践学修到達目標全文 

Ⅰ 習慣・マナー・こころ 

A 人として・医学生として 

1. 人間性 

（自分） 

1） 生きていることの意味・ありがたさを表現できる。 

2） 人生における今の自分の立場を認識できる。 

3） 自分の特性や価値観を認識し伸ばすことができる。 

（他者の受け入れ） 

4） 他の人の話を聴き理解することができる。 

5） 他の人の特性や価値観を受け入れることができる。 

6） 他の人の喜びや苦しみを理解できる。 

7） 温かいこころをもって人に接することができる。 

8） 人の死の意味を理解できる。 

（自分と周囲との調和） 

9） 自分の振る舞い・言動の他者への影響を考えることができる。 

10） 他の人に適切な共感的態度が取れる。 

11） 他の人と心を開いて話し合うことができる。 

12） 他の人の苦しみ・悲しみを癒すように行動できる。 

13） 他の人に役立つことを実践することができる。 

2. 態度 

（人・社会人として） 

14） 場に即した礼儀作法で振舞える。 

15） 自分の行動に適切な自己評価ができ、改善のための具体的方策を立てることがで 

きる。 

16） 自分の振る舞いに示唆・注意を受けたとき、受け入れることができる。 

17） 自分の考えを論理的に整理し、分かりやすく表現し主張できる。 

18） 話し合いにより相反する意見に対処し、解決することができる。 

（医学を学ぶものとして） 

19） 人間に関して興味と関心を持てる。 

20） 自然現象・科学に興味と好奇心を持てる。 

21） 学修目的・学修方法・評価法を認識して学修できる。 

22） 動機・目標を持って自己研鑽できる。 

23） 要点を踏まえて他の人に説明できる。 

24） 社会に奉仕・貢献する姿勢を示すことができる。 

3. 人間関係 

（人・社会人として） 

25） 人間関係の大切さを認識し、積極的に対話ができる。 

26） 学生生活・社会において良好な人間関係を築くことができる。 

27） 信頼に基づく人間関係を確立できる。 

28） 対立する考えの中で冷静に振舞える。 

（医学を学ぶものとして） 

29） 共通の目的を達成するために協調できる。 

30） 対立する考えの中で歩み寄ることができる。 
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4. 一般社会・科学に於ける倫理 

（社会倫理） 

31） 社会人としての常識・マナーを理解し実践できる。 

32） 法を遵守する意義について説明できる。 

33） 自分の行動の倫理性について評価できる。 

34） 自分の行動を倫理的に律することができる。 

35） 個人情報保護を実践できる。 

36）他の人・社会の倫理性について評価できる。 

（科学倫理） 

37） 科学研究の重要性と問題点を倫理面から考え評価できる。 

38） 科学研究上の倫理を説明し実践できる。 

39） 動物を用いた実習・研究の倫理を説明し実践できる。 

40） 個々の科学研究の倫理性について評価できる。 

 

B 医師（医人）として 

1. 医人としての人間性 

（自己） 

1） 健康と病気の概念を説明できる。 

2） 医療・公衆衛生における医師の役割を説明できる。 

3） 自己の医の実践のロールモデルを挙げることができる。 

4） 患者／家族のニーズを説明できる。 

5） 生の喜びを感じることができる。 

6） 誕生の喜びを感じることができる。 

7） 死を含む Bad news の受容過程を説明できる。 

8） 個人・宗教・民族間の死生観・価値観の違いを理解できる。 

（患者・家族） 

9） 診療を受ける患者の心理を理解できる。 

10） 患者医師関係の特殊性について説明できる。 

11） 患者の個人的、社会的背景が異なってもわけへだてなく対応できる。 

12） 医師には能力と環境により診断と治療の限界があることを認識して医療を実践で 

きる。 

13） 病者を癒すことの喜びを感じることができる。 

14） 家族の絆を理解できる。 

15） 親が子供を思う気持ちが理解できる。 

16） 死を含む Bad news を受けた患者・家族の心理を理解できる。 

17） 患者を見捨てない気持ちを維持できる。 

（チーム医療、社会） 

18） 医行為は社会に説明されるものであることを理解できる。 

19） 医の実践が、さまざまな社会現象（国際情勢・自然災害・社会の風潮など）のな 

かで行われることを理解できる。 

2. 医人としての態度 

（自己） 

1） 医療行為が患者と医師の契約的な関係に基づいていることを説明できる。 

2） 臨床能力を構成する要素を説明できる。 

3） チーム医療を説明できる。 
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4） 患者の自己決定権を説明できる。 

5） 患者による医療の評価の重要性を説明できる。 

6） 多様な価値観を理解することができる。 

（患者・家族） 

7） 傾聴することができる。 

8） 共感を持って接することができる。 

9） 自己決定を支援することができる。 

10） 心理的社会的背景を把握し、抱える問題点を抽出・整理できる。（Narrative-based 

medicine, NBM） 

11） 患者から学ぶことができる。 

12） 患者の人権と尊厳を守りながら診療を行える。 

13） 終末期の患者の自己決定権を理解することができる。＊ 

14） 患者が自己決定権を行使できない場合を判断できる。 

15） 患者満足度を判断しながら医療を行える。＊ 

（チーム医療、社会） 

16） 医療チームの一員として医療を行える。 

17） 必要に応じて医療チームを主導できる。＊ 

18） クリニカル・パスを説明できる。 

19） 医療行為を評価しチーム内の他者に示唆できる。＊ 

20） トリアージが実践できる。 

21） 不測の状況・事故の際の適切な態度を説明できる。 

22） 事故・医療ミスがおきたときに適切な行動をとることができる。＊ 

23） 社会的な奉仕の気持ちを持つことができる。 

24） 特殊な状況（僻地、国際医療）、困難な環境（災害、戦争、テロ）でチーム医療を 

実践できる。＊ 

3. 医人としての人間関係 

（自己） 

1） 患者医師関係の歴史的変遷を概説できる。 

2） 患者とのラポールについて説明できる。 

3） 医療チームにおける共（協）働（コラボレーション）について説明できる。 

（患者・家族） 

4） 医療におけるラポールの形成ができる。 

5） 患者や家族と信頼関係を築くことができる。 

6） 患者解釈モデルを実践できる。 

（チーム医療、社会） 

7） 患者医師関係を評価できる。 

8） 医療チームメンバーの役割を理解して医療を行うことができる。 

9） 360 度評価を実践できる。＊ 

4. 医療の実践における倫理 

（自己） 

1） 医の倫理について概説し、基本的な規範を説明できる。 

2） 患者の基本的権利について説明できる。 

3） 患者の個人情報を守秘することができる。 

4） 生命倫理について概説できる。 

5） 生命倫理の歴史的変遷を概説できる。 

6） 臨床研究の倫理を説明できる。 
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（患者・家族） 

7） 医学的適応・患者の希望・QOL・患者背景を考慮した臨床判断を実践できる。 

8） 事前指示・DNR 指示に配慮した臨床判断を実践できる。＊ 

（チーム医療、社会） 

9） 自分の持つ理念と医療倫理・生命倫理・社会倫理との矛盾を認識できる。 

10） 自己が行った医療の倫理的配慮を社会に説明できる。 

11） 臨床研究の倫理に基づく臨床試験を計画・実施できる。＊ 

12） 医療および臨床試験の倫理を評価できる。＊ 

5. 女性医師の資質・特徴 

（自己） 

1） 東京女子医科大学創立の精神を述べることができる。 

2） 女性と男性の心理・社会的相違点を説明できる。 

3） 女性のライフ・サイクルの特徴を説明できる。 

4） 女性のライフ・サイクルのなかで医師のキャリア開発を計画できる。 

（患者・家族） 

5） 同性の医師に診療を受けることの女性の気持ちを理解する。 

6） 異性の医師の診療を受ける患者心理（恐怖心・羞恥心・葛藤）を説明できる。 

7） 女性が同性の患者教育をする意義を説明できる。 

（チーム医療、社会） 

8） 保健・公衆衛生における女性の役割を述べることができる。 

9） 女性組織のなかでリーダーシップ・パートナーシップをとることができる。 

10） 男女混合組織の中でリーダーシップ・パートナーシップをとることができる。 

11） 女性医師としての保健・公衆衛生の役割を実践できる。＊ 

 

Ⅱ 技能・工夫・努力 

A 人と人との信頼 

1. 人としての基本的コミュニケーション 

（自己表現） 

1） 挨拶、自己紹介ができる。 

2） コミュニケーションの概念・技能（スキル）を説明できる。 

3） 言語的、準言語的、および非言語的コミュニケーションについて説明できる。 

4） 自分の考え、意見、気持ちを話すことができる。 

5） 様々な情報交換の手段（文書・電話・e メールなど）の特性を理解し適切に活用が 

できる。 

（対同僚・友人・教員） 

6） 年齢・職業など立場の異なる人と適切な会話ができる。 

7） 相手の考え、意見、気持ちを聞くことができる。 

8） 同僚に正確に情報を伝達できる。 

9） 他の人からの情報を、第 3 者に説明することができる。 

2. 医人として基本的コミュニケーション 

（対患者・家族） 

1） 患者に分かりやすい言葉で説明できる。 

2） 患者と話すときに非言語的コミュニケーション能力を活用できる。 

3） 患者の状態・気持ちに合わせた対話が行える。 

4） 患者の非言語的コミュニケーションがわかる。 
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5） 小児・高齢の患者の話を聞きくことができる。 

6） 障害を持つ人（知的・身体的・精神的）の話を聞くことができる。 

7） 家族の話を聞くことができる。 

8） 患者・家族の不安を理解し拒否的反応の理由を聞き出すことができる。 

（対医療チーム・社会） 

9） チーム医療のなかで、自分と相手の立場を理解して情報交換（報告、連絡、相談） 

ができる。 

10） 医療連携のなかで情報交換ができる。 

11） 救急・事故・災害時の医療連携で情報交換が行える。＊ 

12） 社会あるいは患者関係者から照会があったとき、患者の個人情報保護に配慮した 

適切な対応ができる。 

3. 医療面接におけるコミュニケーション 

（基本的技能） 

1） 自己紹介を含む挨拶を励行できる。 

2） 基本的医療面接法を具体的に説明し、実践できる。 

3） 患者の人間性（尊厳）に配慮した医療面接が行える。 

4） 患者の不安な気持ちに配慮した医療面接を行える。 

5） 共感的声かけができる。 

6） 診察終了時に、適切な送り出しの気持ちを表現できる。 

7） 適切な環境を設定できる。 

（高次的技能） 

8） 小児の医療面接を行える。 

9） 高齢者の医療面接を行える。 

10） 患者とのコミュニケーションに配慮しながら診療録を記載できる。＊ 

4. 身体診察・検査におけるコミュニケーション 

（基本的技能） 

1） 身体診察・検査の必要性とそれに伴う苦痛・不快感を理解して患者と接すること 

ができる。 

2） 身体診察・検査の目的と方法を患者に説明できる。 

3） 説明しながら診察・検査を行うことができる。 

4） 患者の安楽に配慮しながら診察・検査ができる。 

5） 診察・検査結果を患者に説明できる。 

（高次的技能） 

6） 患者の抵抗感、プライバシー、羞恥心に配慮した声かけと診察・検査の実践がで 

きる。 

7） 検査の目的・方法・危険性について口頭で説明し、書面で同意を得ることができる。 

5. 医療における説明・情報提供 

（基本的技能） 

1） 医療における説明義務の意味と必要性を説明できる。 

2） インフォームド・コンセントの定義と必要性を説明できる。 

3） 患者にとって必要な情報を整理し、分かりやすい言葉で表現できる。 

4） 説明を行うための適切な時期、場所と機会に配慮できる。 

5） 説明を受ける患者の心理状態や理解度について配慮できる。 

6） 患者に診断過程の説明を行うことができる。 

7） 患者に治療計画について説明を行い、相談して、同意を得ることができる。 

8） 患者に医療の不確実性について説明することができる。 
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9） 患者に EBM（Evidence Based Medicine）に基づく情報を説明できる。 

10）セカンドオピニオンの目的と意義を説明できる。 

（高次的技能） 

11） 患者の行動変容に沿った説明・情報提供ができる。 

12） 患者の質問に適切に答え、拒否的反応にも柔軟に対応できる。 

13） 患者の不安を理解し拒否的反応の理由を聞き出すことができる。＊ 

14） 患者の受容に配慮した Badnews の告知ができる。＊ 

15） 家族の気持ちに配慮した死亡宣告を行うことができる。＊ 

16） 家族の気持ちに配慮した脳死宣告を行うことができる。＊ 

17） 特殊な背景を持つ患者・家族への説明・情報提供ができる。＊ 

18） セカンドオピニオンを求められたときに適切に対応できる。＊ 

19） 先進医療・臓器移植について説明を行い、同意を得ることができる。＊ 

20） 臨床試験・治験の説明を行い、同意を得ることができる。＊ 

 

B 信頼できる情報の発信と交換 

1. 診療情報 

（基本的技能） 

1） POMR に基づく診療録を作成できる。 

2） 診療録の開示を適切に行える。 

3） 処方箋の正しい書き方を理解している。 

4） 診療情報の守秘を実践できる。 

（高次的技能） 

5） 病歴要約を作成できる。 

6） 紹介状・診療情報提供書を作成できる。 

7） 医療連携のため適切に情報を伝達できる。 

8） 診療情報の守秘義務が破綻する場合を説明できる。 

2. 医療安全管理 

（基本的技能） 

1） 医療安全管理について概説できる。 

2） 医療事故はどのような状況で起こりやすいか説明できる。 

3） 医療安全管理に配慮した行動ができる。 

4） 医薬品・医療機器の添付資料や安全情報を活用できる。 

（高次的技能） 

5） 医療事故発生時の対応を説明できる。 

6） 災害発生時の医療対応を説明できる。 
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「至誠と愛」の実践学修の概要 

【5 本の柱】 

（1）専門職としての態度、マナー、コミュニケーション能力（患者を理解する力、支持する力、      

意志を通わす力、患者医師関係） 

（2）専門職としての使命感（医学と社会に奉仕する力） 

（3）医療におけるリーダーシップ・パートナーシップ 

（4）医療人としての倫理─解釈と判断（法と倫理に基づく実践力） 

（5）女性医師のキャリア・ライフサイクル（医師として、女性医師として生涯研鑽する姿勢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セグメント 9 以降に続く 

 

                             

S7：「至誠と愛」の実践学修 7 
５本の柱 

（1） （2） （3） （4） （5） 

医の原則、患者医

師関係の基礎(1) 

 講義・WS   

  

  

 

 行事 

 

・EBM と NBM 

・患者医師関係の基礎・患者中心医療 

・緩和医療 

・尊厳死，脳死 

・患者安全学 

・ターミナルケアからみた臨床死生学 

・彌生記念講演 

・女性医師シンポジウム 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

〇 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

〇 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

〇 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

医学教養 7 

        7-Ⅰ 

  7-Ⅱ       

7-Ⅲ 

7-Ⅳ 

7-Ⅴ 

7-Ⅵ 

 

・医療人としての社会貢献 

・研究と倫理（大学院について） 

・大学病院における臨床医 

・災害医学について 

・海外における卒後臨床研修について 

・ハラスメント 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

S8：「至誠と愛」の実践学修 8 
５本の柱 

（1） （2） （3） （4） （5） 

医の原則、患者医

師関係の基礎(2) 

 講義・WS 

  

 

・チーム医療の基礎 WS 

・TeamSTEPPS WS 

・臨床研究の倫理 WS 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

〇 

 

○ 

○ 

 

 

 

〇 
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「「至誠と愛」の実践学修 8：医の原則，患者医療者関係の基礎(2)」 

 

科目責任者：西村 勝治（精神医学） 

講義担当：徳重、加藤多、大久保、山内、佐藤梓 

時田、佐藤康、池田、吉武 

 

 

I.ワークショップ       徳重克年、加藤多津子、大久保由美子、山内かづ代、佐藤梓 

池田真理、吉武久美子 

チーム医療の基礎 

現代の医療は、患者を中心に、多くの医療職が協力することにより成り立っている。ここでは、

看護学部４年生との二つの協働ワークショップが表裏の授業として組まれており、それぞれのワー

クショップの中で、自分達で考え、互いに協力することにより「チーム医療」について理解を深め

ることができるであろう。 

 

(1)チーム医療の基礎 

このワークショップの目的は、医療チームにおける医師および他のメンバーの役割、メンバー間の

コミュニケーション・情報交換の重要性などの「チーム医療の基礎」について考える機会を学生に提

供し、それにより学生の今後の医療人としての人間らしさの形成を援助することである。 

一人の医師だけで医療ができないこと、医療は看護師・検査技師・薬剤師・栄養士・医療事務・

ソーシャルワーカー・理学療法士など多職種の協力、さらに医師同士の協力によってはじめて成り

立つものである。医学生には、医師以外の他職種の仕事があって、はじめて医療がおこなわれてい

ることを十分に認識してもらいたい。 

 

(2)TeamSTEPPS 

 医療従事者がチームとして協働するにあたり、個々の医療人の知識と技術が十分に活かされて、

真の「チーム」として最大のパフォーマンスを発揮させるために、一部の医療人だけで実践されて

いるチームとしての必要なスキルを体系的に整理し、医療に関わる全ての医療人が体系的に学ぶ必

要がある。 

 そのために 1990 年代から米国で開発され、現在では世界各国にも拡大しつつある「チーム STEPPS」

というエビデンスに基づいたチームトレーニングにつき、「何故必要なのか」「どのような基本的な

考え方に基づくのか」「コンピテンシー及びアウトカムは何か」につき学んでいく。 

 

 

IV.ワークショップ                              時田大輔、佐藤康仁 

臨床研究の倫理 

医療が進歩するためには臨床研究は必要不可欠である。そこで、研究すべきであるならどのよう

に行うべきかを考え、実践できることが重要である。そこには大きな 2つの基本原則があり、1 つは

科学性であり、他の１つは倫理的配慮である。科学的でない研究を実施することは、それ自体非倫
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理的行為となるので、科学性も研究倫理の重要な構成要素なのである。臨床研究に携わる者は「ヘ

ルシンキ宣言」に基づいた臨床研究の倫理の基本を十分に理解し、実践できることが望まれる。また、

近年はこれに加え、不正行為の防止、利益相反の開示も重要な要素となってきている。また、個々

の研究について以上の検討を行う場が倫理委員会である。 

本ワークショップでは、模擬倫理委員会を体験し、臨床研究における主要な倫理要件を具体的に

検討することを通じて、臨床研究の倫理を学ぶことを目的とする。 
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到達目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 項 目 中 項 目 小 項 目 

チーム医療の基礎

/TeamSTEPPS 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床研究の倫理ワークショッ

プ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.チーム医療 

 

2.他職種との連携 

 

3.TeamSTEPPS 

 

 

 

 

 

1.臨床研究における倫理的要

件の理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.臨床研究における不正行為 

 

 

3.利益相反 

1)医師の役割 

2)他職種の役割 

1)コミュニケーション 

2)カンファレンス 

1)チームとしての必要なス

キルの体系化 

2)TeamSTEPPS のコンピテ

ンシー・アウトカム 

 

 

1） 社会的・科学的価値 

2） 科学的妥当性 

3） 適正な被験者選択 

4） 適切なリスク・ベネフ

ィットバランス 

5） 第三者による独立した

審査 

6） インフォームドコンセ

ント 

7） 候補者および被験者の

尊重 

8） 研究を実施する地域社

会との連携 

1） ねつ造 

2） 改ざん 

3） 盗用 
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「行動科学」 

 

科目責任者： 西村 勝治（精神医学） 

講 義 担 当： 諏訪茂樹、西村勝治、小林清香、 

井上敦子、辻かをる、末木亮嗣 

 

Ⅰ 講 義             諏訪 茂樹 

行動科学（1） 行動科学とは 

行動科学は人間を身体的存在としてだけではなく、心理的、社会的、実存的存在としてもと

らえ、その行動を社会科学も利用しながら総合的に解明しようとする。行動科学という言葉が初

めて使われたのは 1946 年であり、1972 年からはアメリカの医師国家試験でも出題されるようになっ

た。行動科学の歴史、対象、方法など、さらには医療にとっての意義について、本講義では学ぶ。 

 
 

Ⅱ 講 義             諏訪 茂樹 

行動科学（2） 保健医療行動と動機づけ 

 健康維持や病気治療には様々な負担を伴い、それらの負担よりも動機の方が強く働かなけれ

ば、保健医療行動は実行されない。また、本人の感覚、信念、規範などによっても、保健医療行

動は大きく左右される。動機を強化したり、行動を方向づけたりする方法を、本講義では学ぶ。 

 

Ⅲ 講 義       諏訪 茂樹 

行動科学（3） 行動変容ステージと各種アプローチ 

生活習慣病の予防には行動変容が不可欠であり、行動変容に至るまでには幾つかのステージ

を通過することになる。行動変容ステージを見極める方法や各ステージで必要となる支援技法に

ついて学ぶとともに、困難なケースを幾つか取り上げて、妥当なかかわり方を考えていく。 

 

IV 講 義・実 習   小林 清香 

ストレスと行動科学１ 

ストレスと行動科学２ 

「ストレス」は日常的に存在し、身体疾患の発症や経過、症状の増悪にも影響する。ここでは、

行動科学の視点でストレスを理解し、ストレス反応の現れ方、ストレスと認知、ストレスと行動につ

いて、講義と実習を通して学ぶ。 

 

V 実 習        小林清香、井上敦子、辻かをる   

認知行動理論と問題解決技法 
認知行動理論は、精神疾患のみならず、生活習慣病を含む慢性身体疾患、疼痛など様々な領

域でエビデンスが示され、広く用いられている。ここでは認知行動理論の基礎知識を整理し、こ

の領域で用いられる問題解決技法を通して、困難な問題にどのように向き合い、解決に向かわせ

うるかを学ぶ。 
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VI 実 習        大沼麻実、末木亮嗣 

Psychological First Aid (PFA)  

Psychological First Aid （心理的応急処置：PFA）とは、深刻な危機的出来事に見舞われた

人に対して行う、人道的、支持的、かつ実際的な支援のことであり、本実習はきわめてストレス

の高い出来事を体験した人たちを援助する立場にある医師となる医学生に対し、被災者の尊厳、

文化、能力を尊重したやり方で支援するための枠組みを示すものである。テキストは世界保健機

構（WHO）版 PFA（2011）を用いる。 

    

到達目標 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

I. 行動科学とは 

 

 

 

 

 

II. 保健医療行動と動機づ

け 

 

 

 

 

 

 

III. 行動変容ステージと各

種アプローチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IV. ストレスと行動科学 

 

 

1．歴史 

 
2．対象 

3．方法 

 

 
1. 動機と負担 

 

 
2. その他の要因  

 

 

 

 
1. 行動変容ステージ 

 

 

 

 
2. ステージのアセスメン

ト 

3. 支援技術. 

 

 

 

 

 

1. ストレスについて理解

する 

 

1）行動科学のはじまり 

2）医学教育への導入 

1）人間の行動 

1）学際的アプローチ 

2）実証的経験科学 

 
1）保健負担の種類 

2）保健動機の種類 

3）動機づけ 

1）保健目標 

2）保健感覚 

3）保健規範 

4）保健信念 

 
1）無関心期 

2）関心期 

3）準備期 

4）実行期 

5）維持期 

1）時間経過によるアセスメント 

2）心の状態によるアセスメント 

1）カウンセリング 

2）コーチング 

3）ティーチング 

4）グループワーク 

 

 

1) ストレス理論 

2) ストレッサーとストレス反応 

3) ストレスと認知 

4) ストレス対処行動 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

V. 認知行動理論と問題解決

技法 

 

 

 

 

 

 

 

VI. Psychological First Aid

（PFA） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ストレスへの対処を理

解する 

 

 

 

1. 認知行動モデル 

 

 

2. 問題解決技法 

 

 

 

 

 

１.PFA を理解する 

 

 

 

２. PFA を実践する 

 

 

 

３.自分自身と同僚をケア

する 

 

 

 

 

 

1) ストレス対処行動 

2) 問題焦点型 

3) 情動焦点型 

 

 

1) 認知・行動・身体・気分 

2) 主要な認知 

3) ソクラテス的対話 

1) 問題の明確化 

2) ブレインストーミング 

3) 行動の選択 

4) 実行と振り返り 

 

1）問題解決の手順 

2）どの解決策をとるか― Pros－Cons

表を作成して絞り込む 

3）行動計画の立案と実行、評価 

1）危機的な出来事が人々に与える影響 

2）PFA とはなにか 

3）PFA は誰に、いつ、どこで行うか 

4）責任のある支援 

1）PFA の活動原則 

2）準備 

3）みる 

4）聞く 

5）つなぐ 

6）特別な注意を必要とする可能性が高い

人 

 

 

 

 

166



��� �����	
��
����������� �����
���� �� !"#$%��&'()*+,"-./01,23'452��61,�78 !9:*8;<=>8/0.?@A'BC4DE.FG%4HI*J�KLM !�#���	
��
�N*+,=>.O01,PQ'4DE.R1ST*UV4WU,X6&YZ.[\"8]^_ àb_ c̀d_e$%fg&hE'\G%8^i.jk���	
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〔国際コミュニケーション〕 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ. 英語医療面接 

 の基礎 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ.医学英語の継続 

 的語彙学修 

 

 

 

 

Ⅲ.英語で学ぶ医学 

的知識 

1.  History Taking の 方 法

patient notes の取り方  

 

 

 

 

 

 

1. e-learning 

 

 

 

 

 

1. 臨床医学の他、社会医学 

分野に関しても、英語の 

レクチャーを聴く 

1) history taking の基礎を学び、実際に演習を行

いながら、patient notes を取る。模範となる

case summary を読んだり、日本で外国人患者

を専門に診ているドクターの指導のもと、

History taking の演習を行う。 

2) 英語を母語とする模擬患者と一対一の英語模

擬医療面接を実施する。 

 

1） 医学英語の e-learning を継続的に行い、定 

期的に行われる語彙テストによって、自己の

学修の達成度を見る。また、自主的に付随の

tests にもチャレンジし、語彙力定着を図る。 

 

 

1） 医学関連のレクチャーを英語で聴き、知識・

教養を増やすとともに、積極的に発言をして、

コミュニケーション能力を高める。 
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基礎研究医養成プログラム 
 

 
（趣旨） 

第１条 本規程は、東京女子医科大学（以下「本学」という。）大学院学則（以下「大学院学則」と

いう。）第８および９条関係「履修方法に関する内規」に関し、本学の医学部学生（以下「学生」

という。」で本学の基礎医学系大学院への進学を希望する者に対する仮単位履修制度の取り扱いに

関し必要な事項を定める。 

 

（名称） 

第２条 本履修制度を「基礎研究医養成プログラム」と称する。 

２．「基礎研究医養成プログラム」登録を行った者は、医学部在学中より本学医学研究科大学院の単

位を仮単位として履修し、初期臨床研修の２年間を大学院の１〜２年次と兼ねることができる。 

 

（目的） 

第３条 本プログラムは、医学部在学中に医学部のカリキュラムと並行して大学院医学研究科の教育

を受け、研究マインドを醸成し、基礎医学系の研究者を育成することを目的とする。 

 

（資格） 

第４条 以下の資格条件を満たすものを対象とする。 

(1) 本学医学部の 3年から 6年次に在籍する学生。 

(2) 所属を希望する本学基礎医学系講座の教授・講座主任（機能学系、形態学系、社会医学系）

または先端生命医科学系専攻の大学院教授から推薦のあった者 

(3) 原則として初期臨床研修を東京女子医科大学内の病院で行う予定の者。ただし、教務委員会

が認めればその限りでない。 

 

（定員） 

第５条 各講座（または専攻）につき若干名（指導する基礎医学系講座の教授・講座主任または先端

生命医科学系専攻の大学院教授の判断による）。 

 

（登録） 

第６条 本プログラムの履修を希望する者は、所属を希望する分野の指導予定教授の許可を経て次の

書類を学務課に提出しなければならない。 

(1) 基礎研究医養成プログラム登録申請書 

(2) 所属を希望する分野の指導予定教授の推薦書 

 

（登録許諾） 

第７条 教務委員会において、書類審査及び必要に応じて面接（志望者および当該教授・講座主任ま

たは大学院教授）で個別に審議し、許可する場合は大学院委員会の承諾を得る。 

 

（登録取り消し） 

第８条 登録を取り消す場合は、理由書を付して教務委員会に提出する。教務委員会において、個別

に審議し、取り消す場合は大学院委員会の承諾を得る。 

 

（履修科目および単位数） 

第９条 履修科目および単位数については以下に定める。 

医学部在籍中（3〜6 年次）に、大学院学則第８および９条関係「履修方法に関する内規」に定め

る学科目のうち、次のものを履修し、仮単位とすることができる（大学院修了に必要な最低修得

単位数 30単位のうち、最大 24単位まで）。 

・大学院共通カリキュラム：実習（機能学系、形態学系、社会医学系、先端生命医科学系専攻の

実習）４単位（2系の実習） 

・大学院共通カリキュラム：教授・講座主任による講義 5 単位（講義 25 コマ） 
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・主分野 15 単位 

１）履修方法は、東京女子医科大学大学院学則ならびに大学院学則第８および９条関係「履修方

法に関する内規」による。 

２）医学部在籍中の本プログラムによる履修に要する学生の費用負担はない。 

 

（履修学科目、仮単位の認定） 

第１０条 履修学科目、仮単位は、大学院委員会において、「仮単位申請書」により個別に審議する。 

（本学大学院入学の単位申請） 

第１１条 ６年次から後期臨床研修修了までに、大学院入学試験を受験する。分野は原則として医学

部在籍中に登録した基礎医学系講座と同一の分野または登録した先端生命医科学系専攻と同一の所

属とする。入学許可後、第９条において認定した仮単位を既修得単位とする。 
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Ⅲ Team-based learning (TBL) 
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Team-based learning (TBL) について 

 

       科目責任者：中村 真一（消化器内科） 

 

TBL とは 

問題解決能力を高めるための学修法の１つである。教員・学生間および学生・学生間の

双方向性授業を通じてお互いの知識を活用した問題解決を行う。 

具体的には、個人で学修し、関連した問題について個人で解答し、次に小グループ（チ

ーム）に分かれ討論・解答し、専門家（教員）からの説明を含むクラス全体の学修内容共

有を行う学修法である。数回の授業を通じて基礎的学修だけでなく、発展・応用的な内容

に進む。 

 

TBL の特徴 

１． 予習（事前学修）を前提としている。 

２． 個人で考えた後、チーム内で問題点についての討議を行い、全体セッション

でチーム間の討議と教員の解説を行う学生参加型の授業。 

３． １人もしくは２人の教員がすべてのチームを管理。 

４． 教員は司会者および専門家として機能する。 

５． 学生同士が「チームへの貢献度」を互いに評価する。 

 

本学での目的 

S8では、臨床推論入門及び臨床倫理などに関する考え方を修得することを目的とする。 

よって、診療上の問題解決の中で、診断治療を中心に考え方を学ぶ TBL が行われる。

臨床実習を行うにあたり、医師の基本能力ともいえる患者に合わせた診断・治療を考え

ることを臨床推論 TBL という学修法で学ぶ。 
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TBL の概要 

事前学修に始まる以下の３つのプロセスで構成される。 

 

Ⅰ．予習 

事前に学修すべき項目が提示される。 

項目に沿って個々に事前学修する。 

Ⅱ．基本ユニット 

個人テスト 

・ 学修項目に従って予習の知識の確認（予習確認テスト） 

チーム内討論とチームテスト 

・ 個人テストと同じ設問に対し、チーム内で検討し、チームとしての 

解答を作成  

チーム間討論とフィードバック  

・ チームテストの結果をもとに、クラス全体で討論 

・ 専門家によるフィードバック（理解の不十分な点の解説） 

  

Ⅲ．応用ユニット 

予習した学修項目を基に、応用的・発展的問題解決 

応用テストにおいてⅡ.基本ユニットと同様の内容の繰り返し 

 

TBL の進行（１回の授業） 

  Ⅰ．予習     Ⅱ．基本ユニット    Ⅲ．応用ユニット 
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具体的な進め方 

進行の仕方 

以下のⅠからⅢのプロセスを1回の授業の中で繰り返し、１つの課題を学ぶ。 

 

Ⅰ．予習  

  事前に配布された事前学修項目を含む予習シートおよび予習資料に沿って、学生は

個々に自己学修を行う。 

Ⅱ．基本ユニット 

1. 個人テスト 

・ 事前学修の到達度の確認をするために、個人テスト（予習確認テスト）を施行

する。レスポンスアナライザーで解答する。 

2. チーム内討論とチームテスト 

・ 個人テストと同じ設問について、チーム内で検討し、レスポンスアナライザー

で解答する。 

・ 答えを導いた思考過程についてはチーム解答用紙に記入する。 

3. チーム間討論 

・ 回答が出揃った後にレスポンスアナライザーで集計したチームの解答状況を表

示する。 

・ チーム毎に発表を行い、クラス全体で討論する。 

・ 問題の正解について、異論があればチームとしてその根拠を示すことができる

（アピール）。アピールは原則としてチーム解答用紙に思考過程を記載して提

出し、後から専門家が判断する。 

4. 専門家によるフィードバック 

・ チームの解答を討論後、理解の不十分であった点について、専門家よりクラス

全体にフィードバックする。 

Ⅲ．応用ユニット 
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・ 予習シート（事前学修項目）、予習資料、予習確認テスト、新たな資料などを

もとに発展的・応用的問題について、個人テスト（応用テスト）・チーム内討

論とチームテスト・チーム間討論・フィードバックを行う。 

Ⅳ．アセスメント 

・ 課題終了時にアセスメントシートに記載する形で、自己評価、同僚評価を行

う。 

Ⅴ．評価 

・ 個人テストの正答率とともに、チームテストの正答率および同僚評価(学生同士

による「チームへの貢献度」評価)から評価を行う。評点は５点満点で、課題毎

に評価が行われる。 

・ 講義開始時のレスポンスアナライザ―端末への学生証の設置をもって、出欠を

とるものとする。それ以降はすべて遅刻とみなす。 

・ これら欠席・遅刻・早退は学生評価から減点される。やむを得ない事情で欠席

する場合は欠席届（病気欠席の場合は診断書を添付）を医学部学務課に提出す

る。届けの提出された欠席については、学年教育委員長が減点について判断す

る。 

・ 評点と欠席・遅刻・早退の評価が加味され、最終的には学年教育委員会で検討

され、医学部教授会で決定される。全課題の評点の平均が２点未満の場合は進

級できない。 

・ 同チームの学生同士の評価として、上記「チームへの貢献度」のほか、自己学

修や協働学修についての自己評価および同僚評価も行う場合がある（みんなの

評価）。 

 

授業としての一般的遵守事項 

１． TBL は授業であるので飲食は行わない。 

２． 教科書・資料の持ち込みは許可するが、個人のテスト中の使用は不可とする。 

３． 臨床推論を学ぶ授業の一環であるが、個人テスト、チームテストともに個人成績

に反映されるものであり、一般の試験と同様に真摯な態度で受けること。 

195



 

用語解説 

専門家：課題を作成し、TBL 施行時にその課題について専門的な解説を行う役割を担う教

員 

司会者：TBL の進行役を担う教員（専門家が兼ねることがある） 

予習資料：初回は症例の簡単な現病歴と症候などの症例背景について記載された 

シート。それ以降は次回の授業にあたって必要な症例の臨床経過など 

について記載されたシートや症例に関する検査所見、画像など 

予習シート：TBL のための予習すべき学修項目が記載されたシート（予習資料に 

記載されることもある。） 

資料：授業の流れに応じて、必要な症例の臨床経過などのシート、検査データ、画像など

の資料 

基本ユニット：TBL の授業時間の中で、事前学修項目と予習資料をもとに、基本的知識・

概念を学修する部分。授業の初めに行われる。 

応用ユニット：TBL の授業時間の中で、基本ユニット終了後に行われる発展的・応用的課

題に取り組む部分。 

個人テスト：個人で解答するテスト（予習確認テストと応用テストに分かれる）。個人テス

トはノート、教科書、参考書を見ることなく、自分の力で解答する。 

チームテスト：チームで行うテスト。内容は個人テストと同じ。 

予習確認テスト：TBL 開始前（TBL 実施中は前回授業の最後）に示される学修項目 

についての自己学修・予習の知識を確認する、TBL 授業開始直後 

に行う試験。 

応用テスト：毎回の授業で基本的知識・概念を確認した後に、応用的・発展的内 

容について問う試験。 

チーム解答用紙：チーム内で検討し導き出された解答に対して、その思考過程、 

根拠などを記載する用紙。下記のアピールにも使用する。 

チーム内討論：原則としてチームテストとして与えられた問題について、チーム内で検討

するための討論。ただし、講義の進行によっては、専門家からその場で
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質問が発せられ、個人あるいはチームで解答する場合もある。 

チーム間討論：チームテスト終了後、各チームの回答をもとに、解答の違い、解答の根拠

をチーム間で討論する機会。司会者または専門家が進行する。 

フィードバック：チーム内討論、チーム間討論での学生の問題解決に対して、専門家がコ

メントを述べ、合理的、妥当な問題解決を示す。 

アピール：チームテストの結果で、自分のチームの解答が正解とされなかったとき、根拠

を示して解答が正しい、あるいは正解を絞ることが不可能であることを論理

的に説明すること。その内容をチーム解答用紙に記載して提出し、アピール

の内容について専門家が認めればその設問を正解したとみなされる。 

  

197



[ TBL ] 
 

   

年月日 時間 課題 講義室 

2020.10.13（火） 12:30~15:05 TBL 課題 1 PC1 

2020.10.16（金） 12:30~15:05 TBL 課題 2  PC1 

2020.10.20（火） 12:30~15:05 TBL 課題 3 PC1 

2020.10.27（火） 12:30~15:05 TBL 課題 4 PC1 

2020.10.29（木） 12:30~15:05 TBL 課題 5 大実習室 3 

2020.10.30（金） 12:30~15:05 TBL 課題 6 PC1 

2020.11.05（木） 12:30~15:05 TBL 課題 7 大実習室 3 

2020.11.06（金） 12:30~15:05 TBL 課題 8 PC1 

2020.11.10（火） 12:30~15:05 TBL 課題 9 PC1 

2020.11.12（木） 12:30~15:05 TBL 課題  10 大実習室 3 

2020.11.17（火） 12:30~15:05 TBL 課題  11 PC1 

2020.11.19（木） 12:30~15:05 TBL 課題  12 大実習室 3 
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Ⅳ 試験科目表・試験日程表 
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[ 試験科目・試験日程 ]

年月日 曜 講義内容 試験場

1 2020.10.05 月 10:00 ～ 11:30 麻酔・周術期管理 PC室1

2 2020.10.06 火 10:00 ～ 11:30 基本的治療法 PC室1

3 2020.10.07 水 10:00 ～ 11:30 救命救急医療 PC室1

4 2020.10.08 木 10:00 ～ 12:00 診療の基礎 PC室1

5 2020.11.24 火 09:00 ～ 12:00 P-SAT PC室1

6 2021.01.22 金 09:00 ～ 12:00 CBT（ブロック1～2） PC室1

7 2021.01.22 金 12:50 ～ 17:30 CBT（ブロック3～7） PC室1

8 2021.01.23 土 09:00 ～ 12:00 CBT（ブロック1～2） PC室1

9 2021.01.23 土 12:50 ～ 17:30 CBT（ブロック3～7） PC室1

10 2021.02.10 水 09:00 ～ 12:00 CBT（ブロック1～2）（追・再試験）1回目 PC室1

11 2021.02.10 水 12:50 ～ 17:30 CBT（ブロック3～7）（追・再試験）1回目 PC室1

12 2021.02.12 金 12:00 ～ 15:00 P-SAT（追・再試験） PC室1

13 2021.02.15 月 10:00 ～ 11:30 麻酔・周術期管理（追・再試験） 203

14 2021.02.16 火 10:00 ～ 11:30 基本的治療法（追・再試験） 203

15 2021.02.17 水 10:00 ～ 11:30 救命救急医療（追・再試験） 203

16 2021.02.18 木 10:00 ～ 12:00 診療の基礎（追・再試験） 203

17 2021.02.20 土 08:30 ～ 13:00 OSCE テュートリアル室

18 2021.03.02 火 09:00 ～ 12:00 CBT（ブロック1～2）（追・再試験）2回目 PC室1

19 2021.03.02 火 12:50 ～ 17:30 CBT（ブロック3～7）（追・再試験）2回目 PC室1

20 OSCE（追・再試験） テュートリアル室

１）目　　　的

２）試験内容

３）試験範囲

４）出題形式
①PCを用いた五肢択一型問題、多選択肢型問題、および順次解答型4連問（た
だし予定、CBTホームページ参照）、②PCを用いた多選択肢型および記入式問題

時間

2021.03.02～03.06　いずれかの日程

　　総合試験について

医行為を伴う臨床実習に参加するための基本的知識および問題解決能力を修得
していることを評価する。

①共用試験CBT（320問6ブロック、及び7ブロックは試験についてのアンケート）、
②問題解決能力評価（Problem-solving ability test,P-SAT)

①医学教育モデル・コア・カリキュラム、②テュートリアル、臨床診断学各論、「至
誠と愛」の実践学修
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臨床実習前客観的臨床能力試験(OSCE) 

Pre-Clinical Clerkchip Objective structured clinical examination 

(Pre-CC OSCE) 
Ⅰ.  Pre-CC OSCE 

目的:「診療の基礎」実習終了後、病院実習に入る前に学生が医学生として、最低限必要な基本的な診療技能、

態度を身に付けているかどうかの到達度を形成的に評価することを目的とする。 

 全国医学系共用試験の実施試験として位置づけられる。 

 1 実施日：令和3年2月20日(土)、午後8時30分～午後5時 第3土曜日（外来休診日）を予定。 

 2  評価者 

   1)OSCE推進委員、臨床実習担当全科 

   2)標準模擬患者(医療面接) 

   3)外部評価委員（予定） 

 3  模擬患者 

   1)身体診察：研修医ならびに教職員 

   2)医療面接：標準模擬患者 

 4  評価項目および課題 

   評価項目の選択および課題は、公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構より割り振られる。 

 5  実施場所:彌生記念教育棟 テュートリアル室および講義室 

 6  ステーションの数 

   いくつかのステーションを設け、医療面接、頭頸部、胸部・全身状態・バイサルサイン、腹部、神経、基

本的臨床手技、救急、四肢・脊柱などの課題を中心に試験を行う。 

 7 OSCE の運営にあたっての実務は、OSCE 委員会が担当する。 

 8 追・再試験実施日：令和2年3月1日(月)～3月5日(金)のいずれかの日程で実施予定。 

OSCE 委員会 

 委 員 長 大久保 由美子 教 授 (統合教育学修センター） 

 副委員長 板 橋 道 朗 教 授 (消化器外科学) 

 〃 中 神 朋 子 教 授 (糖尿病・代謝内科学) 

 委  員 内 田 啓 子 教 授 (腎臓内科学) 

    岩 﨑 直 子 教 授 (成人医学センター) 

    村 崎 かがり 教 授 (予防医学科) 

    飯 嶋   睦 臨床教授 (脳神経内科学) 

    小 川 洋 司 准教授 (循環器内科学) 

    志 関 雅 幸 准教授 (血液内科学) 

    有 泉 俊 一 准教授 (消化器外科学) 

    山 村 幸 江 准教授 (耳鼻咽喉科学) 

    飯 塚 淳 平 准教授 (泌尿器科学) 

    岸 野 真衣子 講 師 (消化器内視鏡科) 

    井 坂 珠 子 講 師 (呼吸器外科学) 

    山 内 かづ代 講 師 (医学教育学) 

    西 井 明 子 講 師 (予防医学科) 

    八 木 理 充 講 師 (呼吸器内科学) 

    小木曽 智 美 講 師 (消化器内科学) 

    関 口 治 樹 助 教 (循環器内科学) 

    並 木 みずほ 助 教 (救急医学) 
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問題解決能力試験(P-SAT) 

Problem-solving ability test 

 

Ⅰ.  P-SAT 

目的:  医学生として必要な問題解決能力を評価することを目的とする。症例の問題を見極め、臨床推論を行

うために必要な医療面接、身体診察、検査などについて、必要な情報は何かを考え、得られた情報からど

のように考えるかを問う。テュートリアル、Team-based learning（TBL)、診療の基礎などでこれまでに修

得した能力を評価する。 

 臨床実習前に修得すべき臨床上の問題解決能力を評価する試験であり、全国医学系共用試験としての

CBT, OSCEとともに特別科目に位置付けられる。 

 

 1 実施日：本 試 験 令和2年11月24日(火)  9時～12時 

       追・再試験 令和3年2月12日(金) 12時～15時 

 2  試験形式： コンピューターによる問題の提示と解答 

     問題数および試験時間 20問/60分 を ２サイクル 

 3  評価方法： 100点満点で、 

    A. 優（80点以上）B. 良（70点以上80点未満）C. 可（60点以上70点未満）D. 不可（60点未満） 

のいずれかとして判定し、C以上を合格とする。 

 

総合試験委員会 

 委員長     三谷 昌平 教授  （生理学（分子細胞生理学分野）） 

 -［CBT実施部会］ 

  部会長  柳澤 直子 准教授 （微生物学免疫学） 

  部会委員  中村 史雄 教授  （生化学） 

  部会委員  中山 寿子 助教  （生理学（神経生理学分野）） 

 部会委員  菊田 幸子 助教 （顕微解剖学・形態形成学） 

  部会委員  吉井 亜希子 助教 （国際環境・熱帯医学） 

  部会委員  櫻谷 あすか 助教 （衛生学公衆衛生学） 

 -［P-SAT実施部会］ 

  部会長  大久保 由美子 教授 （医学教育学） 

  部会委員  山内 かづ代 講師 （医学教育学） 

  

 

202



Ⅴ　リソースパースン一覧表

所　属 職　名 氏　名 連絡電話番号 メールアドレス

衛生学公衆衛生学（公衆衛生学） 教　　授 野原　理子 31457 nohara.michiko@twmu.ac.jp

講　　師 佐藤　康仁 31417 sato.tasuto@twmu.ac.jp

衛生学公衆衛生学 准 教 授 加藤 多津子 28987 kato.tatsuko@twmu.ac.jp

国際環境・熱帯医学 教　　授 杉下　智彦 22611 sugishita.tomohiko@twmu.ac.jp

病理学（実験病理学分野） 教　　授 小田　秀明 26456 oda.hideaki@twmu.ac.jp

法医学 教　　授 木林　和彦 22242 kibayashi.kazuhiko@twmu.ac.jp

講　　師 島田　亮 22242 r_shimada@twmu.ac.jp

講　　師 多木　崇 22242 taki.takashi@twmu.ac.jp

准 講 師 中尾 賢一朗 22242 nakao.kenichiro@twmu.ac.jp

助　　教 町田　光世 22242 machida.mitsuyo@twmu.ac.jp

特任助教 多々良 有紀 22242 tatara.yuki@twmu.ac.jp

薬理学 教　　授 丸　 義朗 31532 maru.yoshiro@twmu.ac.jp

准 教 授 塚原 富士子 31532 tsukahara.fujiko@twmu.ac.jp

医学教育学 教　　授 大久保 由美子 31511 okubo.yumiko@twmu.ac.jp 

講　　師 山内 かづ代 31511 yamauchi.kazuyo@twmu.ac.jp 

化学 講　　師 佐藤　梓 31542 sato.azusa@twmu.ac.jp

呼吸器内科学 教　　授 多賀谷 悦子 37542 tagaya.etsuko@twmu.ac.jp

教　　授 近藤　光子 37112 kondo.mitsuko@twmu.ac.jp

講　　師 八木　理充 37112 yagi.osamitsu@twmu.ac.jp

成人医学センター 教　　授 岩﨑　直子  03-3499-1911 iwasaki.naoko@twmu.ac.jp  

循環器内科学 准 教 授 小川　洋司 23111 ogawa.hiroshi@twmu.ac.jp 

　 准 教 授 佐藤 加代子 23110 sato.kayoko@twmu.ac.jp 

講　　師 高木　　厚 23110 takagi.atsushi_1@twmu.ac.jp 

脳神経内科学 教　　授 北川　一夫 37566 kitagawa.kazuo@twmu.ac.jp

臨床教授 飯嶋　 睦 28623 iijima.mutsumi@twmu.ac.jp

講　　師 吉澤　浩志 28616 hyoshizawa@twmu.ac.jp

講　　師 丸山　健二 28606 maruyama.kenji@twmu.ac.jp

消化器内科学 教　　授 清水　京子 25116 kyoko.ige@twmu.ac.jp

講　　師 小木 曽智美 25116 kogiso.tomomi@twmu.ac.jp

消化器内視鏡科 講　　師 岸野 真衣子 25116 kishino.ige@twmu.ac.jp

血液内科学 准 教 授 志関　雅幸 28024 shisekim@twmu.ac.jp

腎臓内科学 教　　授 内田　啓子 28663 uchida.keiko@twmu.ac.jp

精神医学 教　　授 西村　勝冶 33201 nishimura.katsuji@twmu.ac.jp

准 教 授 赤穂　理絵 33205 akaho.rie@twmu.ac.jp 

准 教 授 稻田　健 33205 inada.ken@twmu.ac.jp 

皮膚科学 教　　授 石黒　直子 37534 ishiguro.naoko@twmu.ac.jp

放射線腫瘍学 教　　授 唐澤 久美子 37530 kkarasaw@twmu.ac.jp

教　　授 西尾　禎治 37451 nishio.teiji@twmu.ac.jp

講　　師 橋本 弥一郎 28265 hashimoto.yaichiro@twmu.ac.jp

准 講 師 栗林　茂彦 27614 kuribayashi.shigehiko@twmu.ac.jp

画像診断学・核医学 教　　授 坂井　修二 37526 sakai.shuji@twmu.ac.jp

救急医学 教  　授 矢口　有乃 36085 ayaguchi@twmu.ac.jp

臨床教授 武田　宗和 36085 mune@twmu.ac.jp

准 講 師 久保田  英 36085 dem.ag@twmu.ac.jp

助　　教 並木 みずほ 36085 namiki.mizuho@twmu.ac.jp
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Ⅴ　リソースパースン一覧表

所　属 職　名 氏　名 連絡電話番号 メールアドレス

総合診療科 臨床教授 島本 　健 37312 shimamoto.ken@twmu.ac.jp

予防医学科 講　　師 西井　明子 29688  nishii.akiko@twmu.ac.jp 

消化器外科学 教　　授 山本　雅一 25211 yamamoto.masakazu@twmu.ac.jp

教　　授 江川　裕人 25256 egawa.hiroto@twmu.ac.jp

教　　授 板橋　道朗 28094 itabashi.michio@twmu.ac.jp

准 教 授 有泉　俊一 25116 ariizumi.shunichi@twmu.ac.jp

整形外科学 教　　授 岡崎　賢 29402 okazaki.ken@twmu.ac.jp

耳鼻咽喉科学 准 教 授 山村　幸江 37211 yamamura.yukie@twmu.ac.jp

産婦人科学 教　　授 小川　正樹 29433 ogawa.masaki@twmu.ac.jp 

教　　授 熊切　 順 28198 kumakiri.jun@twmu.ac.jp 

准 教 授 中林　 章 28864 nakabayashi.akira@twmu.ac.jp

麻酔科学 教　　授 長坂　安子 29465 ikyoku.ac@twmu.ac.jp

教　　授 野村　 実 29465 nomura.minoru@twmu.ac.jp

准 教 授 黒川　 智 29465 ikyoku.ac@twmu.ac.jp

准 教 授 深田　智子 29465 fukada.tomoko@twmu.ac.jp

講　　師 岩出　宗代 29465 iwade.motoyo@twmu.ac.jp

集中治療科 教　　授 野村　岳志 29465 tnomura@twmu.ac.jp

泌尿器科学 准 教 授 飯塚　淳平 28735 jiizuka@twmu.ac.jp

　

リハビリテーション科 准 教 授 和田 　太 29702 wada.futoshi@twmu.ac.jp

輸血・細胞プロセシング科 教　　授 菅野　 仁 21048 kanno.hitoshi@twmu.ac.jp

准 教 授 小林　博人 28926 hirohitokobayashi-jua@umin.ac.jp

講　　師 槍澤　大樹 28928 utsugisawa.taiju@twmu.ac.jp

臨床工学科 講    師 亀井　大悟 28697 dakamei@twmu.ac.jp

化学療法・緩和ケア科 教　　授 林　 和彦 23131 hayashi.kazuhiko@twmu.ac.jp

医療安全科 教　　授 寺崎　 仁 28120 terasaki.hitoshi@twmu.ac.jp

膠原病リウマチ内科学 教　　授 針谷　正祥 34325 harigai.masayoshi@twmu.ac.jp 

臨床教授 川口　鎮司 34302 y-kawa@twmu.ac.jp

准 教 授 田中　榮一 34309 e-tanaka@twmu.ac.jp

乳腺・内分泌・小児外科学 教　　授 岡本　高宏 37554 okamoto.takahiro@twmu.ac.jp

臨床教授 世川　　修 37455 segawa.osamu@twmu.ac.jp

東洋医学研究所 教　　授 木村　容子 33151 kimura.yoko@twmu.ac.jp

学生健康管理室 教　　授 近藤　光子 37112 kondo.mitsuko@twmu.ac.jp

感染制御科 教　　授 満田　年宏 23127 mitsuda.toshihiro@twmu.ac.jp 

薬剤部 部　　長 木村　利美 38675 t.kimura.pha@twmu.ac.jp

日本語学 講　　師 辻村　貴子 41134 tsujimura@twmu.ac.jp 

英語 講　　師 遠藤　美香 31546 mikaendo@twmu.ac.jp

准 講 師 森景　真紀 31546 morikage.maki@twmu.ac.jp
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Ⅵ 第４学年教育委員会・学生アドバイザー・学生委員 

教育委員会 
委員長 田中 淳司 教授 (血液内科学) ※主担当 S7 
副委員長 大久保 由美子 教授 (医学教育学) ※主担当 S8 

〃 佐藤 麻子 教授 (臨床検査科) 
委 員 石黒 直子 教授 (皮膚科学)  

〃 菊池 賢 教授 (感染症科)  
〃 針谷 正詳 教授 (膠原病リウマチ内科学) 
〃 松岡 雅人 教授 (衛生学公衆衛生学)  
〃 杉下 智彦 教授 (国際環境・熱帯医学)  
〃 長坂 安子 教授 (麻酔科学)  
〃 矢口 有乃 教授 (救急医学)  
〃 近藤 光子 教授 (呼吸器内科学)  
〃 小田 秀明 教授 (病理学(実験病理学)) 
〃 木村 容子 教授 (東洋医学研究所) 
〃   多賀谷 悦子  教授  （呼吸器内科学）  
〃 山内 かづ代 講師 (医学教育学） 

オブザーバー 西井 明子 講師 (予防医学科) 
  〃   佐藤 梓    講師  （化学） 

 
セグメント８担当委員 

テュートリアル・TBL 委員会  
 委員長 中村 真一  教授   （消化器内科学） 
 副委員長 大久保由美子 教授   （医学教育学） 
      〃  飯嶋 睦   臨床教授 （脳神経内科学） 

〃    松下 晋   准教授  （生物学） 
〃  山内 かづ代 講師   （医学教育学） 

委 員 布田 伸一  教授   （心臓血管外科） 
   〃 土谷 健   教授   （血液浄化療法科） 
  〃 福屋 素子  講師   （皮膚科学） 

 
「至誠と愛」の実践学修教育委員会 

委員長 西村 勝治  教授   （精神医学） 
 副委員長 柳沢 直子  教授   （微生物・免疫学） 
   〃 岩﨑 直子  教授   （成人医学センター） 
   〃 佐藤 梓   講師   （化学） 
委 員 布田 伸一  教授   （心臓血管外科） 

〃 平澤 恭子  臨床教授 （小児科学） 
 

国際コミュニケーション委員 
    委員長 杉下 智彦  教授   （国際環境・熱帯医学） 

副委員長 遠藤 美香  講師   （英語学） 
 

基本的・医学的表現技術教育委員会 
委員長 木林 和彦  教授      （法医学） 
副委員長  辻村 貴子  講師      （日本語学） 
 

学生委員    
中村 真一  教授   （消化器内科） 

  西村 勝治  教授    (精神医学) 
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Ⅵ  選 択 科 目 
 

 

 

 

                外 国 語 

        人文科学系 

        社会科学系 

        自然科学系 

保 健 体 育 

      他大学オープン科目 
 

 

 

 

※各科目の講義内容、評価に関すること、日程等の詳細については 

「令和２（2020）年度学修の手引き＜選択科目＞」を参照すること。 

履修要領をよく読んで履修登録を行ってください。  
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東京女子医科大学学則より抜粋 

(授業科目および単位数、時間数) 

第9条 授業科目および単位数、時間数は、医学部は別表I((1)と(2)がある)、 

看護学部は別表II-1、II-2のとおりとする。 

(授業科目の履修) 

第10条 学生は、第9条に定めるそれぞれの授業科目を履修しなければならない。 

2 授業科目履修に関する規定は、別に定める。 

別表Ⅰ（第9条関係） 

(医学部)授業科目および単位数、時間数 

授業科目 
単位 卒業までの 

必要単位数 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 

一般教

育科目 

外国

語 

初級ドイツ語（Ⅰ・Ⅱ） 各2 

12 

初級フランス語（Ⅰ・Ⅱ） 各2 

英語（Medical DiscussionⅠ・Ⅱ） 各2 

英語（Basic ListeningⅠ・Ⅱ） 各2 

医療英語（Medical EnglishⅠ・Ⅱ） 各2 

初級コリア語（Ⅰ・Ⅱ） 各2 

初級中国語（Ⅰ・Ⅱ） 各2 

人文

科学

系 

倫理学（A・B） 各2 

文化人類学（前期） 2 

女性とジェンダー（前期） 2 

哲学（A・B） 各2 

歴史学（A・B） 各2 

心理学（A・B） 各2 

医療人のための経済学（A・B） 各2 

医療人のための法学（A・B） 各2 

医療と社会デザイン（A・B） 各2 

自然

科学

系 

数学（A・B） 各2 

生物学（後期） 2 

物理学（後期） 2 

化学（後期） 2 

食と栄養の科学 2 

医学情報学（後期） 2 

保健 

体育 
フィットネスの理論と実技（A・B） 各2 

  他大学科目   

計 12 
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選択科目履修要領（第1～第4学年） 

1. 科目名(23科目) 

 

2. 開講期間・曜日・時限 

開講期間は各科目とも半年間です。その時期は前期を4/15～9/30、後期は10/7から翌年2/3までの 

水曜日5 限（15：20～16：30）、6 限（16：45～ 17：55）に開講する。 

 

3. ガイダンスおよび履修登録について 

・ガイダンス 今年度はガイダンスを開催しません。学修の手引きと追加資料（1年生には新入生オリエンテーション

にて配布予定、2年生以上にはポータルサイトに掲載予定）を参照の上、履修登録を行うこと。 

 

・履修登録について 

１年生前期： 

新入生オリエンテーション時の配布資料をよく読み、Google フォームにて出席番号、氏名を入力し、 

履修希望科目を選び、送信すること。 

    登録期間は 4月 9日(木)12:30 まで 

     ※１．期間厳守のこと。その後の申請は一切認めない。 

      ２．Google フォームにて履修申請し、その科目が登録されなければ、出席しても無効となる。 

      ３．科目によって受講者数を制限することがある。 

      ４．登録結果および各科目の講義室は、開講日までに学生ポータルサイト 1年総合掲示板に掲載する。 

３．により登録されなかった科目があった場合の指示もこの時に掲載する。 

１年生後期、および 2～4年(前・後期): 

    新学年ポータルサイトからの web 登録のみ受付を行う。(従来の「受講票」は一切受付しない。)  

登録方法の詳細は登録期間前に各学年の総合掲示板に掲載する。 

登録期間は次のとおり。 

前期分…4月 1 日(水)～4 月 9 日(木)12:30 まで（期間を過ぎると登録できない。） 

後期分…8月 31 日(月)～9 月 11 日(金)12:30 まで（      〃       ） 

       ※１．web 登録を行い、その科目が登録されなければ、出席しても無効となる。 

        ２．受講者数の制限、登録結果等の掲載方法は上記と同様 

 

4. 履修認定について 

  各科目は2単位(半年間)の科目を4年次までにのべ6科目以上（12単位以上）履修しなければならない。 

そのうち2科目以上は人文・社会科学系の科目(学生便覧:学則第9条関係別表Ⅰ)とする。 

各科目の講義内容は、前期・後期が同じ場合も異なる場合もある。この場合、同一科目でも内容あるいは段階が異な

るものなら2科目と認められる。 なお、他大学での既修得単位を認定する場合がある。（以上、学生便覧参照） 

 

5．履修登録完了後は、その取り消しおよび変更は認めない。 

 

6. 選択科目の成績は及落判定の対象となる。ただし、ある学年で選択科目が不合格の場合、上級学年で単位を取得でき

ると認められるときに限って、及落には特別の配慮を行うことがある。 

 

7. なお、第2～第4学年では、上記12単位の他に指定する他大学のオープン科目(自由選択)の中からさらに受講すること 

 ができる。取得した単位は、東京女子医科大学医学部では増加単位として認められる。（卒業単位へは算入されない） 

初級ドイツ語 初級中国語 心理学 物理学 

初級フランス語 倫理学 医療人のための経済学 化学 

英語（Medical Discussion） 文化人類学 医療人のための法学 食と栄養の科学 

英語（Basic Listening ） 女性とジェンダー 医療と社会デザイン 医学情報学 

医療英語（Medical English ） 哲学 数学 フィットネスの理論と実技 

初級コリア語 歴史学 生物学  
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【水曜　5限　15:20～16:30】 【水曜　5限　15:20～16:30】

前　期（4月15日～9月30日） 科目コード 後　期（10月7日～2月3日） 科目コード

初級ドイツ語Ⅰ（早崎）　※　　    　（共通） 204118 初級ドイツ語Ⅱ（早崎）　※　　     　（共通） 204202

初級フランス語Ⅰ（足立） 204119 初級フランス語Ⅱ（足立） 204219

英語（Medical Discussion Ⅰ）（スタウト） 204106 英語（Medical discussion Ⅱ）（スタウト） 204206

初級中国語Ⅰ（舘）　　　　　　    　（共通） 204138 初級中国語Ⅱ（舘）　　　　　　     　（共通） 204238

哲学Ａ（梶谷）　　　　　　　　　    （共通） 204107 哲学Ｂ（梶谷）　　　　　　　　     　（共通） 204207

医療人のための法学Ａ（中島）　　    （共通） 204115 心理学Ｂ（宮脇） 204212

フィットネスの理論と実技（沢田） 204003 医療人のための法学Ｂ（中島）　　     （共通） 204215

化学（後期）（中村） 204225

物理学（後期）Ａ（木下） 204226

フィットネスの理論と実技（沢田） 204004

【水曜　6限　16:45～17:55】 【水曜　6限　16:45～17:55】

前　期（4月15日～9月30日） 科目コード 後　期（10月7日～2月3日） 科目コード

初級ドイツ語Ⅰ（伊藤）　※　　     　（共通） 204101 初級ドイツ語Ⅱ（伊藤）　※　　     　（共通） 204201

医療英語（Medical EnglishⅠ）（遠藤）（共通） 204105 医療英語（Medical EnglishⅡ）（遠藤）（共通） 204205

英語（Basic ListeningⅠ）（スタウト） 204121 英語（Basic ListeningⅡ）（スタウト） 204221

初級コリア語Ⅰ（朴）　　　　　　　 　（共通） 204137 初級コリア語Ⅱ（朴）　　　　　     　（共通） 204237

倫理学Ａ（磯部）　　　　　　　     　（共通） 204122 倫理学Ｂ（磯部）　　　　　　　     　（共通） 204222

歴史学Ａ（中込）　　　　  　　     　（共通） 204108 歴史学Ｂ（中込）　　　　　　　　     （共通） 204208

心理学Ａ（大塚） 204112 医療人のための経済学Ｂ（粟沢）　　 　（共通） 204214

医療人のための経済学Ａ（粟沢）　　 　（共通） 204114 医療と社会デザインＢ（杉下） 204216

医療と社会デザインＡ（杉下） 204116 数学Ｂ（　　） 204224

数学Ａ（　　） 204124 生物学（後期）（松下） 204235

医学情報学（佐藤）2～4年 204117 物理学（後期）B（木下） 204239

食と栄養の科学 204710

【水曜　5限　15:15～16:25】 【水曜　5限　15:15～16:25】

前　期（4月15日～9月30日） 科目コード 後　期（10月7日～2月3日） 科目コード

女性とジェンダーA（平川）    （共通） 204800 女性とジェンダーB（平川)　   （共通） 204810

文化人類学A（宍戸）　　　    （共通） 204600 文化人類学B（宍戸）　　　    （共通） 204610

＜看護学部の開講科目＞

※授業開始時間が医学部開講科目と異なりますので、ご注意ください。

※「女性とジェンダー」と「文化人類学」は、前期と後期は同じ内容です。どちらか１つしか履修できません。

医学部 選択科目時間割

前　　　期 後　　　期

（共通）は看護学部との共通科目です。

※5限と6限の「初級ドイツ語」は同じ内容です。どちらか1つしか履修できません。

※「フィットネスの理論と実技」は、前期と後期は同じ内容です。どちらか１つしか履修できません。
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他大学オープン科目受講について 
 

§ 趣 旨 

本学には早稲田大学のオープン科目を履修できる制度がある。その目的は、医科大学にはない多種多様な講

座を受講することで、視野を広げ、知識を深めることができるようにすることにある。受講生になると、図

書館などの施設も利用できるようになるので、豊かな知性と人間性を育むために大いに活用することが望ま

しい。 

 

§ 概 要 

1. 早稲田大学「オープン科目」とは、早稲田大学内の学部間で相互に受講でき、提携大学の学生も受講でき

る授業科目のことである。東京女子医科大学と早稲田大学の協定により、東京女子医科大学（医学部、看

護学部）の2 ～ 4 年生の学生は、早稲田大学「オープン科目」を受講し、単位を取得することができる。 

2. 年間8単位まで登録できる。 

3. 取得した単位は、東京女子医科大学医学部では増加単位として認められる。（卒業単位へは算入されない。） 

 

§ 受講案内 

1. 受講可能な日時と時間帯 

2 年生：月曜日、木曜日の6 ～ 7 時間目、水曜日の７時間目、土曜日の1 ～ 7 時間目（早稲田大学） 

3 年生：月曜日、木曜日の6 ～ 7 時間目、水曜日の７時間目、土曜日の1 ～ 7 時間目（  〃  ） 

4 年生：火曜日、金曜日の6 ～ 7 時間目、水曜日の７時間目、土曜日の1 ～ 7 時間目（  〃  ） 

 

2. 受講申込み方法 

1) 受講申込み方法 

早稲田大学グローバルエデュケーションセンターのコンピュータにあらかじめ学籍番号、氏名を登録し、

期間中にログインして講義検索、申込みをする。あらかじめ指定期間中（2 月初旬）に学務課に届出る。

個人の情報を提供することになるので、個人情報の保護を考えた上で、提供するかどうか自分で判断し

て届出ること。講義一覧は3月中旬から閲覧可能、申込みは3 月下旬（年度によって4 月上旬になること

もある）からで、期間中は変更もできる。 

 

1 月中に方法の詳細を記した印刷物を配布する。 

 

2）注意事項 

後期のみの科目であっても、年度当初に受講申込みをする必要がある。後期に申込むことはできない。 

 

3）受講の許可・不許可 

科目によっては受講が許可されない場合もある（演習や語学などの受け入れ人数の少ないクラス、その他の

場合でも希望者の多かった科目）。不許可になることも考慮して科目を選択する。受講の許可・不許可は、

各自ログインして確認する。 

 

3. 受講要領 

1）授業開始 

早稲田大学グローバルエデュケーションセンターのホーム・ページにアクセスして開始日と教室の場所、

休講や変更（日時や場所）をあらかじめ確認しておく。（記載されるページ名は時により変更されること

もあるので注意）。当日急に決定した場合は当該講義室のドアに掲示される。 

早稲田大学グローバルエデュケーションセンターのURL：http://www.waseda.jp/gec/ 

 

2）身分証明書 

受講が許可されると早稲田大学の「特別聴講生」の身分証明書が発行されるので、学務課で受け取る。特

別聴講生は、早稲田大学図書館、生協、医務室などを利用することができる。 

 

§ 受講相談 

受講について相談のある人は、足立（外国語文化）、遠藤(英語)、山口（物理）が相談を受け付けている。 

 

ポータルサイトの早大オープン科目のページに、先輩の感想や相談員のアドバイスが載っているので、参照

するとよい。 
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Ⅷ 講義・実習時間割表 
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

8

／

31

月

9

／

1

火

9

／

2

水

第

1

週

9

／

3

木

9

／

4

金

(麻酔科学　古井) (麻酔科学　中澤)

(講義) (講義)

麻酔・周術期管理 麻酔・周術期管理

ペインクリニックでの疼
痛管理

局所麻酔法

(講義)

基本的治療法

RI内用療法

(画像診断学・核医学
金子)

症候と病態・疾患（6）
発熱

症候と病態・疾患（7）便
秘・下痢

(血液内科学　志関) (消化器外科学　板橋)

(講義)

麻酔・周術期管理

科目の概要　麻酔概論

(麻酔科学　野村) （消化器内科学　中村）

(麻酔科学　黒川)

(麻酔科学　深田) (麻酔科学　深田)

(講義)

診療の基礎

症候と病態・疾患（5）脱
水

(総合診療科　佐藤)

(講義) (講義)

診療の基礎 診療の基礎

(講義) (講義)

麻酔・周術期管理 麻酔・周術期管理

麻酔器と麻酔回路と気
道の確保

特殊疾患と麻酔

侵襲医学の中の麻酔
科学

症候と病態・疾患（8）体
重減少・体重増加

症候と病態・疾患（9）貧
血

(麻酔科学　土井) (医学教育学　大久保) (血液内科学　志関)

(講義) (講義) (講義)

麻酔・周術期管理 診療の基礎 診療の基礎

静脈麻酔法

(麻酔科学　長坂)

(講義)

麻酔・周術期管理

麻酔前の患者管理

(麻酔科学　庄司)

(講義)

麻酔・周術期管理

（生理学（神経生理学
分野）　三谷）

（医学教育学　大久保）

(講義)

オリエンテーション

セグメント8ガイダンス／
講義・実習・TBL・
CBT・OSCEに向けての
体調管理

(医学教育学　大久保)
(学生健康管理室　近

藤)

（講義） （講義）

オリエンテーション オリエンテーション

クラスオリエンテーションP-SAT説明会

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(講義) (講義)

診療の基礎 診療の基礎

症候と病態・疾患（1）オ
リエンテーション・咳・痰

症候と病態・疾患（2）頭
痛

(呼吸器内科学　近藤 ) (脳神経内科学　飯嶋)
(講義) (講義) (講義)

診療の基礎 診療の基礎 麻酔・周術期管理

症候と病態・疾患（3）け
いれん

症候と病態・疾患（4）外
傷・熱傷

麻酔中の呼吸・循環・
代謝管理

(脳神経内科学　丸山) （救急医学　久保田) (麻酔科学　岩出)

(講義) (講義)

麻酔・周術期管理 麻酔・周術期管理

麻酔に関する生理・薬
理学的基礎

小児の麻酔管理

(麻酔科学　岩出)

(講義) (講義) (講義)

診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎

症候と病態・疾患（10）
腹部膨隆（腹水を含
む）・腫瘤

症候と病態・疾患（11）
吐血・下血

症候と病態・疾患（12）
浮腫

(消化器外科学　板橋) (消化器外科学　板橋) (腎臓内科学　内田)
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

9

／

7

月

9

／

8

火

9

／

9

水

第

2

週

9

／

10

木

9

／

11

金

(救急医学　並木) (救急医学　並木)

(講義) (講義)

救命救急医療 救命救急医療

中毒（1） 中毒（2）

化学療法の基本理論 栄養の基本と病態栄養

(化学療法・緩和ケア科
中島)

(消化器内科学　小木
曽)

(講義) (講義)

基本的治療法 基本的治療法

（国立精神・神経医療
研究センター精神保健
研究所　大沼）(精神医

学　末木）

（国立精神・神経医療
研究センター精神保健
研究所　大沼）(精神医

学　末木）

(講義) (講義)

救命救急医療 救命救急医療

心肺蘇生法 応急処置

(救急医学　武田) (救急医学　武田)

(実習) (実習)

「至誠と愛」の実践学修 「至誠と愛」の実践学修

Psychological First Aid
（2）

Psychological First Aid
（3）

(神経精神科 押淵) （脳神経内科学 北川）

(講義)

診療の基礎

症候と病態・疾患（19）
不安・抑うつ

(神経精神科 赤穂)
(講義)

救命救急医療

救急医療の治療手技

(救急医学　久保田)

(講義) (講義)

診療の基礎 診療の基礎

症候と病態・疾患（20）
もの忘れ

症候と病態・疾患（21）
意識障害・失神

(成人医学センター　岩
﨑)

(成人医学センター　岩
﨑)

(講義)

診療の基礎

症候と病態・疾患（18）
嚥下困難・障害

(消化器内視鏡科 岸
野)

(講義) (講義)

診療の基礎 診療の基礎

症候と病態・疾患（16）
食思（欲）不振

症候と病態・疾患（17）
全身倦怠感

(講義)

診療の基礎

症候と病態・疾患（13）
発疹

(皮膚科学 石黒)

(講義)

診療の基礎

症候と病態・疾患（14）
悪心・嘔吐

(消化器内科学　清水)

(選択科目) (選択科目)

15:20～16:30 16:45～17:55

前期 V-12 前期 VI-12

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(講義) (講義) (実習)

基本的治療法 救命救急医療 「至誠と愛」の実践学修

放射線療法 救急医学総論 Psychological First Aid
（1）

(放射線腫瘍学　唐澤) (救急医学　矢口)

（国立精神・神経医療
研究センター精神保健
研究所　大沼）(精神医

学　末木）

(講義) (講義) (講義)

麻酔・周術期管理 麻酔・周術期管理 診療の基礎

麻酔後の患者管理 ICUでの重症患者管理 症候と病態・疾患（15）
月経異常

(麻酔科学　長坂) (集中治療科　野村) (産婦人科学 中林)
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

9

／

14

月

9

／

15

火

9

／

16

水

第

3

週

9

／

17

木

9

／

18

金

(講義)

麻酔・周術期管理 麻酔・周術期管理

吸入麻酔法 筋弛緩薬

診療の基礎

症候と病態・疾患（25）
腰背部痛①

（消化器内科学　清水）

(麻酔科学　近藤) (麻酔科学　横川)

診療の基礎

症候と病態・疾患（26）
運動麻痺・筋力低下

(脳神経内科学 吉澤)

(講義)

診療の基礎

症候と病態・疾患（27）
胸痛

（循環器内科学　佐藤）

特殊救急

(講義) (講義)

救急医療に関わる法的
問題

災害医学

(法医学　木林) (救急医学　武田)

心理的支持と精神症状
への対応

(精神医学　赤穂)
(講義)

(講義)

「至誠と愛」の実践学修

行動科学(1)行動科学
とは

(看護学部　諏訪)

(講義)

「至誠と愛」の実践学修

行動科学(2)保健医療
行動と動機づけ

(看護学部　諏訪)

手術療法（免疫療法を
含む）

栄養評価と栄養管理 癌の疫学と予防

(消化器外科学　山本) (消化器外科学　小川)
（衛生学公衆衛生学

野原)

救命救急医療

基本的治療法

(講義)

診療の基礎

症候と病態・疾患（22）
血痰・喀血

(講義)

(呼吸器内科学　八木)

集中治療医学総論

History Takingついて
の講義

(英語　近、遠藤、森景)

(講義)

国際コミュニケーション

(救急医学　久保田)
(講義) (講義) (講義)

基本的治療法 基本的治療法 基本的治療法

(講義) (講義)

救命救急医療 救命救急医療

(実習)

「至誠と愛」の実践学修

ストレスと行動科学２

(埼玉医科大学総合医
療センター　小林)

(講義) (講義)

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

(救急医学　久保田)

(講義)

診療の基礎

症候と病態・疾患（23）
呼吸困難

(呼吸器内科学　近藤)

(選択科目)

15:20～16:30

(講義)

救命救急医療

救急医療の診断学と症
候学

前期 V-13

(選択科目)

Ⅵ

16:45～17:55

前期 VI-13

「至誠と愛」の実践学修

ストレスと行動科学1

(埼玉医科大学総合医
療センター　小林)

(講義)
(血液内科学 志関) (看護学部　諏訪) (救急医学　矢口)

(講義) (講義)

診療の基礎 「至誠と愛」の実践学修 救命救急医療

症候と病態・疾患（24）
リンパ節腫脹

行動科学(3)行動変容
ステージと各種アプ
ローチ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

9

／

21

月

9

／

22

火

9

／

23

水

第

4

週

9

／

24

木

9

／

25

金

基本的治療法

(講義)

臨床研究の倫理ワークショップ

(臨床研究推進センター　時田)（衛生学公衆衛生学　佐藤）

腫瘍の病理・病態と発
生要因

医学分野の英語レク
チャー

(英語　レフォー、遠
藤、森景)

(病理学(実験病理学分
野) 小田)

集学的治療、癌治療の
現状

緩和ケア

(放射線腫瘍学　小藤)

(講義) (講義)

基本的治療法 基本的治療法

救命救急医療

癌治療に必要な分子
生物学的基本

症候と病態・疾患（28）
胸水

外傷学

(薬理学　塚原) (呼吸器内科学 近藤) (救急医学　武田)
(講義) (講義)

診療の基礎

(講義)

国際コミュニケーション

(化学療法・緩和ケア科
瀬井)

(実習)

「至誠と愛」の実践学修

症候と病態・疾患（29）
尿量・排尿の異常

症候と病態・疾患（30）
動悸

症候と病態・疾患（31）
関節痛・関節腫脹

(泌尿器科学 飯塚) (循環器内科学 小川)
(膠原病リウマチ内科学

川口)

診療の基礎 診療の基礎

(選択科目)

16:45～17:55

前期 VI-14前期 V-14

(講義)(講義) (講義) (講義)

(講義)

麻酔・周術期管理

周術期モニター

(麻酔科学　野村)

基本的治療法

敬老の日　

診療の基礎

(選択科目)

15:20～16:30

秋分の日

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

9

／

28

月

9

／

29

火

9

／

30

水

第

5

週

10

／

1

木

10

／

2

金

(実習)

「至誠と愛」の実践学修

認知行動理論と問題解
決技法(3)

(埼玉医科大学総合医
療センター　小林)(精
神医学　井上、辻)

(埼玉医科大学総合医
療センター　小林)(精
神医学　井上、辻)

(埼玉医科大学総合医
療センター　小林)(精
神医学　井上、辻)

認知行動理論と問題解
決技法(1)

認知行動理論と問題解
決技法(2)

「至誠と愛」の実践学修 「至誠と愛」の実践学修

(講義) (講義) (講義)

診療の基礎 診療の基礎

15:20～16:30

前期 V-15

(循環器内科学 小川)(脳神経内科学 飯嶋)

診療の基礎

症候と病態・疾患（35）
黄疸

症候と病態・疾患（36）
腹痛

(講義)(講義)

診療の基礎

症候と病態・疾患（37）
めまい

(臨床工学科　亀井)

基本的治療法

トータルペインの治療 症候と病態・疾患（34）
腰背部痛②

診療の基礎

(医療安全科　寺崎)

診療の基礎 診療の基礎

(選択科目)

医療機器の種類と原理

(消化器外科学　板橋)

(講義)
(腎臓内科学　内田) (救急医学 矢口)

症候と病態・疾患（32）
心停止

(リハビリテーション科
和田)

リハビリの目的・方法、
ADL、装具

基本的治療法

(講義)

人工臓器の種類と原理

(講義)

基本的治療法

症候と病態・疾患（32）
血尿・タンパク尿

症候と病態・疾患（33）
ショック

医療安全（2）インシデ
ント・アクシデントリポー
トと原因分析

敗血症 多臓器不全

(講義)

診療の基礎

(医療安全科　寺崎)

医療安全（4）ヒューマン
エラー

(講義) (講義)

基本的治療法

(化学療法・緩和ケア科
近藤)

(衛生学公衆衛生学 加
藤)

(輸血・細胞プロセシン
グ科　菅野)

(輸血・細胞プロセシン
グ科　小林)

(救急医学　矢口) (救急医学　矢口)
(講義)

(講義) (講義)

自己血輸血、成分採
血、臓器移植と輸血

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

臨床化学療法総論 腫瘍の臨床的診断、緩
和療法

医療安全（1）医療安全
とチーム医療

基本的治療法

(講義) (講義)

救命救急医療 救命救急医療

後期 VI-15

(講義)

基本的治療法 基本的治療法

血液製剤の取り扱い、
適正輸血、輸血副作用

(講義)

(化学療法・緩和ケア科
川上)

Ⅵ

診療の基礎

医療安全（3）ノンテクニ
カルスキル～KYＴ
/team STEPPS～

(講義)

診療の基礎 診療の基礎

16:45～17:55

(選択科目)

(講義) (講義)
(消化器外科学 有泉) (消化器外科学 有泉)

(衛生学公衆衛生学 加
藤) （整形外科学　岡崎）

基本的治療法

(臨床工学科　亀井)
(実習)(実習)
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

10

／

5

月

10

／

6

火

10

／

7

水

第

6

週

10

／

8

木

10

／

9

金

入門型臨床実習

(実習) (実習)

オリエンテーション

入門型臨床実習

(医学教育学　大久保、
山内）

オリエンテーション

(呼吸器内科　多賀谷、
医学教育学　大久保）

(試験)

(試験)

麻酔・周術期管理（10:00～11:30）

基本的治療法（10:00～11:30）

(試験)

救命救急医療（10:00～11:30）

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-1

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-1

(試験)

診療の基礎（10:00～12:00）

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(実習)

10

／

12

月

10

／

13

火

10

／

14

水

第

7

週

10

／

15

木

(TBL)

10

／

16

金

（消化器内科学　中村）（耳鼻咽喉科　山村）（医
学教育学　大久保　山内）

課題　1

自己学習

自己学修

(TBL)

（実習）

入門型臨床実習

電子カルテシステム

入門型臨床実習

入門型臨床実習

課題　2

（消化器内科学　中村、板橋、小川）（医学教育
学　大久保　山内）（各診療科）（予防医学科　西井）

(実習)

 入門型臨床実習 入門型臨床実習

(実習) （実習）
（医学教育学　大久保、山内）（化学　佐藤）

(実習)

(実習)

入門型臨床実習

後期 V-2

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

電子カルテ、医療情報
の取り扱い、個人情報
の保護

（精神医学　西村）
（膠原病リウマチ内科

学　田中）

入門型臨床実習

POMR・SEA演習

(実習)

シミュレーション学修

症例プレゼン演習

（医学教育学　大久
保、山内）（化学　佐

藤）

自己学修

(実習)

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）
(実習) (TBL) (TBL)

（医学教育学　大久
保、山内）（化学　佐

藤）

Ⅵ

入門型臨床実習

(選択科目)

15:20～16:30

(実習)

入門型臨床実習

（各診療科）（医学教育学　大久保）

入門型臨床実習

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-2

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

10

／

19

月

10

／

20

火

10

／

21

水

第

8

週

10

／

22

木

10

／

23

金

自己学修課題　3

（消化器内科学　中村）（循環器内科学　佐藤）
（医学教育学　大久保　山内）

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

(TBL)(TBL)

(実習)

(実習) (実習)

入門型臨床実習

(実習)

入門型臨床実習

(実習)

入門型臨床実習

(実習)

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）
(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-3

(選択科目)

15:20～16:30

入門型臨床実習

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

後期 V-3

シミュレーション学修

（医学教育学　大久保、山内）（化学　佐藤）

入門型臨床実習

医療安全啓発センター
/チーム医療

(小児外科　世川）

薬物治療の安全確保と
適正化

(薬剤部　木村）
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

10

／

26

月

10

／

27

火

10

／

28

水

第

9

週

10

／

29

木

10

／

30

金

自己学修

(TBL)

（消化器内科学　中村）（腎臓小児科　三浦）（医
学教育学　大久保　山内）

（医学教育学　大久保、山内）

（各診療科）（予防医学科　西井）

(実習)

課題　6

（各診療科）（医学教育学　山内）

入門型臨床実習

入門型臨床実習

(TBL)

(TBL)(実習)

（各診療科）（医学教育学　山内）

（消化器内科学　中村）（皮膚科学　竹中、福
屋）（医学教育学　大久保　山内）

(TBL)

自己学修

（消化器内科学　中村）（東医療センター内科
大森）（医学教育学　大久保　山内）

課題　5

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(選択科目)

後期 VI-4

16:45～17:55
シミュレーション学修

（画像診断学　坂井） （画像診断学　坂井）

後期 V-4

(実習) (実習) (実習)

自己学修

入門型臨床実習 入門型臨床実習 入門型臨床実習

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

診療参加型臨床実習
のための放射線安全
講習会

診療参加型臨床実習
のための放射線安全
講習会

(実習)

(選択科目)

15:20～16:30

(実習)

入門型臨床実習

(TBL)

(実習)

入門型臨床実習

（各診療科）（医学教育学　大久保、山内）

(TBL)

課題　4
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11

／

2

月

11

／

3

火

11

／

4

水

第

10

週

11

／

5

木

11

／

6

金

(TBL)

自己学修

(TBL)

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

(実習)

入門型臨床実習

課題　7

（消化器内科学　中村）（呼吸器内科学　三浦）
（医学教育学　大久保　山内）

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

（各診療科）（予防医学科　西井）

(TBL)

自己学修

(TBL)

課題　8

(実習)

入門型臨床実習

(選択科目)

15:20～16:30

(実習) (実習)

遺伝カウンセリング

(実習)

入門型臨床実習

(選択科目)

16:45～17:55

（乳腺・内分泌外科　岡
本）

（乳腺・内分泌外科　岡
本）

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

全体説明 実演

（ゲノム診療科　山本）
（医学教育学　大久保）

（化学　佐藤）

（ゲノム診療科　山本）
（医学教育学　大久保）

（化学　佐藤）

(実習)

後期 V-5 後期 VI-5

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

（消化器内科学　中村）（精神医学　赤穂）（医学
教育学　大久保　山内）

(実習) (実習)

入門型臨床実習 入門型臨床実習

EBM演習 EBM演習

遺伝カウンセリング

文化の日

入門型臨床実習
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11

／

9

月

11

／

10

火

11

／

11

水

第

11

週

11

／

12

木

11

／

13

金

（ゲノム診療科　山本）（医学教育学　大久保）
（化学　佐藤）

入門型臨床実習

診療参加型臨床実習
に向けて

診療参加型臨床実習
に向けて

(医療安全科　寺崎） (医療安全科　寺崎）

課題　10

(TBL)

自己学修

チーム医療の基礎ワークショップ／Team STEPPS ワークショップ

(実習)

「至誠と愛」の実践学修

(実習)

（消化器内科　徳重）（化学　佐藤）（医学教育学　大久保、山内）
（衛生学公衆衛生学　加藤）（看護学部　吉武、池田）

(実習)
（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

入門型臨床実習

（各診療科）（予防医学科　西井）

(TBL)

（消化器内科学　中村）（循環器内科学　小川）
（医学教育学　大久保　山内）

(実習)

遺伝カウンセリング

入門型臨床実習

後期 VI-6

(TBL)

自己学修課題　9

(TBL)

（消化器内科学　中村）（腎臓内科学　内田）（医
学教育学　大久保　山内）

実演

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-6

(選択科目)

16:45～17:55

(実習)

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(実習)

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

(実習)

入門型臨床実習

（各診療科）（医学教育学　大久保、山内）

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

(実習)

入門型臨床実習

(実習)

入門型臨床実習

入門型臨床実習
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11

／

16

月

11

／

17

火

11

／

18

水

第

12

週

11

／

19

木

11

／

20

金

（各診療科）（予防医学科　西井）

(TBL)

入門型臨床実習

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

自己学修

課題　12

(実習)

入門型臨床実習

(実習)

入門型臨床実習

(TBL)

(実習)

(TBL)

(感染制御科　満田）

(実習) (実習)

入門型臨床実習 入門型臨床実習

感染予防と感染制御

自己学修

（医学教育学　大久保、山内）（化学　佐藤）

(実習)

入門型臨床実習

（消化器内科学　中村）（消化器内視鏡科　岸
野）（医学教育学　大久保　山内）

(実習)

シミュレーション学修

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-7

(選択科目)

15:20～16:30

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

まとめ

（医学教育学　大久保）

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

（各診療科）（医学教育学　大久保、山内）

（各診療科）（医学教育学　山内）（化学　佐藤）

後期 V-7

(感染制御科　満田）

(実習)

入門型臨床実習 入門型臨床実習

（消化器内科学　中村）（脳神経内科学　飯嶋）
（医学教育学　大久保　山内）

（実習）

感染予防と感染制御

課題 11

(TBL)
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11

／

23

月

11

／

24

火

11

／

25

水

第

13

週

11

／

26

木

11

／

27

金

診察法・診断法（1）　オ
リエンテーション・
POMR

診察法・診断法（2）　全
身状態・バイタルサイン

(試験)

P-SAT（9：00～12：00）

(講義)

(講義)

診療の基礎

(呼吸器内科学　近藤)

(講義)

(消化器外科学　板橋)

15:20～16:30

(医学教育学　大久保)

(講義)

診療の基礎

診察法・診断法（3）　基
本的臨床手技①

診療の基礎

(講義)

後期 VI-8

(選択科目)

16:45～17:55

(講義)

後期 V-8

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

勤労感謝の日

Ⅵ

(成人医学センター　岩
﨑) (医学教育学　大久保)

診療の基礎 診療の基礎

(選択科目)

国際コミュニケーション

診察法・診断法（6）　医
療面接①

History Takingの表現・
演習

(耳鼻咽喉科学　山村)

診療の基礎

診察法・診断法（7）　医
療面接②

診察法・診断法（8）　基
本的臨床手技②

(講義)
(呼吸器内科学　八木)

(英語　近、遠藤、森
景、外国人講師)

(講義)

診察法・診断法（4）　頭
頸部

診察法・診断法（5）　胸
部（肺）

診療の基礎

(成人医学センター　岩
﨑)

(講義)

診療の基礎
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11

／

30

月

12

／

1

火

12

／

2

水

第

14

週

12

／

3

木

(実習) (実習)

12 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

4
自己学修 自己学修

金

EBM　情報の適応、診療行動の決定、フィード
バック

(乳腺・内分泌・小児外科学　岡本)

(実習)

臨床基礎実習

臨床基礎実習

(実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

診察法・診断法（11）
救急蘇生

(救急医学　久保田)

(実習) (実習)

(講義)

診療の基礎

診察法・診断法（10）
胸部（心臓）

(循環器内科学　高木)
(実習)

診療の基礎

放射線診断演習オリエンテーション 放射線診断演習

(画像診断学・核医学　坂井) (画像診断学・核医学　坂井)

臨床基礎実習オリエンテーション

(臨床検査科　佐藤)

臨床基礎実習

(実習)

CPCオリエンテーション

(病理学（病態神経科学分野）　柴田)

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-9

(実習)

臨床基礎実習

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-9

診療の基礎 診療の基礎

診察法・診断法（12）
基本的臨床手技③

(泌尿器科学　飯塚)

診察法・診断法（13）
腹部

(消化器外科学　有泉)

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(講義)

診療の基礎

診察法・診断法（14）
神経・四肢①

診察法・診断法（15）
神経・四肢②

(脳神経内科学　飯嶋) (脳神経内科学　飯嶋)

(講義)

診療の基礎

診察法・診断法（9）　四
肢脊柱

（医学教育学　山内)
(講義) (講義)

(講義)

診療の基礎

(講義)

診療の基礎
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(実習) (実習)

12 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

7
自己学修 自己学修

月

(実習) (実習)

12 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

8
自己学修 自己学修

火

12

／

9

水

第

15

週 (実習) (実習)

12 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

10
自己学修 自己学修

木

(実習) (実習)

12 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

11
自己学修 自己学修

金

(実習)

(実習) (実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

(実習)

(実習)

臨床基礎実習

臨床基礎実習 臨床基礎実習

臨床基礎実習 臨床基礎実習

(実習)

臨床基礎実習

(実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

(実習) (実習)

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(実習)

後期 V-10 後期 VI-10

(選択科目) (選択科目)

15:20～16:30 16:45～17:55
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(実習) (実習)

12 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

14
自己学修 自己学修

月

(実習) (実習)

12 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

15
自己学修 自己学修

火

12

／

16

水

第

16

週 (実習) (実習)

12 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

17
自己学修 自己学修

木

(実習) (実習)

12 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

18
自己学修 自己学修

金

(実習)

臨床基礎実習

(実習) (実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

臨床基礎実習 臨床基礎実習

(実習) (実習)

(実習)

臨床基礎実習

(選択科目)

(実習) (実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

(実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

(実習)

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(選択科目)

15:20～16:30 16:45～17:55

後期 V-11 後期 VI-11
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

1

／

4

月

(実習) (実習)

1 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

5
自己学修 自己学修

火

1

／

6

水

第

17

週 (実習) (実習)

1 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

7
自己学修 自己学修

木

(実習) (実習)

1 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

8
自己学修 自己学修

金

(実習) (実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

(実習) (実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

(実習) (実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

冬季休業

Ⅵ

(実習) (実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

1

／

11

月

(実習) (実習)

1 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

12
自己学修 自己学修

火

1

／

13

水

第

18

週 (実習) (実習)

1 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

14
自己学修 自己学修

木

(実習) (実習)

1 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

15
自己学修 自己学修

金

(実習) (実習)

(実習) (実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

臨床基礎実習 臨床基礎実習

(実習) (実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

臨床基礎実習 臨床基礎実習

後期 V-12

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

成人の日

Ⅵ

(実習) (実習)

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-12

(選択科目)

15:20～16:30
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(実習) (実習)

1 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

18
自己学修 自己学修

月

(実習) (実習)

1 臨床基礎実習 臨床基礎実習

／

19
自己学修 自己学修

火

1

／

20

水

第

19

週

1

／

21

木

1

／

22

金

CBT（ブロック 1～2）　（9：00～12：00） CBT（ブロック 3～7）　（12：50～17：30）

（生理学（分子細胞生
理学分野）三谷）（微生

物学免疫学　柳澤）
(試験) (試験)

(試験) （講義）

臨床基礎実習 オリエンテーション

CPC試験
（9:30～10:00）

CBT事前体験

後期 VI-13

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-13

(選択科目)

16:45～17:55

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(実習) (実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

(実習) (実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

(実習) (実習)

臨床基礎実習 臨床基礎実習

230



Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

1

／

25

月

1

／

26

火

1

／

27

水

第

20

週

1

／

28

木

1

／

29

金

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-14

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-14

一般入学試験　

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(講義)

診療の基礎

診察法・診断法（16）
オリエンテーション
（OSCE・小グループ実
習）

(呼吸器内科学 近藤)
(医学教育学　大久保）

(講義)

診療の基礎

診察法・診断法（17）
基本的臨床手技④

(消化器外科学　板橋)
(泌尿器科学　飯塚)

(講義)

オリエンテーション

セグメント9臨床実習前
オリエンテーション

（予防医学科 村崎）
（生理学（神経生理学

分野）宮田）

(実習) (実習)

診療の基礎 診療の基礎

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

(実習) (実習) (実習) (実習)

診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

(実習) (実習) (実習) (実習)

診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

(実習) (実習) (実習) (実習)

診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

2

／

1

月

2

／

2

火

2

／

3

水

第

21

週

2

／

4

木

2

／

5

金

(実習) (実習)

診療の基礎 診療の基礎

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-15

(実習) (実習)

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-15

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(実習) (実習)

診療の基礎 診療の基礎

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

(実習) (実習)

診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

(実習) (実習) (実習) (実習)

診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

(実習) (実習) (実習) (実習)

診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

(実習) (実習) (実習) (実習)

診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

2

／

8

月

2

／

9

火

2

／

10

水

第

22

週

2

／

11

木

2

／

12

金

(追・再試験) (追・再試験)

CBT 追・再試験（ブロック 1～2）
（9：00～12：00）

CBT 追・再試験（ブロック 3～7）　　（12：50～17：30）

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(実習) (実習) (実習) (実習)

診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎 診療の基礎

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

内科系・外科系各科実
習

建国記念日

(追・再試験)

P-SAT 追・再試験　（12：00～15：00）
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

2

／

15

月

2

／

16

火

2

／

17

水

第

23

週

2

／

18

木

2

／

19

金

(追・再試験)

診療の基礎（10:00～12：00）

(追・再試験)

麻酔・周術期管理（10：00～11：30）

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(追・再試験)

救命救急医療（10:00～11:30）

(追・再試験)

基本的治療法（10:00～11:30）
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

（実習）

2

／

22

月

2

／

23

火

2

／

24

水

第

24

週

2

／

25

木

2

／

26

金

英語模擬医療面接

（英語　遠藤、森景、カワムラ、エルヴィン、スタウト、ホソヤ　他）

（実習）

国際コミュニケーション

英語模擬医療面接

（英語　遠藤、森景、カワムラ、エルヴィン、スタウト、ホソヤ　他）
（実習）

国際コミュニケーション

英語模擬医療面接

（英語　遠藤、森景、カワムラ、エルヴィン、スタウト、ホソヤ　他）

(講義) (講義)

国際コミュニケーション 国際コミュニケーション 国際コミュニケーション

English Medical
Interview (総括）

English Medical
Interview (演習）

英語模擬医療面接

（実習）

国際コミュニケーション

(英語　近、遠藤、森
景、外国人講師)

(英語　近、遠藤、森
景、外国人講師) （英語　遠藤、森景、カワムラ、エルヴィン、スタウト、ホソヤ　他）

天皇誕生日

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

3

／

1

月

3

／

2

火

3

／

3

水

第

25

週

3

／

4

木

3

／

5

金

（英語　遠藤、森景、カワムラ、エルヴィン、スタウト、ホソヤ　他）

CBT 追・再試験（ブロック 3～7）　　（12：50～17：30）

（実習）

国際コミュニケーション

英語模擬医療面接

（英語　遠藤、森景、カワムラ、エルヴィン、スタウト、ホソヤ　他）

（実習）

国際コミュニケーション

令和2年度　Segment8　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

（実習）

国際コミュニケーション

英語模擬医療面接

（英語　遠藤、森景、カワムラ、エルヴィン、スタウト、ホソヤ　他）

(追・再試験) (追・再試験)

CBT 追・再試験（ブロック 1～2）
（9：00～12：00）

英語模擬医療面接
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